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論
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一
九
世
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ラ
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お
け
る
建
物
賃
貸
借
と
オ
ス
マ
ン
の
パ
リ
改
造
事
業
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史
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第
二
帝
政
期
の
高
家
賃
問
題
と
制
度
改
革
要
求

第
二
帝
政
期
は
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
、

か
つ
て
な
い
不
動
産
投
機
と
地
価
上
昇
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
家
賃
高
騰
と
い
う
形
で

賃
借
人
で
あ
る
都
市
民
衆
層
に
の
し
か
か
る
。
高
家
賃
問
題
の
深
刻
化
で
あ
る

(↓

1
1
そ
れ
を
受
け
て
、
こ
の
時
期
に
は
、
建
物
賃
貸

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業(3・完)

借
に
関
す
る
多
様
な
制
度
改
革
要
求
が
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

(↓

2
1
ま
た
、
普
仏
戦
争
を
契
機
と
す
る
家
賃
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
措
置

の
実
施
お
よ
び
累
積
家
賃
の
決
済
に
関
す
る
一
八
七
一
年
四
月
一
一
一
日
の
「
家
賃
に
関
す
る
法
律
」

の
制
定
も
、

そ
の
よ
う
な
建
物
賃
貸
借

関
係
に
お
け
る
対
抗
関
係
の
激
化
を
前
提
に
し
て
初
め
て
そ
の
意
義
を
理
解
し
う
る
性
格
の
改
革
で
あ
っ
た

の
問
題
の
検
討
を
課
題
と
す
る
。

↓
3
〕
。
本
節
は
、
こ
れ
ら

第
二
帝
政
期
の
高
家
賃
問
題

こ
の
時
期
か
ら
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
改
革
要
求
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
第
二
帝
政
期
の
家
賃
高
騰
が
都
市
民
衆
に

(
↓
凶
)
。
そ
の
た
め
に
は
、

方
と
そ
れ
を
負
担
す
べ
き
労
働
者
の
家
計
状
況
を
一
瞥
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
、

を
検
討
し
て
お
き
た
い

ま
ず
、
こ
の
時
期
の
家
賃
高
騰
の
あ
り

↓ 
(1) 

川
家
賃
高
騰
と
労
働
者
の
賃
金
水
準

同
家
賃
高
騰
の
状
況

第
一
-
帝
政
期
の
不
動
産
投
機
と
地
価
上
昇
は
、
土
地
所
有
者
に
対
し
て
は
、
収
用
補
償
や
土
地
売
却
益
あ
る
い
は
不
動
産
経
営
利
潤
の
増

北法46(5・81)1213 



説

加
と
い
う
形
で
膨
大
な
利
益
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
こ
の
時
期
に
本
格
的
に
活
動
を
開
始
し
た
不
動
産
資
本
に
対
し
て
も
、
不
動

産
売
却
益
や
不
動
産
経
営
利
潤
の
増
加
と
い
う
形
で
同
様
に
利
益
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
時
期
都
市
改
造
事
業
に
当
た
っ
た
政
策
主
体
に
と

自命

の
主
体
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
税
収
の
増
加
に
結
び
つ
く
が
ゆ
え
に
、
決
し
て
忌
避
す
べ
き
事
態
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
不
動
産
の
「
増
価

1
5〈
出

-Eど
か
ら
利
益
を
得
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
都
市
民
衆
層
に
と
っ
て
は
、

っ
て
も
、
地
価
上
昇
は
、

事
態
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
不
動
産
増
価
の
利
益
か
ら
排
除
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
不
動
産
投
機
と
地
価
上
昇
は
、
家
賃
の
上

昇
に
結
び
つ
き
、
彼
ら
の
生
活
を
直
撃
し
た
の
で
あ
る
。

一
八
六
一
年
に
出
版
さ
れ
た

『
所
有
者
に
対
し
て
家
賃
の
減
額
を
求
め
る
呼
び
か
け
』

同
時
代
人
の
観
察
を
若
干
引
い
て
み
よ
う
。

(
l
)
 

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
「
一
八
五

O
年
以
降
、
緊
急
に
検
討
を
要
す
る
重
要
な
問
題
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
課
題
が
あ
る
。
家
賃
問
題
で

あ
る
」
(
旬
・

ω)

一
八
五

0
年
代
に
お
け
る
新
た
な
問
題
の
登
場
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、

一
八
五

O
年
か

と

ら
一
八
六

O
年
の
一

0
年
間
で
家
賃
水
準
は
ほ
ぼ
倍
に
な
っ
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
住
宅
で
も
顕
著
な
家
賃
の
上
昇
が
見
ら
れ
る
が
、
「
実
際
に

居
住
す
る
者
と
の
関
係
で
最
も
顕
著
な
上
昇
を
経
験
し
た
の
は
、
大
量
に
あ
る
小
規
模
住
宅
で
あ
る
。
家
主
は
、

そ
れ
ま
で
一
四

0
フ
ラ
ン

程
度
の
家
賃
で
あ
っ
た
住
宅
に
つ
い
て
、

一二

0
0
フ
ラ
ン
の
家
賃
を
た
め
ら
い
も
な
く
支
払
わ
せ
て
い
る
。

一
個
の
住
宅
を
確
保
す
る
こ
と

は
各
人
に
と
っ
て
の
必
要
性
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
深
い
悲
し
み
の
対
象
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」
(
ち

ω
)
。
他
の
論
者
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
と
り
わ
け
パ
リ
に
お
け
る
労
働
者
住
宅
の
家
賃
上
昇
が
顕
著
で
あ
り
、
「
一
八
五
三
年
、
ォ
ス
マ
ン
の

選
任
前
に
は
、
労
働
者
は
、
通
常
、
そ
の
部
屋
の
た
め
に
八

0
フ
ラ
ン
を
支
払
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
今
日
で
は
年
額
の
家
賃
で
一
七

O
フ
ラ

ン
か
ら
一
八

0
フ
ラ
ン
は
か
か
っ
て
い
る
。

一
五
年
前
に
は
、
家
賃
年
額
一
五

0
フ
ラ
ン
の
小
住
宅
を
簡
単
に
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
の

(2) 

に
、
今
日
で
は
、
二
五

0
フ
ラ
ン
は
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
状
況
が
現
出
し
て
い
た
。

も
っ
と
も
、
第
二
帝
政
期
の
家
賃
上
昇
を
数
値
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。
地
域
に
よ
っ
て
、

ま
た
供
給
さ
れ
る
住
宅
の

北法46(5・82)1214

と

題



種
類
(
端
的
に
い
え
ば
都
市
民
衆
向
け
の
労
働
者
住
宅
か
高
額
所
得
者
向
け
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
住
宅
か
)

に
よ
っ
て
、
事
情
が
大
き
く
異
な
る

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業(3・完)

一
八
五
二
年
か
ら
一
八
七
六
年
に
か
け
て
年
平
均
二
%
の
上
昇
あ
る

(
3
)
 

い
は
一
八
五
六
年
か
ら
一
八
六
六
年
の
一

0
年
間
で
三
O
%
の
上
昇
と
い
う
数
値
を
伝
え
る
文
献
が
あ
る
一
方
、
一
八
六
三
年
か
ら
一
八
七

(
4
)
 

O
年
の
一
O
年
足
ら
ず
の
期
間
に
つ
い
て
八
四
%
の
上
昇
と
い
う
、
は
る
か
に
高
い
数
値
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
二
帝
政
期
の

(
5
)
 

二
O
年
弱
の
期
間
で
、
家
賃
は
ほ
ぼ
三
O
O
%
の
上
昇
を
示
し
た
と
述
べ
る
文
献
も
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
前
者
の
系
列
の
数
値
は
パ
リ
全
体

か
ら
で
あ
る
。
文
献
に
よ
っ
て
も
伝
え
る
数
値
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

の
平
均
値
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
の
数
値
は
と
り
わ
け
労
働
者
住
宅
に
か
か
わ
る
特
定
の
地
域
で
観
察
さ
れ
た
数
値
な
の
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
二
O
年
弱
で
三
O
O
%
の
家
賃
上
昇
と
い
う
最
後
の
数
値
は
、
平
均
の
数
値
と
す
れ
ば
明
ら
か
に
過
大
と
思
わ
れ
る
が
、
特
定
の

地
域
に
よ
っ
て
は
そ
の
よ
う
な
顕
著
な
上
昇
を
示
し
た
こ
と
も
あ
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
先
に
引
用
し
た
同
時
代
人
の
観
察

(
6
)
 

と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
第
二
帝
政
期
と
り
わ
け
一
八
五

0
年
代
に
顕
著
な
家
賃
高
騰
が
生
じ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
と
り
わ
け
都
市
民

(
7
)
 

衆
向
け
の
低
家
賃
の
住
宅
に
つ
い
て
高
い
上
昇
率
を
一
一
小
し
た
こ
と
は
、
疑
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
。

川
労
働
者
の
賃
金
水
準
等

他
方
、
家
賃
負
担
能
力
を
規
定
す
る
労
働
者
の
賃
金
水
準
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

一
八
四
七
年
に
つ
い
て
商
業
会
議
所
が
伝
え
る
数
値
に

(
8
)
 

よ
れ
ば
、
パ
リ
に
お
け
る
男
子
労
働
者
の
一
日
の
賃
金
水
準
の
平
均
は
三
・
八
フ
ラ
ン
、
女
子
の
そ
れ
は
一
・
六
一
二
フ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
一

八
五
二
年
に
な
っ
て
大
規
模
な
公
共
事
業
が
開
始
す
る
と
(
リ
ヴ
ォ
リ
通
り
の
延
長
事
業
が
こ
の
年
か
ら
始
ま
る
)
、
一
方
で
失
業
期
間
が

減
少
す
る
と
と
も
に
、
と
く
に
建
築
関
係
業
種
に
つ
い
て
賃
金
が
上
昇
す
る
。
そ
の
結
果
、
平
均
賃
金
も
上
昇
し
、
一
八
四
七
年
比
で
男
子

(
9
)
 

0
・
五
フ
ラ
ン
、
女
子

0
・
一
フ
ラ
ン
の
増
加
を
見
た
。
こ
の
数
値
を
報
告
し
て
い
る
著
者
に
従
っ
て
一
年
の
稼
働
日
数
を
三
O
O
日
と
し

北法46(5・83)1215

一
八
五
二
年
の
時
点
で
男
子
一
二
九

0
フ
ラ
ン
、
女
子
約
五
二

0
フ
ラ
ン
が
平
均
の
年
収
入
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(ω) 

六
O
年
に
つ
い
て
は
別
の
著
者
の
伝
え
る
数
値
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
全
労
働
者
の
う
ち
一
割
弱
の
最
上
層
の
労
働
者
で
、

て
計
算
す
る
と
、

)¥ 

一
日
平



説

均
六
フ
ラ
ン
の
賃
金
を
取
得
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
労
働
者
が
稼
働
し
う
る
の
は
精
々
二
五
O
日
で
あ
り
、

た
が
っ
て
一
年
の
収
入
は
一
五

0
0
フ
ラ
ン
程
度
に
な
る
。
中
間
的
労
働
者
で
一
二
五

0
フ
ラ
ン

馬
車
職
人
の
ケ

l
ス
)
、
女
子
で
は
六

ヨム
白岡

0
0
フ
ラ
ン

(
洗
濯
婦
)
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、

一
八
五
五
年
か
ら
一
八
六
九
年
に
か
け
て
、
賃
金
水
準
は
、
資
料
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

一
七
%
か
ら
三
O
%
の
上
昇
率
を
示
し
た
と
い
う
。
こ
の
上
昇
率
が
先
に
示
し
た
家
賃
上
昇
率
に
追
い
付
く
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。先
に
、
第
三
共
和
政
期
の
租
税
実
務
に
お
い
て
は
、
年
家
賃
五

0
0
フ
ラ
ン
が
労
働
者
住
宅
と
そ
れ
以
外
の
住
宅
と
を
分
け
る
基
準
と
し

て
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
つ
つ
、
少
な
く
と
も
第
二
帝
政
期
に
つ
い
て
は
こ
の
数
値
は
高
す
ぎ
、
通
常
の
労
働
者
住
宅
の
家
賃
水
準
は

も
っ
と
低
い
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
べ
き
旨
を
述
べ
た

(
本
稿
一

1

(
3
)
、
本
誌
四
六
巻
三
一
号
四
九
頁
)
。
そ
の
際
に
念
頭
に
置
い
て
い
た
の

は
、
右
の
よ
う
な
賃
金
水
準
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
右
の
賃
金
の
使
途
に
関
し
て
、
少
な
く
と
も
一
九
世
紀
の
労
働
者
の
行
動
様
式
に
は
、
顕
著
な
特
徴
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す

そ
の
過
半
は
食
料
品
購
入
に
充
て
ら
れ
る
。
賃
金
の
絶
対
的
水
準
が
低
か
っ
た
こ
の
時
期
に
お
い
て
こ
の
点
は
な

ん
ら
驚
く
に
は
あ
た
ら
な
い
が
、
第
二
の
支
出
項
目
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
衣
料
品
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
や
や
意
表
を
衡
か
れ
る
思
い
が

(
日
)

す
る
。
他
方
、
住
宅
費
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、
収
入
の
き
わ
め
て
わ
ず
か
な
割
合
し
か
充
て
ら
れ
な
い
。
こ
の
時
期
の
労
働
者
は
、

る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、

「
良
好
な
住
宅
よ
り
も
お
し
ゃ
れ
な
衣
服
を
夢
見
た
」
の
で
あ
り
、
「
根
本
的
な
傾
向
は
、
住
宅
の
費
用
を
最
小
限
に
切
り
詰
め
る
」

(ロ)

ろ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
消
費
に
関
す
る
行
動
様
式
の
理
由
は
、
こ
の
時
期
の
労
働
者
に
お
け
る
社
交
性
の
重
視
と

「
マ
イ
・
ホ

l
ム

か
か
る
行
動
様
式
に
多
少
の
変
化
が
生
じ
て
く
る
の
は
、
労
働
者
の
も
と
で

(
日
)

も
次
第
に
「
マ
イ
・
ホ

l
ム
意
識
」
が
形
成
さ
れ
て
く
る
二
O
世
紀
初
頭
か
ら
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
か
か
る
行
動
様
式
は
、
住
宅
問
題
の

(
円
宮
市

N

印
。
』
)
意
識
」

の
稀
薄
性
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

あ
り
方
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
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説

(日
)
Z
M
n
F己
戸
内
司
何
回
目
。
?
戸
内
的
。
ロ
ゼ
コ
ミ
臼

2
H
h芯

5
・
可
否
言
内
向
』
白
uv
』
I

』
∞
U
0・
4
F
T
m
w「
Z
F
5
4
H
-
∞
巾
『
〈
同
門
巾
含
芯
言
。

ι=円
台
。
ロ
仏
内
田
円

usa--」ロ
2
2
2広

E
Z
己
呂
叶
印

-
Z
B巾
「
官

N
H

印
に
、
次
の
よ
う
な
平
均
の
数
値
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
食
料
品
六
一
一
・
八
%
、
衣
料
品
一
六
・
五
%
、
住
居

費
二
了
三
%
、
そ
の
他
人
・
三
%
。
こ
の
住
居
費
に
は
、
家
具
修
理
代
、
照
明
費
(
一
・
四
%
)
や
暖
房
費
公
了

O
八
%
)
を
含
み
、
純

粋
の
家
賃
負
担
は
、
六
・
九
%
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
数
値
は
、
必
ず
し
も
パ
リ
の
労
働
者
で
は
な
い
少
数
の
サ
ン
プ
ル
調
査
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
と
い
う
意
味
で
限
界
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
時
期
は
、
本
節
が
対
象
と
す
る
第
二
帝
政
期
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
一
八
八

0
年
代
、
第
三

共
和
制
初
期
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
文
に
記
し
た
傾
向
自
体
は
、
一
九
世
紀
の
労
働
者
の
全
体
を
通
じ
る
特
徴
と
い
っ
て
よ
い
。

(
ロ
)
引
用
は
、
寄
与
、
苦
-
N
N
印巾門
N
H

∞-

(
日
)
も
っ
と
も
、
変
化
は
そ
れ
ほ
ど
顕
著
で
は
な
く
、
本
文
記
載
の
特
徴
は
相
当
に
長
く
維
持
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
時
期
に

な
る
と
、
お
そ
ら
く
家
賃
統
制
措
置
の
影
響
で
、
家
計
に
占
め
る
住
宅
関
係
費
用
の
比
率
は
再
び
下
が
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、

2
5石
工
的
〉

R-
亡
、
さ
害
，
喜
弘
こ
ぎ
さ
ミ
H
S
ミ
宮
室
内
室
、
S
E
R
-
司
・
己
戸
呂
主

-
3
8
C・
特
に

U
E
所
収
の
表
を
参
照
。

言命

2) 
(a) 
家

賃
高
騰
の

てコ
の
主主ノ
原ノ

響

家
賃
高
騰
の
影
響

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
第
二
帝
政
期
の
家
賃
高
騰
は
、
パ
リ
の
都
市
民
衆
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う

か
。
ま
ず
、
収
入
の
乏
し
い
都
市
民
衆
層
に
家
賃
高
騰
が
与
え
う
る
影
響
を
論
理
的
に
想
定
す
る
と
、
都
市
民
衆
が
採
る
行
動
パ
タ
ー
ン
に

応
じ
て
次
の
二
つ
が
あ
り
う
る
。
①
居
住
す
る
住
宅
の
質
を
切
り
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
負
担
す
る
家
賃
水
準
の
上
昇
を
回
避
す
る
。
質

の
切
り
下
げ
に
は
、
同
一
地
域
の
居
住
は
継
続
し
な
が
ら
よ
り
狭
い
件
宅
・
よ
り
居
住
条
件
の
悪
い
住
宅
に
移
る
ケ

l
ス
と
、

よ
り
遠
隔
地

に
移
る
ケ

l
ス
が
あ
り
う
る
が
、

か
っ
、
居
住
条
件
が
悪
く
な
る
と
い
う
ケ

l
ス
も
あ
り
う
る
)
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
は
、
家
賃
高
騰
は
、
都
市
民
衆
の
家
計
に
お
け
る
家

一
般
的
に
は
、
遠
隔
地
に
移
転
す
る
の
が
通
常
の
パ
タ
ー
ン
と
み
て
よ
い

(
も
ち
ろ
ん
、

遠
岡
地
に
移
り
、

賃
負
担
の
増
加
で
は
な
く
、
住
宅
の
質
の
低
下
と
い
う
形
で
影
響
を
与
え
る
わ
け
で
あ
る
。
②
あ
く
ま
で
同
一
住
宅
に
お
け
る
居
住
継
続
に

北法46(5・86)1218



固
執
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
家
賃
の
高
騰
は
、
直
接
的
に
都
市
民
衆
の
家
計
に
お
け
る
負
担
増
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
。

現
実
に
は
、
家
賃
高
騰
が
こ
の
一
方
の
方
向
に
お
い
て
の
み
作
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
あ
り
え
ず
、
右
に
想
定
さ
れ
た
二
つ
の
方
向

の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
作
用
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
帝
政
期
の
家
賃
高
騰
も
そ
う
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
で
の
影
響
の

い
わ
ば
比
重
を
測
定
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
の
歴
史
的
な
意
義
を
ど
う
捉
え
る
か
、

で
あ
る
。
第
二
帝
政
期
の
家
賃
高
騰
に
即
し
て

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業 (3・完)

言
え
ば
、
文
献
に
お
い
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
右
の
①
の
方
向
で
の
影
響
、
す
な
わ
ち
都
市
民
衆
の
都
心
部
か
ら
の
排
除
で
あ
る
。

オ
ス
マ
ン
の
事
業
に
お
い
て
は
、
右
の
①
の
方
向
で
の
影
響
が
規
定
的
と
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、

そ
れ
は
た
し
か
に
そ
う
な
の
で
あ
っ
て
、

同
時
に
、
右
の
②
の
方
向
で
の
影
響
も
決
し
て
無
視
し
う
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
自
体
の

中
に
、
こ
の
時
期
の
住
宅
問
題
を
理
解
す
る
鍵
が
潜
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
や
や
抽
象
的
な
言
い
方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

以
下
で
若
干
敷
桁
し
よ
う
。

川
都
心
部
か
ら
の
排
除

ま
ず
、
オ
ス
マ
ン
の
事
業
は
、
老
朽
化
し
た
建
物
が
堆
積
す
る
都
心
部
に
お
い
て
多
数
の
既
存
の
建
物
を
取
り
壊
し
な
が
ら
、

そ
こ
に
広

い
幅
員
の
新
街
路
を
開
設
し
た

(
特
に
第
一
期
事
業
)
。
取
り
壊
さ
れ
た
建
物
に
は
、
多
く
の
場
合
都
市
民
衆
向
け
の
低
家
賃
住
宅
が
存
在

し
て
い
た
。
開
設
さ
れ
た
新
街
路
沿
い
に
は
、
新
た
に
美
麗
な
不
動
産
が
建
築
さ
れ
た
が
、

そ
の
家
賃
水
準
が
都
市
民
衆
に
と
っ
て
接
近
可

能
な
水
準
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
前
節
で
詳
し
く
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
家
賃
高
騰
(
正
確
に
は
新
築
建

物
に
お
い
て
新
規
に
設
定
さ
れ
る
家
賃
水
準
の
高
さ
)

動
パ
タ
ー
ン
を
選
択
し
よ
う
と
し
て
も
、

は
、
右
の
①
の
方
向
で
作
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
都
市
民
衆
が
②
の
行

そ
の
拠
点
と
な
る
べ
き
住
宅
が
収
用
と
そ
れ
に
続
く
取
壕
し
に
よ
っ
て
存
在
し
な
く
な
っ
て
い
る

そ
れ
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
直
接
に
事
業
の
対
象
に
な
っ
た
不
動
産
に
居
住
し
て
い
た
都
市
民
衆
は
、
家
賃
高
騰

の
ゆ
え
に
従
来
の
居
住
地
、
都
心
部
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ル
イ
・

以
上
、

北法46(5-87) 1219 



説

ラ
ザ
ア
ル
の
報
告
を
引
い
て
お
こ
う
。

チふ
長岡

延
長
工
事
が
実
施
さ
れ
、
建
物
の
取
壊
し
が
始
ま
る
と
す
ぐ
に
、
勤
労
者
階
級
の
移
動
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
三
つ
の
街
区
の
風
通
し
を
よ

ハ
リヮ“qL
 

'
tムoo 

n
x
u
 

F

ヘυ
phυ 

4
4
A
 

く
す
る
こ
と
に
供
さ
れ
る
こ
の
関
口
部
を
開
く
た
め
に
は
、
狭
陸
で
ひ
し
め
き
あ
っ
た
多
く
の
家
屋
を
取
り
壊
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
山
山
・
寸
白
司

「
一
八
五
二
年
に
、

ア
ル
シ
、

オ
テ
ル
・
ド
・
ヴ
ィ
ル
お
よ
び
マ
ル
シ
ェ
・
サ
ン
・
ジ
ャ
ン
の
三
つ
の
街
区
を
貫
い
て
リ
ヴ
ォ
リ
通
り
の

し
か
し
、
新
街
路
沿
い
に
建
築
さ
れ
る
住
宅
用
の
不
動
産
に
は
、
地
価
の
高
さ
と
建
築
資
材
の
高
さ
ゆ
え
に
、
労
働
者
や
小
額
の
定
期
金
等

を
取
得
す
る
だ
け
の
階
層
に
向
け
ら
れ
た
住
宅
を
含
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
、
こ
れ
ら
の
階
層
の
移
出
(
即
日
間
『

E
Cロ)

(
M
)
 

が
始
ま
っ
た
」
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
都
市
民
衆
は
、

ど
こ
に
そ
の

「
移
出
」

の
対
象
地
を
求
め
た
の
か
。
ル
イ
・
ラ
ザ
ア
ル
は
続
け
て
述
べ
る
。
「
彼

ら
は
ど
こ
に
赴
い
た
の
か
。
パ
リ
の
北
東
部
で
あ
る
。
ど
う
し
て
彼
ら
は
こ
の
方
向
に
赴
い
た
の
か
。
理
由
は
二
つ
あ
る
。
第
一
の
浬
由
は
、

ど
遠
く
な
い
、

IJ) 

地
域
で
は
と賃
い貸
う f昔
こカf
と u、
でま
あ(だ
る15安
」。価
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
は
、
こ
れ
ら
の
街
区
は
パ
リ
の
都
心
部
か
ら
そ
れ
は

都
市
民
衆
が
「
移
出
」

H
都
心
部
か
ら
の
排
除
を
強
制
さ
れ
る
場
合
に
も
、
可
能
な
限
り
都
心
部
か
ら
近
い
街
区
を
移
転
先
と
し
て
選
択

し
た
こ
と
に
相
応
の
注
意
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
当
時
の
交
通
手
段
の
状
況
を
前
提
に
す
れ
ば
、
彼
ら
の
職
場
が
あ
っ
た
都
心
部

を
大
幅
に
離
れ
る
こ
と
は
、
物
理
的
に
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
こ
に
都
市
民
衆
層
の
都
市

に
対
す
る
愛
着
を
も
看
取
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
同
で
述
べ
る
と
こ
ろ
と
も
か
か
わ
る
。

川
門
家
計
の
負
担
増

れ
を
採
る
か
に
つ
い
て
の

次
に
、
都
市
民
衆
の
住
宅
が
直
接
的
に
事
業
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
彼
ら
は
、
一
応
は
①
と
②
の
行
動
パ
タ
ー
ン
の
い
ず

(
い
ず
れ
を
採
っ
て
も
、
好
ま
し
か
ら
ざ
る
選
択
で
は
あ
る
が
)
。
数
値

「
選
択
」
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る



的
に
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
家
賃
高
騰
の
激
し
さ
ゆ
え
に
、
あ
る
い
は
家
主
の
解
約
権
の
行
使
の
ゆ
え
に
、
都
心
部
に
居
住
し
て
い
た

そ
れ
と
同
時
に
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
「
労

(
日
山
)

働
者
が
都
心
部
か
ら
完
全
に
駆
逐
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
」
(
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ガ
イ
ヤ
ァ
ル
)
と
い
う
事
実
で
あ
る
o

パ
リ

都
市
民
衆
が
①
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ

l
ス
は
少
な
く
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業 (3・完)

都
心
部
に
所
在
す
る
ア

l
ル
・
ゼ
・
メ
チ
エ
街
区
の
納
税
資
料
は
、
セ
パ
ス
ト
ポ
ル
大
通
り
の
ま
さ
に
裏
側
に
あ
る
こ
の
街
区
に
お
い
て
、

(
げ
)

老
朽
化
し
た
建
物
に
手
工
業
者
や
労
働
者
向
け
の
住
宅
が
オ
ス
マ
ン
の
事
業
後
も
存
続
し
た
事
実
を
伝
え
て
い
る
。
た
し
か
に
、
直
接
的
に

事
業
の
対
象
に
な
り
、
不
動
産
の
取
壊
し
が
実
施
さ
れ
た
街
区
に
お
い
て
は
、
都
市
民
衆
は
ほ
ぼ
完
全
に
駆
逐
さ
れ
た
。
事
業
に
直
接
に
か

か
ら
な
く
て
も
、
不
動
産
所
有
者
に
よ
っ
て
任
意
に
取
り
壊
さ
れ
そ
の
上
で
再
築
が
行
な
わ
れ
た
不
動
産
に
つ
い
て
も
、
事
情
は
同
様
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
不
動
産
が
そ
の
よ
う
な
運
命
を
た
ど
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
事
業
区
域
の
近
隣
に
あ
っ
て
も
、
取
壊
し
を
免
れ

た
不
動
産
に
お
い
て
は
、
都
市
民
衆
が
そ
の
居
住
を
継
続
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
都
心
部
居
住
を
継
続
し
た
都
市
民
衆
の
家
計
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
家
賃
高
騰
の
影
響
の
直
撃
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
。
第
二
帝
政
の
時
期
ま
で
、
労
働
者
家
計
に
占
め
る
家
賃
の
比
率
は
、

一
O
分
の
一
を
上
回
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
家
賃
上
昇
の
結
果
、

第
二
帝
政
末
期
の
一
八
七

O
年
に
は
、

そ
の
比
率
は
八
分
の
一
さ
ら
に
は
七
分
の
一
に
ま
で
高
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

(
凶
)

そ
れ
は
三

O
%
に
昇
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
家
計
中
の
家
賃
負
担
を
可

パ
リ
の
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

能
な
限
り
節
減
し
て
他
の
費
目
に
振
り
向
け
る
、

と
い
う
の
が
こ
の
時
期
の
労
働
者
の
行
動
係
式
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ

う
に
家
計
中
の
家
賃
負
担
率
が
上
昇
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
、

北J去46(5・89)1221

一
方
で
は
、
都
市
民
衆
の
そ
れ
ま
で
の
居
住
地
、
都
心
部
に
お
け
る
居
住

継
続
に
対
す
る
願
望
が
そ
れ
だ
け
強
い
こ
と
を
一
不
す
と
同
時
に
、
他
方
で
は
、
家
主
と
の
聞
の
対
抗
関
係
が
そ
れ
だ
け
激
化
し
て
き
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
賃
貸
借
制
度
改
革
を
求
め
る
要
求
が
多
数
提
示
さ
れ
て
く
る
背
景
に
は
、

か
か
る
対
抗
関
係
の
激
化
が
あ
る

の
で
あ
る
。



説

(
H
)
F
D
Z
3
r
p
N〉
国
間

γ
F
g
心
戸
田
白
「

cm「
印

島

}.2円
円
】
巾
可

mw
コ∞-巴
σ
-
5
5
2
E巾
ζ
ロ
ロ

-2umwz-
可
H
R
定
片
品
目
HSH臼
与
門
出

w
a
s
aマ
ミ
さ
町

H
F
Z
E巾
印
-

H
∞
め
hH
・円}・

H
A
E
-

な
お
、
同
じ
著
者
は
、
別
の
著
作
に
お
い
て
、
事
業
の
全
体
に
お
い
て
五
七
の
旧
街
路
が
廃
止
さ
れ
、
二
二
二
七
棟
の
建
物
が
取
り
壊
さ
れ
、

二
万
五

0
0
0
人
の
住
民
(
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
労
働
者
)
が
パ
リ
都
心
部
か
ら
立
退
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
旨
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
こ

の
立
退
を
「
強
制
移
出
b

包
括
『
色
。
口
町

O
R
R」
と
特
徴
づ
け
て
い
る
。
「
C
E
Z
E
N
〉
宮
-
守
二
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宵
P
き
な
ヘ
G
-
u
E

(
日
)
F
C
E
Z
F〉
N〉
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白
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5
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-
-
m
丘
・
:
j
E
百「
P
ロ
O
R
(
同ム)・【)℃
-

H

品目
1
H
A
H
m山

(
日
)
(
げ

)]gロ
ロ
巾
の
〉
戸
「
〉
問
。
・
的
ミ
可
否
温
室
込
町
へ
匂
」
・
【
)
・
∞
仏
・

(国
)
F
O
E
Z
出
O
C
U
開
〈
戸
巨
喝
さ
ミ
日
・
き
な
ミ
ト
円
)
品
ム
も
っ
と
も
、
こ
の
三

O
%
と
い
う
数
値
に
つ
い
て
、
百
円
『
己
Z

2
月
間

O
叶
-
室
、
書
き
な
へ
己
ト
匂

N
H

叶
は
、
お
そ
ら
く
誇
張
だ
、
と
評
価
し
て
い
る
。
な
お
、
数
値
は
と
も
あ
れ
、
家
計
に
占
め
る
家
賃
負
担
が
上
昇
し
て
い
っ
た
こ
と
自
体
、

家
賃
高
騰
に
耐
え
な
が
ら
そ
れ
ま
で
の
住
宅
に
お
け
る
居
住
に
固
執
し
た
都
市
民
衆
層
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
裏
面
か
ら
実
証
す
る
事
実

と
い
え
よ
う
。

雪ふ
ロ岡

2 

第
二
帝
政
期
の
制
度
改
革
要
求
と
そ
の
性
格

一
八
五

0
年
代
の
家
賃
高
騰
を
契
機
に
、
パ
リ
を
中
心
と
し
て
、

そ
の
問
題
性
を
指
摘
し
制
度
改
革
を
求
め
る
少
な
く
な
い
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
現
実
の
政
策
を
動
か
し
、
あ
る
い
は
立
法
に
結
実
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
微
弱
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、

れ
で
も
、
家
賃
制
度
を
中
心
と
し
つ
つ
、
住
宅
賃
貸
借
制
度
改
革
に
関
し
て
初
め
て
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
議
論
が
な
さ
れ
た
と
い
う
意
味

で
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
示
さ
れ
た
改
革
構
想
を
検
討
す
る
。
提
示
さ
れ
た
改
革
要
求
は

多
様
で
あ
る
が
、
大
別
す
る
と
、

(
↓
川
)
、
賃
貸
不
動
産
の

供
給
促
進
と
い
う
方
向
で
問
題
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
改
革
要
求
(
↓
凶
)
と
に
分
か
れ
る
。
さ
ら
に
、
賃
貸
不
動
産
の
収
用
・
そ
の
公
有

化
と
い
う
方
向
で
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
改
革
要
求
も
提
示
さ
れ
た

ま
ず
、
家
賃
規
制
を
中
心
と
し
つ
つ
賃
貸
借
関
係
の
規
制
を
求
め
る
要
求
と

北法46(5・90)1222

そ



川
賃
貸
借
関
係
規
制
要
求

刷
所
有
者
の
自
己
規
制
要
求

こ
の
時
期
示
さ
れ
た
議
論
に
は
、

ま
ず
、
家
賃
高
騰
問
題
へ
の
対
処
を
目
指
し
つ
つ
も
、

そ
れ
を
上
か
ら
の
規
制
で
は
な
く
、
所
有
者
の

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業 (3・完)

自
己
規
制
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
「
パ
ン
と
住
宅
は
生
活
必
需
品
の
中
で
も
最
も
必
要
度
の
高
い
も

(
川
口
)

の
の
二
つ
で
あ
る
」
と
の
認
識
を
展
開
し
た
り
、
所
有
者
の
不
当
な
行
動
(
子
を
儲
け
た
夫
婦
に
対
す
る
解
約
申
入
れ
、
貧
し
い
労
働
者
に

(
初
)

を
激
し
く
告
発
す
る
な
ど
、
論
調
自
体
は
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
も
の
も
あ
る
が
、
単
に
所
有
者
の
自
己
規
制
を
求
め
る

対
す
る
賃
貸
拒
否
・
・
・
，
・
・
)

に
す
ぎ
な
い
と
い
う
点
で
は
、
基
本
的
に
微
温
的
な
立
場
を
採
る
議
論
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
典
型
的
と
い
え
る
の
は
、

(
幻
)

ベ
レ
の
次
の
よ
う
な
議
論
で
あ
ろ
う
。

ヴ
ィ
ク
ト

l
ル
・

ベ
レ
の
基
本
的
立
場
に
よ
れ
ば
、
賃
貸
不
動
産
も
通
常
の
商
品
で
あ
り
、

そ
の
家
賃
は
市
場
に
お
け
る
需
給
関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
供
給
過
剰
で
借
り
手
市
場
と
な
っ
た
一
八
四
八
年
の
二
月
革
命
当
時
に
は
家
賃
が
下
落
し
所
有
者
が
苦
し
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
賃
借
入
を
批
判
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

(

℃

℃

巴

l
E
)
。
反
対
に
、
現
在
は
賃
貸
住
宅
の
供
給
不
足
に
よ
っ
て
貸
し
手

市
場
に
な
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
家
賃
が
高
騰
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
市
場
の
論
理
か
ら
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る

(
3
N
H
2
N
∞
・
)
。
し

ベ
レ
は
ま
ず
賃
借
入
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
説
く
。
「
わ
れ
わ
れ
は
賃
借
入
に
言
い
た
い
。
家
屋
、
庖
舗
、
商
底
、
ア
バ
ル
ト

た
が
っ
て
、

マ
ン
そ
し
て
住
宅
に
関
し
て
需
要
が
多
く
供
給
が
少
な
い
場
合
、

そ
し
て
一
般
的
な
物
価
高
騰
現
象
が
あ
る
場
合
に
は
、
高
い
家
賃
を
支
払

う
こ
と
を
甘
受
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
あ
な
た
が
た
が
個
人
的
に
一
定
の
行
き
過
ぎ
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
行
き

北法46(5・91)1223 

過
ぎ
を
犯
し
て
い
る
者
に
対
し
て
責
任
を
問
う
べ
き
で
あ
っ
て
、

あ
な
た
が
た
の
多
く
が
将
来
入
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
一
つ
の
階
級
の
全
体

を
告
発
し
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
」

FZ
印
ア
印
∞
)
。

し
か
し
、

ベ
レ
は
、
右
の
引
用
に
あ
る
よ
う
に
、
所
有
者
に
「
行
き
過
ぎ
」
が
あ
る
こ
と
は
認
め
る
。
そ
こ
で
ベ
レ
は
、
賃
借
入
に
対
し



説

て
と
同
様
に
、
所
有
者
に
対
し
て
も
次
の
よ
う
な
要
請
を
行
な
う
の
で
あ
る
。
「
忘
れ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
あ
な
た
が
た
が
権
利

を
持
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
あ
な
た
が
た
は
同
時
に
、

い
や
む
し
ろ
と
り
わ
け
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、

そ
し
て
、

か
つ
て
貴
族

北法46(5・92)1224

予.6.
両岡

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
今
日
所
有
権
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
義
務
の
観
念
が
、

わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
拝
金
主
義
的
な

(自巾

2
E
E巾
)
傾
向
の
中
で
消
え
去
り
、
自
ら
を
失
う
が
ま
ま
に
き
せ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
」

(
3・∞∞一
l

印。・)。

住
宅
問
題
の
歴
史
に
関
す
る
画
期
的
な
著
作
を
物
し
た
社
会
史
家
ロ
ジ
ェ

H

ア
ン
リ
・
ゲ
ラ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
ベ
レ
の
議
論
に
関
し
て
、

(
泣
)

所
有
者
に
は
社
会
的
職
務
が
あ
る
と
の
考
え
方
が
こ
こ
で
誕
生
し
た
と
の
評
価
を
行
な
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ
こ
に
、
の
ち
に
デ
ユ
ギ

が
展
開
し
た
、
所
有
権
に
関
す
る
著
名
な
「
社
会
的
職
務
H

機
能
町

O
R
E
S
∞
R
E
E
論
の
萌
芽
を
見
い
だ
す
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、

か
つ
て
ポ
チ
エ
が
展
開
し
た
「
内
面
の
法
廷
」
に
お
け
る
過
大
賃
料
の
禁
止
を
想
起
し
て
お
き
た

し、

(
↓
一

4
川
同
。
本
誌
四
六
巻
三
号
八
二
頁
)
。
そ
こ
で
は
、
景
気
変
動
を
利
し
て
過
大
な
賃
料
値
上
げ
を
行
な
う
よ
う
な
行
為
は
、
良

心
の
名
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
中
世
以
来
の
正
当
価
格
理
論
を
あ
る
限
度
で
承
継
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ベ
レ
の
議
論
は
、
基
本
的
に
は
こ
れ
ら
の
議
論
に
連
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
新
し
い
考
え
方
の
萌
芽
と
い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
伝
統
的
考
え

方
の
再
確
認
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
良
心
上
の
義
務
を
道
守
し
な
い
で
行
動
す
る
所
有
者
が
現
実
に
は
存
在
す
る
わ
け
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ

で
か
か
る
義
務
の
存
在
を
強
調
し
て
も
、

そ
れ
に
限
界
が
あ
る
こ
と
は
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、

そ
の
よ
う
な
義
務

を
良
心
の
レ
ベ
ル
に
止
め
ず
、
法
的
な
レ
ベ
ル
に
上
昇
さ
せ
よ
う
と
す
る
議
論
が
出
て
く
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
当
然
で
あ
る
。

川
家
賃
規
制
要
求

こ
の
時
期
、

一
般
的
に
家
賃
規
制
要
求
を
提
示
し
た
論
者
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、

(
お
)

デ
ユ
ク
ル
ノ
ォ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
賃

借
住
宅
の
容
積
と
開
口
部
面
積
を
基
本
的
要
素
と
し
つ
つ
、
前
面
道
路
幅
員
や
不
動
産
内
の
住
戸
の
配
置
(
道
路
に
面
し
て
い
る
か
中
庭
に



面
し
て
い
る
か
)
に
よ
っ
て
若
干
の
修
正
を
加
え
て
い
く
と
い
う
適
正
家
賃
算
定
方
式
が
提
示
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
一
般
的
な
家
賃
統
制

(
M
)
 

措
置
の
導
入
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
仕
組
み
を
こ
こ
で
詳
述
す
る
こ
と
は
避
け
る
が
、
そ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
、

一
九
四
八

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業(3・完)

年
九
月
一
日
の
寸
賃
貸
人
・
賃
借
入
聞
の
関
係
に
関
す
る
立
法
を
改
正
し
、
法
典
、
化
す
る
法
律
第
一
三
六

O
号
」
に
よ
っ
て
既
存
建
物
の
賃

貸
借
契
約
に
つ
い
て
導
入
さ
れ
た
「
修
正
床
面
積
吉
三
白
内
巾

g
コ
回
聞
か
巾
」
に
応
じ
た
家
賃
統
制
措
置
を
、
一
九
世
紀
の
こ
の
時
期
に
い
わ
ば

(
お
)

先
取
り
的
に
提
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
き
わ
め
て
先
進
的
な
構
想
で
あ
っ
た
。
な
お
、
デ
ュ
ク
ル
ノ
ォ
の
構
想
に
お
い
て
住
宅

面
積
で
は
な
く
そ
の
容
積
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
時
期
の
労
働
者
向
け
住
宅
で
は
、

一
棟
の
建
物
内
の
住
戸
数
を
か
せ
ぐ
た
め
に
、

所
有
者
が
天
井
高
を
切
り
詰
め
た
建
築
を
行
な
う
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
建
築
警
察
規
制
に
お
い
て
は
、

建
物
の
絶
対
高
度
の
規
制
は
あ
っ
た
が
、
建
物
内
部
の
天
井
高
は
公
共
の
利
益
に
か
か
わ
り
の
な
い
事
項
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

何
の
規
制
も
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

デ
ュ
ク
ル
ノ
ォ
が
か
か
る
家
賃
統
制
措
置
を
要
求
し
た
背
景
に
は
、
労
働
者
住
宅
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
狭
小
な
住
宅
の
家
賃
が
相
対

(
お
)

的
に
は
き
わ
め
て
高
い
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
。
彼
が
挙
げ
る
具
体
例
に
よ
れ
ば
、
容
積
や
開
口
部
面
積
当
た
り
の
家
賃
水
準
は
、
た
し
か

に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
住
宅
に
お
い
て
最
も
高
い
が
(
そ
れ
は
、
そ
の
質
か
ら
し
て
当
然
で
あ
る
)
、
そ
れ
と
労
働
者
住
宅
と
の
差
は
意
外
に
少
な
く
、

さ
ら
に
中
産
階
級
向
け
の
住
宅
と
の
比
較
で
は
、
単
位
当
た
り
家
賃
の
絶
対
額
も
労
働
者
住
宅
の
方
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
家
賃
統
制
措
置
の
導
入
が
所
有
権
に
対
す
る
直
接
の
侵
害
で
あ
る
と
の
批
判
を
想
定
し
つ
つ
、

デ
ユ
ク
ル
ノ
ォ
は
、
鉄
道
や
都
市

の
公
共
輸
送
機
関
の
料
金
設
定
と
の
対
比
で
家
賃
統
制
措
置
の
正
当
性
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
料
金
設
定
に
つ
い

て
政
府
に
よ
る
規
制
が
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
老
朽
化
し
た
非
衛
生
的
な
家
屋
の
所
有
者
」
に
よ
る
「
有
害
な
濫
用
的
行
為
」
に
対
し

て
「
公
共
の
利
益
」
の
名
の
も
と
に
行
政
が
介
入
す
る
の
は
、
正
義
に
か
な
う
も
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
「
公
共
の
利
益
」

を
根
拠
と
す
る
所
有
権
規
制
論
が
公
然
と
登
場
し
て
き
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

北法46(5・93)1225



5見

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
の
家
賃
高
騰
は
、
建
物
所
有
者
に
よ
る
建
物
改
良
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

一
般
的
な
地
価
高
騰
の
結
果
と
し
て

生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
家
賃
の
規
制
に
よ
っ
て
地
価
高
騰
が
直
ち
に
家
賃
高
騰
に
跳
ね
返
る
こ
と
を
阻
止
す
る
の
は
、
放
置

自命

す
る
な
ら
ば
土
地
所
有
権
の
作
用
に
よ
っ
て
土
地
所
有
者
H

建
物
所
有
者
に
帰
属
す
べ
き
土
地
増
価
の
一
部
に
つ
い
て
、

そ
の
帰
属
を
阻
止

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
市
場
価
格
よ
り
は
低
い
家
賃
で
の
居
住
を
可
能
に
す
る
と
い
う
形
態
で
、

さ
し
あ
た
り
は

賃
借
入
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
る
(
も
っ
と
も
、
賃
借
入
が
そ
れ
を
譲
渡
を
通
じ
て
換
価
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
)
。
デ

ユ
ク
ル
ノ
ォ
案
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
客
観
的
に
は
土
地
増
価
の
再
配
分
を
指
向
す
る
性
格
の
改
革
案
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
デ
ュ
ク

ル
ノ
ォ
が
そ
の
よ
う
な
趣
旨
を
明
示
的
に
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
次
に
取
り
上
げ
る
ジ
ユ
ヴ
ア
ン
案
は
、
問
題
が

土
地
増
価
の
配
分
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
認
識
し
て
い
る
点
で
、
注
目
さ
れ
る
構
想
で
あ
っ
た
。

エ
ド
ゥ
ア

l
ル
・
ジ
ュ
ヴ
ア
ン
が
一
八
五
八
年
に
公
表
し
た
『
賃
料
の
統
制
と
減
額
』
と
題
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
こ
の
時
期

(
幻
)

提
示
さ
れ
た
家
賃
規
制
要
求
の
中
で
も
最
も
早
期
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ジ
ュ
ヴ
ア
ン
は
、
ま
ず
パ
ン
や
食
肉
に
つ
い
て
の
警
察
規

制
の
存
在
を
根
拠
に
、
家
賃
規
制
の
一
般
的
な
可
能
性
と
必
要
性
を
説
く
が

(
2
)
 

℃
℃
・
。
i

∞)、

そ
こ
で
現
実
に
提
示
さ
れ
る
の
は
、

そ
の
よ

う
な
一
般
論
を
根
拠
と
す
る
一
般
的
な
家
賃
規
制
案
で
は
な
く
、

オ
ス
マ
ン
の
初
期
の
事
業
に
属
す
る
セ
バ
ス
ト
ポ
ル
大
通
り
の
開
設
・
市

街
地
改
造
計
画
と
結
合
し
、

そ
の
事
業
の
中
で
建
設
さ
れ
た
不
動
産
に
お
け
る
具
体
的
な
家
賃
規
制
措
置
で
あ
る
。

そ
の
構
想
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
点
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る

(
U
・
5
2
∞
E
〈
・
)
。
①
セ
バ
ス
ト
ポ
ル
大
通
り
開
設
予
定
地
を
含
む

当
該
事
業
界
域
の
全
土
地
・
全
建
物
を
パ
リ
市
が
収
用
す
る
。
②
被
収
用
地
を
、
道
路
開
設
・
拡
幅
予
定
地
を
除
い
て
、
不
動
産
建
設
者
に

対
し
て
再
売
却
す
る
。
再
売
却
の
相
手
方
H

不
動
産
建
設
者
と
し
て
は
、
土
地
の
細
分
化
を
避
け
る
た
め
に
、

を
新
た
に
設
立
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
収
用
対
象
と
な
っ
た
土
地
・
建
物
の
所
有
者
や
賃
借
入
も
収
用
補
償
等
を
も
っ
て
こ
の
会

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
こ
の
再
売
却
に
際
し
て
は
、
建
物
の
形
態
や
用
途
、
賃
貸
借
条
件
に
関
し
て
、
都
市
計

一
個
の
会
社
(
株
式
会
社
)

社
の
構
成
員
(
株
主
)
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(
お
)

画
観
点
と
賃
借
人
保
護
の
観
点
か
ら
厳
し
い
負
担
(
円
冨
『
岡
市
)
が
定
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
公
共
団
体
か
ら
の
再
売
却
に
お
け
る
約
定

を
媒
介
と
し
て
、
家
賃
規
制
措
置
が
導
入
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
お
け
る
現
実
の
都
市
改
造
事
業
の
中
で
、
新
築
不
動
産
の
家
賃
水
準
が
顕
著
に
上
昇
し
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
詳
し
く
検
討

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業(3・完)

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
事
業
に
よ
っ
て
高
騰
し
た
地
価
と
不
動
産
建
設
費
を
そ
の
ま
ま
反
映
す
る
形
で
家
賃
が
設
定
さ
れ
た
か
ら

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
事
業
に
由
来
す
る
地
価
上
昇
H

増
価
の
利
益
は
、
収
用
の
対
象
と
な
っ
た
土
地
の
所
有
者
ま
た
は
再
売
却

を
受
け
た
所
有
者
(
収
用
補
償
や
再
売
却
価
格
決
定
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
こ
の
い
ず
れ
に
な
る
か
が
変
わ
っ
て
く
る
)

に
帰
す
こ
と
に
な
っ

た
。
事
業
に
由
来
す
る
増
価
は
ま
た
、
収
用
の
対
象
か
ら
免
れ
た
近
接
土
地
の
所
有
者
の
利
益
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
現
実
の
都
市
住
民
は
、

か
か
る
増
価
の
享
受
か
ら
一
切
排
除
さ
れ
、
家
賃
高
騰
に
よ
る
不
利
益
の
み
被
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ジ
ユ
ヴ
7

ン
案
の
基
礎
に
は
、

事
業
に
何
の
貢
献
も
し
て
い
な
い
土
地
所
有
者
が
事
業
に
由
来
す
る
増
価
を
独
占
す
る
の
は
不
当
だ
、

と
の
認
識
が
あ
る
。
増
価
の
一
部
を

家
賃
規
制
と
い
う
形
で
都
市
住
民
、
賃
借
入
層
に
も
均
一
需
さ
せ
る
こ
と
、
こ
れ
が
ジ
ュ
ヴ
7

ン
案
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ジ
ュ
ヴ

ア
ン
が
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
冒
頭
に
標
語
風
に
記
し
た
次
の
言
葉
は
、
そ
の
よ
う
な
ジ
ュ
ヴ
7

ン
案
の
核
心
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

「
一
定
の
個
人
を
全
体
の
負
担
に
お
い
て
利
得
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
道
路
の
拡
幅
と
改
良
に
よ
っ
て
所
有
地
が
獲
得
し
た
増
価
か
ら
、
都

市
住
民
の
全
体
が
利
益
を
得
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
。

(
鈎
)

現
実
の
セ
バ
ス
ト
ポ
ル
大
通
り
の
開
設
事
業
に
お
い
て
、
ジ
ュ
ヴ
ァ
ン
案
が
採
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ジ
ュ
ヴ
ア
ン
案
の

構
想
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
は
、
事
業
界
域
全
体
の
収
用
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
収
用
か
ら
免
れ
た
界
域
内
の
土
地
所
有
者
に

そ
の
関
係
者
全
体
へ
の
配
分
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
道
路
予

よ
る
増
価
の
独
占
が
排
除
さ
れ
、

定
地
と
そ
の
一
定
の
後
背
地
の
収
用
(
超
過
収
用

の
み
を
許
容
し
て
い
た
当
時
の
収
用
法
制
の
考
え
方
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
が
必
要
で

あ
っ
た
。
超
過
収
用
の
許
容
で
す
ら
当
時
に
す
れ
ば
先
進
的
で
あ
り
、
土
地
所
有
者
の
強
い
抵
抗
を
招
い
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
結
局
、

北法46(5・95)1227 



5見

ジ
ユ
ヴ
ア
ン
案
を
実
施
す
る
現
実
的
可
能
性
は
乏
し
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
現
実
的
実
現
可
能
性
の
問
題

北法46(5・96)1228

と
は
別
に
、
ジ
ュ
ヴ
ア
ン
案
は
、
高
家
賃
問
題
に
関
し
て
増
価
の
再
配
分
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
観
点
か
ら
の
解
決
策
を
提
示
し
た
点
で
、
注

~b. 
d岡

日
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(
m
m
)

の
E
問。回目的

-
hミ
ミ
白
ミ
マ
ロ
司
君
、
寸
E
3
こ
さ
こ
B
R
泣
き
苫
宮
町
霊
前
色
町
三
ヨ
ミ
師
、
「
〕
B
P
H
∞
aHa
巴
σ・
2三
-
E、
ア
ム
主
-mwa

引
用
は
、
百
=
な
お
、
こ
の

文
献
に
限
ら
ず
、
以
下
で
取
り
上
げ
る
パ
ン
フ
レ

y
ト
は
す
べ
て
、
パ
リ
の
国
立
図
書
館
(
虫

E
C♀
2
5
E
E
E
Z
)
で
閲
覧
し
た
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
確
認
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
同
図
書
館
以
外
に
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
∞

F
Z
R
:
:
:
と
い
う

形
で
、
同
図
書
館
の
請
求
番
号

(gZ)
も
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

(

加

)

』

2
ロ
ー
な
宮
町
印
。
〉

Z
U
C同〉
Z-
ト
同
師
、
も
ミ
5
2さ
h
s
ζ
8・
5HhtskuP3EaH4HhhF22∞
-H
∞。
ω・
巴

U
e
Z三
ヤ
ピ
∞
ー
に
叶

(
幻
)
〈
一
円
円
。
『
∞
何
戸
開
4
・
ト
号
、
gtv司
H民昨日弘之伺内向』
S
H
G町
立
弘
、
白
コ
師
、
司
白
ご
凹
何

-
U
S
E
-
H
∞
印
、
円
切

F

Z巳
「

r、吋⑦寸
HH
な
お
、
問
。
岡
市
『
I

国

g
z
c
c開問

2
1
z
u
-
5
2・
hHhyp
き
た
へ
-S
日
)
∞
∞
に
よ
れ
ば
、
筆
者
の
ベ
レ
は
、
パ
リ
の
弁
護
士
で
あ
る
。
以
下
、
引
用
等
の
頁
の
指
示
は
本
文
中
で
行

な
う
。
こ
の
点
は
、
こ
れ
か
ら
引
用
す
る
他
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

(
包
)
の
己
何
回
開

E
U・
5
。
A
y
gミ
P
E
H
h
「

S-
℃
∞
∞

(

お

)

』

2
ロ巾

U
c
n
c
c目
Z〉[「

h
s
hさ
ミ
こ
さ
せ
日
王
宮
室
内
M

ぬ
こ
な

S
h
a
t
h
E
5
-
E『
2
・
開
口

E
P
E
G
-
-
E
U
Z主
∞

Fr寸
ミ

ω
叶
・
こ
の
改
革

要
求
は
、
の

C何回目〉
Z0・
H
S
A
Y
E
Y、
白
、
き
た
へ
金
℃
'
m
W
0
・
で
引
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
。

b
E足。
Z
0
2
F〉
豆
何
百
戸
町
g
h
h苦
S
F
3
Aを
た

E

5・

2
コ印・

3
白
gBEg--ψ
印∞

-
3
口
印
ム
誌
に
お
い
て
も
検
討
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

(
但
)
例
示
的
に
そ
の
構
想
の
一
端
を
示
す
と
、
①
幅
員
六
メ
ー
ト
ル
以
下
の
街
路
に
面
す
る
最
も
条
件
の
悪
い
建
物
に
お
い
て
は
、
街
路
に
面
す

る
住
戸
の
場
合
に
は
、
容
積
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
一
・
七
五
フ
ラ
ン
、
関
口
部
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
一

0
・
0
0
フ
ラ
ン
、
中
庭
に

面
す
る
住
戸
の
場
合
に
は
、
容
積
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
一
・
五

0
フ
ラ
ン
、
関
口
部
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
八
・

0
0
フ
ラ
ン
が
許
さ

れ
る
家
賃
の
上
限
と
さ
れ
る
。
②
大
通
り
に
面
す
る
最
も
条
件
の
よ
い
建
物
に
つ
い
て
は
、
街
路
に
面
す
る
住
戸
の
場
合
に
は
、
容
積
一
立
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
四
・

0
0
フ
ラ
ン
、
関
口
部
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
一
一

0
・
0
0
フ
ラ
ン
、
中
庭
に
面
す
る
住
戸
の
場
合
に
は
、
容
積
一
立
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
三
・
五

0
フ
ラ
ン
、
関
口
部
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
一
五
・

0
0
フ
ラ
ン
が
統
制
家
賃
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
家
賃
規
制
措
置
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を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
現
実
に
年
一
六

0
フ
ラ
ン
で
賃
貸
さ
れ
て
い
る
容
積
三
七
・
八
立
万
メ
ー
ト
ル
、
関
口
部
面
積
一
-

二
八
メ
ー
ト
ル
(
前
面
道
路
等
の
条
件
は
中
程
度
)
の
労
働
者
向
け
住
宅
の
家
賃
は
、
九

0
・
九
六
フ
ラ
ン
に
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
現

実
の
家
賃
と
の
比
較
で
は
四

O
%以
上
の
減
額
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
、

3
-
N
C
l
N
H

(
お
)
実
際
、
の
品
「
恒
三

Z
0
2
「
〉

Z
E
E
-
言、
3
・
き
た
お
缶
、
U
e
H

寸
⑦
は
、
デ
ユ
ク
ル
ノ
ォ
の
構
想
と
一
九
四
八
年
法
に
お
け
る
家
賃
統
制
を
基
本
的

に
同
様
の
シ
ス
テ
ム
と
評
価
し
つ
つ
、
「
現
代
の
立
法
者
は
何
も
発
明
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

(
お
)
次
の
よ
う
な
具
体
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
①
サ
ン
ト
・
ジ
ユ
ヌ
ヴ
ィ
エ

l
ヴ
地
区
の
狭
隆
な
街
路
に
面
し
て
所
在
す
る
容
積
三
七
・
八
立

方
メ
ー
ト
ル
、
開
口
部
面
積
一
・
一
一
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
労
働
者
向
け
住
宅
の
家
賃
が
、
年
一
ム
ハ

0
フ
ラ
ン
の
水
準
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

脊
積
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
家
賃
が
四
・
二
三
フ
ラ
ン
、
関
口
部
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
家
賃
が
二
一
五
フ
ラ
ン
に
な
る
。
②
こ
れ

に
対
し
て
、
ジ
ヤ
ル
ダ
ン
・
デ
・
プ
ラ
ン
ト
地
区
の
中
産
階
級
向
け
の
住
宅
で
は
、
容
積
一

O
二
了
七
七
立
方
メ
ー
ト
ル
、
関
口
部
面
積
七
・

四
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
年
家
賃
凶

0
0
フ
ラ
ン
で
あ
っ
た
か
ら
、
容
積
一
立
万
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
家
賃
は
三
・
八
五
フ
ラ
ン
、
関
口
部
一
平

方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
家
賃
は
五
三
了
一
フ
ラ
ン
と
な
る
。
③
さ
ら
に
、
サ
ン
・
ジ
エ
ル
マ
ン
大
通
り
に
.
面
す
る
新
築
家
屋
内
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

向
け
ア
バ
ル
ト
マ
ン
の
ケ

l
ス
で
は
、
容
積
三
一
六

0
・
七
六
立
方
メ
ー
ト
ル
、
関
口
部
面
積
三
一
九
・
一
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
家
賃
年
三
二

0
0

フ
ラ
ン
で
あ
る
か
ら
、
容
積
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
家
賃
八
・
八
九
フ
ラ
ン
、
開
口
部
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
家
賃
八
一
・
七
五
フ

ラ
ン
と
な
る
(
以
上
、
官
官
同
?
日
∞
)
。

(
訂
)
肘
己
O
巴白「己』円」〈
-
2
・叫
d
b
ミ
ミ
ミ
、
t
s
h
円
尽
き
k
e
h
v
w
d
H
h
a
~
。
ミ
ミ
・
さ
い
な
3
君
、
白
t
R
S
~
司
令
~
む
き
目
、
な
ミ
安
ど
号
室
、
誌
、
柏
町
、
-
可
m
w
コP
C
D
色
町
二
巾
ロ
ロ
戸
H

∞印∞・

回

-
σ
Z同門・

F
r叶

'm凶叶
]
{
め
・

(
犯
)
具
体
的
に
は
、
当
該
界
域
に
は
、
間
口
四
九
メ
ー
ト
ル
強
、
奥
行
三
九
メ
ー
ト
ル
、
高
度
二

0
・
六
メ
ー
ト
ル
の
す
べ
て
問
規
模
の
均
斉
の

と
れ
た
不
動
産
が
一
一
一
一
棟
建
築
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
た
が
、
各
建
物
の
敷
地
面
積
か
ら
四
分
の
一
を
提
供
し
て
、
街
区
の
中
心
に
日
中

は
公
衆
も
通
行
可
能
な
中
庭
を
設
置
す
る
こ
と
が
不
動
産
建
設
者
の
負
担
と
し
て
定
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
各
建
物
の
四
階
か
ら
六
階
に
は
、
も

っ
ぱ
ら
近
隣
に
事
務
所
、
作
業
所
が
あ
る
被
用
者
、
労
働
者
に
提
供
さ
れ
る
住
宅
が
設
置
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。
賃
貸
借
条
件
に
関
し

て
は
、
家
賃
規
制
と
立
退
規
制
が
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
家
賃
に
つ
い
て
は
、
各
住
宅
の
容
積
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
こ
れ
に
当
該
住

宅
が
存
在
す
る
階
数
、
都
心
か
ら
の
距
離
に
応
じ
た
修
正
を
加
え
た
も
の
が
設
定
し
う
る
家
賃
額
と
な
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
現
実
の
家
賃

水
準
は
、
リ
ヴ
ォ
リ
通
り
の
新
街
区
で
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
平
均
で
年
二

0
フ
ラ
ン
(
商
業
ス
ペ
ー
ス
だ
と
一
一
一
一
一
一
フ
ラ
ン
)
程
度
で
あ
る
が
、
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こ
れ
は
高
す
ぎ
る
と
し
て
、
セ
パ
ス
ト
ポ
ル
大
通
り
の
事
業
予
定
地
で
は
、
平
均
で
年
一

0
フ
ラ
ン
程
度
に
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。
他
方
、

立
退
き
に
関
し
て
は
、
賃
貸
人
の
解
約
権
は
原
則
と
し
て
否
定
さ
れ
、
例
外
的
に
、
賃
料
不
払
い
、
夜
間
の
騒
音
、
危
険
な
職
業
従
事
を
理
由

と
す
る
も
の
に
限
定
し
て
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
後
の
一
一
つ
の
ケ
l
ス
の
立
迫
請
求
は
、
同
一
の
建
物
部
分
に
居
住
す
る
賃
借
入
の
二
分
の
一

以
上
の
要
求
に
基
づ
い
て
の
み
可
能
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
近
隣
へ
の
迷
惑
行
為

で
あ
り
、
そ
の
場
合
の
立
退
は
、
所
有
者
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
近
隣
の
賃
借
入
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
近
隣
の
賃
借
入
の
要
求
に
基
づ
く

解
約
と
い
う
右
の
改
革
案
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
の
性
格
を
端
的
に
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
却
)
ジ
ュ
ヴ

7

ン
は
、
ま
ず
も
っ
て
そ
の
案
を
動
産
銀
行

(
P
E芹
忌

cz-巾
『
)
の
創
設
者
で
オ
ス
マ
ン
の
都
市
改
造
事
業
に
も
重
要
な
役
割
を

果
た
す
エ
ミ

l
ル
・
ベ
レ
エ
ル

BE--巾
忠
『
何
回
『
巾
)
に
提
出
し
た
が
拒
絶
さ
れ
(
一
八
五
六
年
)
、
つ
い
で
パ
リ
県
庁
に
提
出
し
た
が
無
視
さ
れ

た
と
い
う

S
・
5
・
)
。
そ
し
て
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
出
版
さ
れ
た
一
八
五
八
年
に
は
、
肝
腎
の
セ
バ
ス
ト
ポ
ル
大
通
り
の
開
設
事
業
と
そ

れ
に
面
し
た
建
物
建
築
が
完
成
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
。
品
『
即
E
z
c
m
-
F
K
H
Z
口
同
開
喝
さ
可
否
、
ぎ
な
ヘ
N
u
q
・【)・印印

王子"
民間

q
L
 

次
に
、
家
賃
高
騰
の
原
因
を
基
本
的
に
は
賃
貸
住
宅
市
場
に
お
け
る
需
給
関
係
が
崩
れ
た
こ
と
に
求
め
る
と
と
も
に
、
賃
貸
住
宅
の
供
給

賃
貸
住
宅
供
給
促
進
案

を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
家
賃
問
題
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
一
連
の
議
論
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
も
、
純
粋
に
民
間
部
門
で
の

供
給
促
進
を
考
え
る
議
論
と
、
公
共
団
体
を
主
体
と
す
る
供
給
増
を
目
指
す
議
論
と
が
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
性
格
は
必
ず
し
も
同
一
で
は
な

い
。
前
者
に
お
い
て
は
、
川
で
検
討
し
た
家
賃
規
制
措
置
に
対
し
て
は
、
民
間
部
門
で
の
供
給
を
阻
害
す
る
性
格
の
介
入
と
し
て
反
対
の
態

度
が
採
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
両
者
の
性
格
は
対
抗
的
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
の
議
論
に
は
、

そ
の
よ
う
な
性

格
は
見
出
さ
れ
な
い
。

例
民
間
部
門
で
の
供
給
促
進
論

(
1
)
民
間
部
門
で
の
私
的
建
築
・
賃
貸
住
宅
供
給
の
促
進
を
追
求
す
る
場
合
に
、

ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、

そ
の
優
遇
措
置
の
導
入
で
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あ
ろ
う
。
こ
の
方
向
で
の
改
革
案
を
提
示
す
る
の
は
、

(
初
)

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ィ
が
一
八
六
一
年
に
公
表
し
た
パ
ン
フ
レ

y

ト
で
あ
る
。
著
者
は
そ
こ

で
、
オ
ス
マ
ン
の
事
業
に
よ
っ
て
新
た
に
建
設
さ
れ
た
建
物
は
豪
奪
な
家
賃
の
高
い
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
決
定
的
に
不
足
し
て
い
る
の
は

労
働
者
向
け
の
低
家
賃
の
住
宅
で
あ
る
と
の
認
識
を
基
礎
に
、
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
、

し
か
も
低
地
価
の
土
地
を
確
保
し
、

そ
の
上
の
建
築

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業 (3・完)

(
苫
・
十
日
)
。
よ
り
具
体
的
に
提
案
さ
れ
た
の
は
、
パ
リ
の
北
東
端
に
位

置
す
る
ラ
・
ヴ
ィ
レ

y

ト
地
区
で
の
労
働
者
住
宅
の
建
設
で
あ
る
。
こ
の
地
区
に
お
い
て
は
、
幅
員
四
五
メ
ー
ト
ル
の
大
通
り
の
開
設
が
計

を
助
成
す
る
こ
と
を
当
面
の
最
重
要
の
課
題
と
し
て
提
示
す
る

画
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
幅
員
を
三

0
メ
ー
ト
ル
に
縮
減
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
土
地
を
比
較
的
安
価
に

(一

2m
五

0
フ
ラ
ン

を
上
限
と
す
る
)
不
動
産
建
設
者
に
売
却
し
、

そ
こ
に
建
設
さ
れ
た
建
物
に
つ
い
て
二
五
年
間
土
地
税
を
免
除
し
よ
う
と
い
う
の
が
そ
の
構

想
で
あ
る

(ち
-
H
N
・
)
。
こ
こ
で
は

一
方
で
建
物
前
面
壁
の
材
料
に
関
す
る
規
制
(
切
り
出
し
石
材
を
用
い
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
)
、
住

戸
内
へ
の
水
道
導
入
義
務
、
下
水
管
設
置
義
務
な
ど
、
建
物
の
質
を
確
保
す
る
た
め
の
規
制
措
置
も
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
、

不
動
産
建
設
者
に
対
す
る
優
遇
措
置
を
通
じ
て
建
築
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
狙
い
が
明
ら
か
で
あ
る
。
他
方
、

か
か
る
方
向
の
も
と
で
は
、

家
賃
規
制
措
置
は
、
住
宅
建
設
を
抑
制
す
る
性
質
の
措
置
と
し
て
明
示
的
に
拒
否
さ
れ
る

(

℃

匂

印

l
φ
)
。

な
お
、
ド
ピ
ュ
ッ
シ
ィ
構
想
に
お
い
て
は
立
地
条
件
の
よ
い
土
地
を
探
す
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
は
い
る
が
、
具
体
的
に
提
案
さ
れ
た
ラ
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ト
地
区
は
、
都
心
部
か
ら
か
な
り
離
れ
た
地
区
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
構
想
は
、
現
実
の
地
価
水
準
を
前
提
と
し
た
労
働

者
住
宅
の
建
築
を
考
え
て
お
り
、
増
価
の
問
題
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
、

セ
バ
ス
ト
ポ
ル
大
通
り
と
い
う
都
心
部
で
の
労
働
者
住
宅
供
給
を
構

想
し
た
先
の
ジ
ユ
ヴ
ア
ン
案
と
は
、
相
当
に
性
格
を
異
に
す
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
2
)
民
間
部
門
で
の
不
動
産
建
設
と
賃
貸
住
宅
の
供
給
を
促
進
す
る
策
の
も
う
一
つ
の
方
向
は
、
未
入
居
の
賃
貸
住
宅
に
対
す
る
課
税

強
化
で
あ
る
。
こ
の
方
向
を
打
ち
出
す
パ
ン
フ
レ

y

ト
と
し
て
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ヴ
エ
イ
ユ
が
一
八
六

O
年
に
出
版
し
た

(
幻
)

な
パ
リ
』
が
あ
る
。
著
者
は
、
こ
こ
で
、
オ
ス
マ
ン
の
都
市
改
造
の
結
果
、
と
り
わ
け
都
市
民
衆
の
都
心
部
居
住
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
を

『
居
住
不
能
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嘆
き
、
所
有
権
の
自
由
は
無
制
限
で
は
な
い

(
「
あ
る
者
の
自
由
は
、
他
者
の
自
由
を
侵
食
す
る
と
こ
ろ
で
常
に
停
止
す
る
」
(
七
N
N
・))

い
う
観
点
か
ら
、

一
定
の
賃
貸
借
制
度
改
革
案
を
提
示
し
て
い
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
①
賃
貸
借
関
係
紛
争
の
解
決
促
進
の
た
め
に
パ
リ

自命

の
各
区
に
所
有
者
と
賃
借
入
か
ら
構
成
さ
れ
る
紛
争
処
理
委
員
会
を
設
置
す
る
(
た
だ
し
、
そ
の
権
限
は
意
見
を
述
べ
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
)
、

②
既
存
の
建
物
の
所
有
者
に
、
営
業
税
(
宮
丹
市
口
信
)

に
加
え
て
、

ア
バ
ル
ト
マ
ン
が
賃
貸
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
賃
貸
借
税

(
一

4
B
U
D門

-og-Z『
)

を
支
払
う
義
務
を
課
す
る
、
③
家
賃
の
前
払
い
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
寄
託
金
庫
に
払
い
込
む
こ
と
と
し
、

そ
の
利

子
は
賃
借
入
が
取
得
す
る
も
の
と
す
る
、

と
い
う
三
つ
の
措
置
が
提
案
さ
れ
た

E-
ム
ム
ー
ム
印
)
。
こ
れ
ら
の
う
ち
最
も
重
視
さ
れ
た
の
は

②
の
措
置
で
あ
り
、

そ
れ
は
「
公
安
印
白
互
宮

E
C
に
属
す
る
緊
急
措
置
と
位
置
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
措
置
の
導
入
に
よ
っ
て
、
未
入
居

で
あ
っ
て
も
賃
貸
用
住
宅
へ
の
課
税
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
所
有
者
の
貸
し
惜
し
み
が
抑
制
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
賃
貸
借
市
場
に

お
け
る
供
給
が
増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
賃
水
準
の
大
幅
下
落
が
期
待
さ
れ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る

(
よ
り
具
体
的
に
は
三
分
の
一
の

下
落
が
見
込
ま
れ
る
も
の
と
評
価
さ
れ
た
。
℃
円
}
N
H
l
N
N
目)。

(
日
記
)

同
年
に
公
表
さ
れ
た
ペ
ラ
ン
著
『
パ
リ
の
家
賃
を
下
落
さ
せ
る
方
法
』

は
、
こ
の
ヴ
エ
イ
ユ
の
見
解
が
お
お
い
に
世
論
を
動
か
し
た
と
評

価
す
る
と
と
も
に

(ヨ
ω
φ
)
、
検
討
を
い
ま
一
歩
深
化
さ
せ
る
べ
き
と
説
く
。

政
府
は
、
消

そ
こ
で
は
、

生
活
必
需
品
に
つ
い
て
は
、

費
者
が
売
主
の
利
潤
追
求
欲
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
「
権
利
を
有
す
る
と
と
も
に

義
務
を
負
う
」
と
さ
れ
、

パ
ン
や
鉄
道
に
関
し
て
す
で
に
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
の
性
質
の
措
置
が
住
宅
に
つ
い
て
も
導
入
さ
れ
る
べ
き
旨
が

主
張
さ
れ
る

su--
。H
叶
・
)
。
こ
こ
か
ら
は
、
家
賃
統
制
措
置
の
主
張
が
予
想
さ
れ
る
が
、
実
際
に
ペ
ラ
ン
が
提
示
す
る
改
革
案
は
そ
こ

ヴ
エ
イ
ユ
の
右
の
②
の
補
完
措
置
の
み
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
市
町
村
の
命
令

S
E
C
5
2
2
E
E
E
3
Z
)
に
よ
っ
て
、

ま
で
い
か
ず
、

所
有
者
に
対
し
て
、
建
物
の
掲
示
板
に
、
貸
ア
バ
ル
ト
マ
ン
の
部
屋
数
、
階
数
、
家
賃
を
掲
示
さ
せ
、
こ
れ
に
税
を
連
動
さ
せ
る
と
の
構
想

が
一
不
さ
れ
る
。

一
般
論
の
次
元
で
の
立
論
の
大
胆
さ
と
、
実
際
の
改
革
案
の
次
元
で
の
椴
温
性
と
の
対
照
が
印
象
的
で
あ
る
。

と
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同
公
的
主
体
に
よ
る
賃
貸
住
宅
供
給
策

一
八
六
一
年
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
ゲ
ル
ウ
が
出
版
し
た

(
お
)

ッ
ト
は
、
こ
の
時
期
す
で
に
公
的
主
体
(
具
体
的
に
は
パ
リ
市
)
に
よ
る
賃
貸
住
宅
供
給
を
主
張
し
た
点
で
先
進
的
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

『
白
白
と
事
業

1

i
高
家
賃
と
パ
リ
改
造
事
業
』
と
題
す
る
パ
ン
フ
レ

そ
の
改
革
案
を
提
示
す
る
前
提
と
し
て
パ
リ
に
お
け
る
家
賃
高
騰
の
原
因
論
、

ま
た
そ
の
問
題
性
の
把
握
に
関
し
て
き
わ
め
て
リ
ア
ル
な
議

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業(3・完)

論
を
行
な
っ
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

ゲ
ル
ウ
は
、

ま
ず
近
時
の
家
賃
高
騰
の
原
因
を
も
っ
ぱ
ら
パ
リ
の
人
口
増
加
と
そ
れ
に
比
し
て
の
建
築
不
足
に
求
め
る
オ
ス
マ
ン
の
議
論

を
批
判
し
て
、

オ
ス
マ
ン
に
よ
る
パ
リ
改
造
事
業
自
体
が
家
賃
高
騰
現
象
に
二
疋
の
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
事
業
に

よ
っ
て
土
地
投
機
が
助
長
さ
れ
、

そ
の
中
で
家
賃
が
高
騰
し
た
こ
と

(
℃
∞

2
2
2・
)
、
事
業
に
よ
る
建
物
取
壊
し
か
ら
建
物
新
築
と
い
う

そ
れ
が
家
賃
高
騰
に
結
び
つ
く
こ
と

(
泊
)

こ
ろ
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
そ
れ
以
上
述
べ
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
要
約
的
に
で
は
あ
る
が
も
う
少
し
著
者

(

℃

]

「

C
2
印

E
〈
)
、

の
二
点
が
著
者
の
主
張
す
る
と

プ
ロ
七
ス
は
当
然
に
建
築
原
価
を
膨
張
さ
せ
、

の
主
張
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

ゲ
ル
ゥ
に
よ
れ
ば
、
最
近
ま
で
、
不
動
産
建
設
は
基
本
的
に
個
人
の
事
業
で
あ
り
、

そ
の
資
金
を
有
す
る
土
地
所
有
者
が
自
己
所
有
地
上

に
賃
貸
不
動
産
を
建
設
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
形
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
建
築
会
社
(
巾
ロ
可
岳
『
巾
口

2
「
)

が
売
却
目
的
で
賃
貸
不
動
産

を
建
設
す
る
場
合
に
も
、

そ
の
よ
う
な
会
社
は
地
域
の
実
情
を
よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら
需
要
に
見
合
っ
た
不
動
産
を
建
設
す
る
の
が
一
般
的

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

オ
ス
マ
ン
の
事
業
の
中
で
、
そ
の
よ
う
な
構
造
に
変
化
が
生
じ
る
。
大
資
本
を
擁
す
る
会
社
が
不
動
産
建
設
の
領

域
に
登
場
し
、

そ
の
よ
う
な
会
社
が
事
業
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
土
地
に
自
ら
不
動
産
を
建
設
し
、

ま
た
は
直
接
の
不
動
産
建
設
者
に
土
地

を
高
価
に
売
却
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
土
地
投
機
現
象
が
生
じ
、

地
価
が
高
騰
す
る
。
そ
の
結
果
、
「
土
地
投

機
に
よ
っ
て
当
初
の
価
格
の
五
倍
、
六
倍
に
値
段
が
跳
ね
上
が
っ
た
土
地
の
上
に
家
屋
を
建
築
す
る
場
合
に
は
、
高
い
家
賃
取
得
が
可
能
に
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説

な
る
よ
う
に
、
豪
脊
な
ア
バ
ル
ト
マ
ン
を
建
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
匂
・
=
・
)

と
い
う
事
態
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
賃
貸
不
動
産
を
取

得
し
て
そ
の
経
営
に
当
た
る
所
有
者
に
と
っ
て
は
、
高
額
な
家
賃
設
定
は
不
可
避
の
も
の
と
な
る
。
「
最
終
的
な
取
得
者
で
あ
る
所
有
者
は
、

吾ぶ
白岡

か
く
し
て
容
易
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、

そ
の
投
資
金
額
の
正
当
な
利
息
の
み
を
受
け
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
[
し
か
し
、
他
方
で
、
]
賃

借
入
は
破
滅
す
る
」
(
七
H
0
・
)
。
そ
れ
で
は
誰
が
膨
大
な
利
益
を
取
得
し
て
い
る
の
か
o

「
土
地
投
機
を
行
な
う
大
会
社
だ
け
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
会
社
は
、
公
共
に
そ
の
利
益
を
支
払
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
」
(
匂
-
H
0
・)。

オ
ス
マ
ン
の
事
業
の
中
で
の
地
価
の
顕
在
化
と
土
地
投
機
↓
地
価
回
収
の
必
要
性
↓
豪
脊
な
オ
ス
マ
ン
・
タ
イ
プ
の
不
動
産
建
築
の
必
然

性
↓
家
賃
高
騰
と
い
う
論
理
は
、

わ
れ
わ
れ
の
分
析
に
お
い
て
先
に
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

(↓一一

3
川
。
本
誌
四
六
巻
四
号
八
八
頁
以
下

参
照
)
。
多
少
視
角
は
異
な
る
と
は
い
え
、
基
本
的
に
同
一
の
把
握
が
、
す
で
に
同
時
代
人
に
よ
っ
て
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
家
賃
高
騰
に
対
す
る
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
、
「
パ
リ
に
居
住
し
う
る
ほ
ど
裕
福
で
な
い
者
は
そ
こ
か
ら
出
て
い
け
ば
よ
い
で
は

な
い
か
」
と
い
う
議
論
が
あ
り
う
る
。
し
か
し
、

ゲ
ル
ゥ
は
、

か
か
る
論
者
を
激
し
く
批
判
す
る
。
そ
の
職
業
、
顧
客
と
の
関
係
で
街
区
を

離
れ
ら
れ
な
い
者
が
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
「
パ
リ
を
、
百
万
長
者
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
富
裕
な
者
だ
け
で
構
成

ま
た
そ
の
実
現
が
望
ま
し
い
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
」
が

さ
れ
る
都
会
に
す
る
こ
と
が
、

は
た
し
て
現
実
的
な
考
え
方
な
の
で
あ
ろ
う
か
、

問
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る

(
以
上
、

u
・
5
)。
「
社
会
的
隔
離
」
現
象
の
阻
止
と
い
う
、
後
の
都
市
・
住
宅
政
策
に
お
い
て
最
重
要
の
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
く
問
題
へ
の
対
処
が
す
で
に
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
る
点
で
、
こ
こ
で
も
ゲ
ル
ウ
の
議
論
は
先
進
的
で
あ
る
。

か
く
し
て
何
ら
か
の
解
決
策
が
要
請
さ
れ
る
。
ゲ
ル
ウ
は
、

そ
の
た
め
に
パ
リ
市
の
介
入
を
要
請
す
る
。
家
賃
高
騰
の
基
本
的
な
原
因
が

土
地
投
機
に
あ
る
以
上
、

そ
の
よ
う
な
利
潤
欲
に
か
ら
れ
な
い
主
体
を
賃
貸
不
動
産
建
設
の
領
域
に
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
は
、

一
般
利
益
以
外
の
利
害
関
係
を
持
た
ず
、
他
方
で
強
大
な
資
金
力
を
有
す
る
パ
リ
市
が
最
適
任
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
こ
と
は
、
当
然
に
当
時
の
経
済
自
由
主
義
の
考
え
方
に
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
ゲ
ル
ウ
も
そ
の
点
は
十
分
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に
承
知
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
「
そ
れ
は
社
会
主
義
で
あ
り
、
自
由
に
敵
対
す
る
」
と
の
あ
り
う
べ
き
批
判
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
反
論

す
る
。
す
な
わ
ち
、
パ
リ
市
が
現
在
の
家
賃
危
機
に
つ
い
て
無
関
係
で
あ
る
な
ら
そ
の
よ
う
な
議
論
に
も
そ
れ
な
り
の
説
得
性
は
あ
る
で
あ

ろ
う
が
、
実
際
に
は
、
新
規
街
路
の
開
設
な
ど
の
領
域
に
積
極
的
に
介
入
し
て
現
在
の
諸
問
題
の
原
因
を
作
り
出
し
て
い
る
の
は
パ
リ
市
に

他
な
ら
な
い
、

そ
う
で
あ
る
な
ら
、
現
在
の
困
難
な
状
況
へ
の
対
処
の
た
め
に
パ
リ
市
が
何
ら
か
の
行
動
を
す
る
こ
と
は
む
し
ろ
そ
の
責
任

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業 (3・完)

の
実
態

|
i単
な
る
夜
警
国
家
で
は
な

(
お
)

く
て
、
産
業
基
盤
整
備
の
領
域
で
の
集
中
的
介
入
と
、
社
会
部
門
で
の
非
介
入
と
い
う
、
介
入
の
版
行
性
を
特
徴
と
す
る

l
i
を
鋭
く
衝

に
属
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る

(
以
上
、
℃
・

5
・
)
。
こ
れ
も
ま
た
、
当
時
の
「
経
済
自
由
主
義
」

く
議
論
で
あ
る
。

ゲ
ル
ウ
の
構
想
に
お
け
る
パ
リ
市
の
直
接
的
な
介
入
は
、

そ
れ
ほ
ど
の
規
模
を
予
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

も
っ
と
も
、
他
方
で
、

こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
パ
リ
市
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、
新
規
開
設
街
区
の
い
く
つ
か
で
モ
デ
ル
的
建
物
を

(
匂
・
口
)
。
賃
貸
住
宅
の
供
給
は
、
あ
く
ま
で
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
媒

介
と
し
て
民
間
部
門
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、
そ
の
市
場
を
公
的
主
体
に
よ
っ
て
適
正
化
す
る
、
と
の
考
え
方
で
あ

り
、
実
際
の
供
給
促
進
に
公
共
部
門
が
そ
れ
ほ
ど
顕
著
な
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
公
共
部
門
の
役
割
と
し
て
こ
れ
も
あ
り

建
築
し
、

そ
の
競
争
力
に
よ
っ
て
投
機
を
抑
制
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

う
る
考
え
方
で
は
あ
る
が
、
後
に
低
廉
住
宅
立
法
の
中
で
現
実
に
展
開
す
る
政
策
と
の
関
係
で
も
、

な
お
公
共
部
門
の
役
割
を
限
定
す
る
考

え
方
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
。
ゲ
ル
ウ
も
ま
た
時
代
の
子
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
ゲ
ル
ゥ
の
立

論
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
公
共
団
体
の
介
入
を
求
め
る
と
い
う
そ
の
結
論
だ
け
で
な
く
、
そ
の
前
提
と
な
る
住
宅
問
題
の
と
ら
え
方
な
ど
の

点
に
お
い
て
も
、
示
唆
に
富
み
特
別
の
注
目
に
値
す
る
見
解
で
あ
っ
た
。

(
却
)
ロ
自
己
目
的
J

円
-
C
S
善
。
円
程
こ
白
町
宮
、
h
h
n
H
S

目
。
鴬
君
主
hh

齢、。

5
ミ
量
二
S

善。河内
5
t
y
喜
吉
弘
正
尽
六
回
日
み
「
巾
印
-
H
∞
め
「
∞
-
U
Z白
押
「
}
向
、
吋

l

⑦
斗
一
戸
・
な
お
、
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説

著
者
は
、
パ
リ
の
所
有
者
で
、
一

O
区
の
衛
生
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
と
称
し
て
い
る
。

(
出
)
と
巾
岡
山
口
門
戸
『
巾
垣
間
【

F
e
E
5
5
E
F礼
町
白
乞
同
・
門
司
会
内
言
え
た
至
。
sh目
。
言
ま
ぬ

k
g
S司
a
t
h
E
3的
内
同
室
内

Y
3
2
H苦
言

E
F
-
u
R
Z
4
0巾ロ
Z
4
H∞。。頃

回目

σ・
2
白
門
戸
宵
叶

1
2
N∞
-
な
お
、
名
巴
戸
の
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
続
編
が
あ
る
。

E
-
C
Hへ
志
向
尽
き
こ
町
、
さ
宝
。
色
白
5
tピ
ミ
苦

g
h富
R
E
5・

SHH町内出向、白
5
S
F
E
E害・

2
『-少

U
S
E
-
5
2・∞
F
Z巳
-Fr叶
12Nmw
前
著
へ
の
批
判
に
対
す
る
反
論
を
中
心
と
す
る
も
の
で
、
内
容
的

に
新
し
い
も
の
を
含
む
も
の
で
は
な
い
が
、
新
聞
を
中
心
に
、
前
著
に
対
し
て
そ
れ
な
り
の
反
響
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
泣
)
胃
同
月
=
デ
ミ
ミ
ミ
H
h
t
h
h
E
5
t
H
S
H
E句
、
宮
~
ミ

3
弘司

E
S
-
-
v
R
F
-
L
U
'
Z
2
2
F
-
H
∞。。ョ

E
F
Z巳
-
F
E
fめ
寸

N。・

(
お
)
〉
門
目
。
己
仲
間
C
C
E
-
E
E
h『h
R
h
h
E
白、
S
さ♂

h白
円
と
え
九
弘
2
-ミ
ミ
旬
ミ

-
5
5
5
5
k
h
E
5・目)即「
HP
出

U
S
E
-
-
∞
色
喝
回
』

σ
a
Z白片

FF印。
IHHωN
著
者
紹
介
に
は
、
「
ロ
ピ
ニ
オ
ン
・
ナ
シ
オ
ナ
ル
で
。
宮
E
Cロ
B
E
E
-
2
誌
の
編
集
主
幹
と
あ
る
。

(
出
)
こ
の
ゲ
ル
ウ
の
後
者
の
指
摘
に
対
す
る
批
判
を
展
開
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
、
』
・

0ロ
わ
〉
出
品

E

E

Z
』同

e
E
5
ミ
旬
S
E
E
S芯ヨ

円させ

E
H
ミ
』
ミ
ミ
h

・
2
「Z-HW-
ロ
E
2・H
∞
2
・∞
5

2
同庁

F
E
J⑦
寸

ω
∞
-
が
あ
る
。
取
壊
し
後
の
新
築
建
物
の
家
賃
が
上
昇
す
る
の
は
や
む
を
え
ず
、

問
題
な
の
は
取
壊
し
を
免
れ
た
老
朽
不
動
産
の
所
有
者
が
家
賃
を
増
額
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
た
上
で

Saz--
古
い
街
区

の
老
朽
不
動
産
へ
の
居
住
を
望
む
者
は
い
な
い
は
ず
だ
か
ら
、
古
い
街
区
で
は
次
第
に
賃
借
入
不
足
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
家
賃
は
下
が
る
こ

と
に
な
る
は
ず
だ
(
宅
巴
ん
ど
と
の
予
測
を
述
べ
る
。
前
者
の
認
識
は
と
も
か
く
と
し
て
、
後
者
の
予
測
は
、
現
実
無
視
の
議
論
と
い
わ
ざ

る
を
え
な
い
。

(
お
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
若
干
の
点
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
吉
田
克
己
「
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
住
宅
問
題
と
法
判
」
法

政
理
論
一
九
巻
二
号
(
一
九
八
六
年
)
二
二
頁
参
照
。

北法46(5・104)1236

吾-6.
日間

(3) 

賃
貸
不
動
産
の
収
用
要
求

こ
の
時
期
に
お
い
て
お
そ
ら
く
最
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
改
革
案
は
、
賃
貸
不
動
産
の
収
用
・
公
有
財
産
へ
の
移
管
に
よ
っ
て
賃
貸
人
・
賃
借

入
間
の
対
抗
関
係
を
根
本
的
に
解
消
し
よ
う
と
い
う
要
求
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
も
や
や
性
格
を
異
に
す
る
い
く
つ
か
の
議
論
が

あ
る
。

い
ず
れ
も
、
賃
貸
不
動
産
の
単
純
な
通
常
の
収
用
を
求
め
る
要
求
で
は
な
い
。



山
内
不
動
産
債
券
交
付
案

と
題
す
る
ノミ

ン

フ
レ
ツ

円(

は36

l' 

σ〉
城
壁
内

所
在
す
る
す
/丈

て
σ〉
不

一
八
五
七
年
に
出
版
さ
れ
た

『
パ
リ
の
所
有
者
の
存
在
理
由
』

動
産
に
つ
い
て
、

パ
リ
市
に
よ
る
収
用
の
可
能
性
を
承
認
す
る
い
う
改
革
案
を
提
示
し
た
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
匿
名
の
著
者
に
よ
れ
ば
、

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業 (3・完)

こ
の
措
置
の
利
点
は
次
の
諸
点
に
求
め
ら
れ
る
(
右
目
。
ふ
ω
)
。
ま
ず
、
今
日
の
「
市
民
的
利
害
対
立
の
最
も
危
険
な
要
素
の
一
つ
」
で
あ

る
所
有
者
・
賃
借
入
間
の
敵
対
関
係
が
消
滅
す
る
。
次
に
、
不
動
産
に
固
定
化
し
た
資
金
が
流
動
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業
部
門
さ
ら

さ
ら
に
、
家
賃
水
準
が
衡
平
な
基
礎
の
上
に
決
定
さ
れ
、
住
宅

に
は
商
工
業
部
門
に
必
要
な
資
金
が
流
入
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

は
住
民
の
す
べ
て
の
階
層
に
と
っ
て
接
近
可
能
な
も
の
に
な
る
。

こ
の
収
用
構
想
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
所
有
者
に
対
し
て
収
用
補
償
を
支
払
う
の
で
は
な
く
て
、
五

0
0
0
フ
ラ
ン
ま
た
は
一

0
0
0
フ
ラ
ン

(
幻
)

の
「
不
動
産
債
券
喜
一
回
岡
田
吾
口
三
呂
田
喜

E
宵

2
」
の
交
付
に
よ
っ
て
寸
不
動
産
価
格
」
の
償
還
が
な
さ
れ
る
と
の
考
え
方
を
打
ち
出
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
パ
リ
市
当
局
は
、
こ
れ
に
対
し
て
六
カ
月
毎
に
「
利
息
」
を
支
払
っ
て
い
く
も
の
と
さ
れ
る
。
他
方
、
こ
の
債
券
は
、
法

律
的
に
は
不
動
産
の
性
格
を
持
つ
も
の
と
さ
れ
、

そ
の
保
有
・
譲
渡
は
不
動
産
税
制
に
服
す
る
ほ
か
、
そ
の
譲
渡
に
つ
い
て
の
公
証
人
の
関

な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

与

一
定
の
公
一
不
手
続
(
証
券
保
存
事
務
所
に
お
け
る
謄
記
門

E
口出向ユ℃

5
口)

著
者
は
、

か
か
る
措
置
は
不
動
産
所
有
者
に
と
っ
て
大
い
に
利
益
に
な
る
と
力
説
す
る
。
最
大
の
利
点
は
、

そ
れ
ま
で
固
定
化
さ
れ
て
い

た
資
本
の
流
動
化
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
売
却
に
し
て
も
抵
当
権
設
定
に
し
て
も
、

し
ば
し
ば
権
利
関
係
が
複
雑
に
な
る
不
動
産
の

形
よ
り
も
、
不
動
産
証
券
の
形
の
方
が
容
易
だ
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、

そ
の
所
有
者
の
資
本
は
、
不
動
産
証
券
と
い
う
形
で
不
動
産
的
性
格

を
保
ち
続
け
、

さ
ら
に
そ
れ
は
、
パ
リ
市
の
管
理
を
通
じ
て
そ
の
「
利
息
」
を
確
保
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の

「
利
息
」
と
は
、
予
め
定
め
ら
れ

パ
リ
市
の
賃
貸
不
動
産
運
用
益
の
配
分
を
意
味
す
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
構
想
は
、
収
用
を
打
ち
出
し

て
は
い
る
が
、
実
態
と
し
て
は
、
不
動
産
の
証
券
化
構
想
で
、
そ
れ
を
強
制
的
に
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

た
利
率
に
よ
る
も
の
で
な
く
、

北法46(5・105)1237



説

し
か
し
、
不
動
産
所
有
者
に
と
っ
て
の
問
題
は
、
不
動
産
増
価
の
帰
属
で
あ
る
。
右
の
不
動
産
証
券
は
、
不
動
産
的
性
格
を
有
す
る
と
は

い
っ
て
も
、
不
動
産
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
仮
に
不
動
産
の
値
上
が
り
H
増
価
が
生
じ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
不
動
産
所
有
者
に

ヲι
員岡

は
帰
属
し
な
い
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
り
正
確
に
は
、

そ
の
よ
う
に
、
不
動
産
所
有
権
を
不
動
産
証
券
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ

そ
の
こ
と
を
通
じ
て
の
不
動
産
投
機
の
抑
制
、
賃
貸
借
市
場
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
こ

そ
が
こ
の
構
想
の
狙
い
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
そ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
構
想
は
、
決
し
て
「
不
動
産
所

(
お
)

有
者
に
と
っ
て
も
有
利
」
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

っ
て
不
動
産
増
価
の
不
動
産
所
有
者
帰
属
を
封
じ
、

川
賃
貸
不
動
産
の
漸
次
的
公
有
化
構
想

ジ
ュ
ー
ル
・
レ
ル
ミ
ナ
は
、

(
お
)

一
八
七

O
年
に
出
版
し
た
『
所
有
者
諸
氏
に
』
と
題
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
、
二

O
年
ま
た
は
三

O

年
間
の
経
過
に
よ
っ
て
不
動
産
所
有
者
が
賃
貸
不
動
産
へ
の
投
下
資
本
の
回
収
を
終
了
し
た
時
点
で
、
そ
の
賃
貸
不
動
産
は
市
町
村
の
所
有

に
移
る
と
い
う
大
胆
な
改
革
要
求
を
展
開
し
た
。
そ
の
構
想
を
要
約
す
る
と
、
新
築
の
賃
貸
不
動
産
に
つ
い
て
、
①
そ
の
建
築
原
価
を
明
ら

か
に
し
た
上
で

(
所
有
者
が
市
町
村
庁
に
建
築
原
価
を
申
述
し
た
の
ち
、
市
町
村
が
そ
れ
を
審
査
・
確
認
す
る
:
:
:
)
、
②
二

0
年
間
で
そ

の
建
築
原
価
に
建
物
維
持
費
用
・
保
険
費
用
、

一
八

O
七
年
九
月
三
日
の
法
律
に
よ
る
利
率
制
限
の
考
え

さ
ら
に
五
%
の
利
潤
(
こ
れ
は
、

方
を
家
賃
の
領
域
に
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
)

を
上
乗
せ
し
た
額
を
償
還
し
う
る
よ
う
な
仕
方
で
家
賃
が
設
定
さ
れ
る
、
③
二

O
年
が
経
過

し
て
家
賃
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
費
用
が
償
還
さ
れ
た
な
ら
ば
、
当
該
不
動
産
の
所
有
権
は
市
町
村
に
移
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
既
存
の

賃
貸
不
動
産
に
つ
い
て
も
、
現
在
の
家
賃
の
二

O
倍
を
不
動
産
価
額
と
み
な
し
た
上
で
、
右
と
の
同
様
の
考
え
方
で
の
公
有
財
産
へ
の
移
管

構
想
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
不
動
産
価
額
等
の
回
収
期
間
は
こ
こ
で
は
三

O
年
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
償
還
期
間
が
長
期

に
さ
れ
る
結
果
、
賃
借
入
の
年
次
の
負
担
額
H
家
賃
は
そ
れ
だ
け
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

(
以
上
、

3
5
1
E・)。

こ
の
構
想
に
よ
れ
ば
、
不
動
産
所
有
権
は
、
増
価
を
わ
が
物
に
す
る
権
能
を
否
定
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
、

一
定
の
収
益

北法46(5・106)1238



を
恒
常
的
か
つ
永
久
的
に
実
現
し
て
い
く
権
能
す
ら
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

一
般
的
に
所
有
権
の
本
質
的
属
性
と
さ
れ
る
そ

の
永
久
性
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
賃
借
入
に
よ
る
家
賃
支
払
い
に
よ
る
不
動
産
所
有
権
の
つ
償
還
」

の
結
果
な
に
ゆ
え
不

動
産
所
有
権
が
公
有
と
な
る
か
の
論
理
は
い
ま
一
つ
明
確
で
な
い
と
は
い
え
、
こ
の
構
想
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
不
動
産
所
有
権
を
実
質
的

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業 (3・完)

に
は
無
償
で
収
用
す
る
こ
と
に
帰
着
す
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
日
刊
)

そ
れ
は
盗
み
で
あ
る
」
と
い
う
著
名
な
プ
ル

l
ド
ン
の
命
題
の
引
用
か
ら
そ
の
議
論
が
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
示
唆

「
所
有
権
、

さ
れ
る
よ
う
に
、
著
者
は
、
明
ら
か
に
プ
ル
!
ド
ン
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
。
実
際
、
家
賃
支
払
い
に
よ
る
不
動
産
所
有
権
の
「
償
還
」

(
針
)

と
公
有
財
産
へ
の
移
転
日
漸
次
的
公
有
化
と
い
う
構
想
は
、
プ
ル

i
ド
ン
が
す
で
に
一
八
五
一
年
に
提
示
し
て
お
り
、
レ
ル
ミ
ナ
構
想
は
、

そ
の
焼
直
し
に
す
ぎ
な
い
と
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
ブ
ル

l
ド
ン
の
主
張
に
は
や
や
ト

l
ン
・
ダ
ウ
ン
し
た
節
が
見
ら

(
必
)

れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
レ
ル
ミ
ナ
の
改
革
構
想
は
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
最
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
で
あ
り
最
も
不
動
産
所
有
権
に
敵
対
的
な
も

の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
そ
の
よ
う
な
性
格
ゆ
え
に
、
こ
の
主
張
が
実
現
可
能
性
を
ま
ず
欠
い
て
い
た
こ
と
も
ま
た

た
し
か
で
あ
る
。

た
だ
し
、

そ
の
よ
う
な
実
現
可
能
性
の
問
題
と
は
別
に
、

レ
ル
ミ
ナ
が
そ
の
立
論
の
論
拠
と
し
た
住
宅
論
は
注
目
に
値
す
る
。
彼
に
よ
れ

iま

い
か
な
る
者
も
住
宅
な
し
に
す
ま
す
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
よ
う
な
「
自
然
の
、

か
っ
、
時
効
に
か
か
ら
な
い
必
要
性
」
は
、
投
機
行

為
や
少
数
者
に
よ
る
多
数
者
の
搾
取
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
不
動
産
所
有
権
は
、
「
公
共
の
利
益
」
の
対
象
で
あ
り
、

需
給
法
則
に
服
す
る
こ
と
の
な
い
「
社
会
的
価
値
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
っ
て
く
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
社
会
的
価
値
」

北法46(5・107)1239 

は
、
そ
の
原
価
、
維
持
費
用
、

一
定
の
利
潤
を
確
保
さ
れ
た
上
で
社
会
に
引
き
渡
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
以
上
、
右
足
-
)

と
し
て
、

先
の
公
有
財
産
移
管
論
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
自
然
の
、

か
っ
、
時
効
に
か
か
ら
な
い
必
要
性
」
と
い
う
文
言
は
、
直
ち
に
、

七

八
九
年
の
い
わ
ゆ
る
人
権
宣
言
二
条
に
お
け
る
自
然
権
論
を
想
起
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
、

い
わ
ば
自
然
権
と
し
て
の
「
住
宅
へ



説

の
権
利
」
が
承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、

そ
の
よ
う
な
性
格
の
財
産
を
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
排
除
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

北法46(5・108)1240 

か
か
る
基
本
的
発
想
は
、

そ
の
具
体
的
あ
り
方
は
多
犠
な
形
を
採
り
な
が
ら
も
、
今
後
の
住
宅
論
の
一
つ
の
極
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
な

き"
U岡

ろ
、
っ
。き

て
、
以
上
、
第
二
帝
政
期
の
建
物
賃
貸
借
制
度
に
か
か
わ
る
改
革
要
求
を
検
討
し
て
き
た
。
数
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
は
い
え
、

多
様
な
要
求
が
提
示
さ
れ
、

そ
れ
は
す
で
に
、
今
後
問
題
に
な
っ
て
い
く
こ
の
領
域
に
お
け
る
改
革
要
求
を
ほ
ぼ
網
羅
す
る
も
の
に
な
っ
て

い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
、

そ
の
よ
う
な
要
求
が
現
実
に
立
法
の
形
で
改
革
と
し
て
結
実
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
こ
の
時
期
、
建
物
賃
貸
借
の
領
域
に
お
い
て
も
う
一
つ
議
論
の
対
象
に
な
っ
た
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
普
仏
戦
争
時
か
ら

パ
リ
・
コ
ミ
ュ

l
ン
期
に
か
け
て
鋭
い
政
治
的
対
立
の
対
象
に
な
っ
た
、
戦
争
時
の
家
賃
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
と
そ
の
決
済
問
題
で
あ
る
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
立
法
措
置
の
展
開
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
こ
の
問
題
の
分
析
に
移
ろ
う
。

(
お
)
』

ushミ
5Htgkvさ
宝

.ss弓
h

民
、
ミ
刷
、
じ
た
た

E
H
芯
円
。
芯
ミ

F
E「-
印

-FEC苫
3
・
ω巾

E
-
H∞印、吋・回目
U
Z巳
∞
t
p
r吋
I
A

山口
N

な
お
、
こ
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
著
者
の
表
示
が
な
く
、
著
者
は
パ
リ
の
所
有
者
と
称
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
ゲ
ラ
ン
は
、
サ
ン
シ
モ
ン
主
義
者
の

2
5
ュ3

0
C
〈
号
呂
田
を
著
者
と
推
定
し
て
い
る
。

c
c
E
E
Z
P
E
S
-
皇
v
w
p
き
た
へ
金
司
∞
∞

(
幻
)
こ
の
評
価
は
、
土
地
税

(g口言
E
2
2
2ロ
ロ
宵
め
)
と
、
二

0
年
間
ま
た
は
一

0
年
間
の
家
賃
の
平
均
と
い
う
こ
つ
の
指
標
に
基
づ
い
て
行
な

わ
れ
る
(
ヤ

ωω
・)。

(
お
)
実
際
、
こ
の
構
想
に
対
し
て
は
、
不
動
産
所
有
者
の
立
場
を
代
弁
す
る
論
者
か
ら
の
激
し
い
批
判
が
あ
っ
た

o
p「
S
ミ
ミ
忌
む
を
号

E
Yも
i

三九巴

HAEコ∞
-
U
S
E
-
-∞印叶
-
E
U
-
r
f
E斗
l

合同
ω

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
匿
名
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
凶
書
館
所
蔵
本
に
は
、

F
8
5

〉

C
B
と
の
鉛
筆
書
き
で
の
著
者
表
記
が
あ
る
。
著
者
は
、
法
律
的
に
は
、
賃
貸
不
動
産
の
一
般
的
な
収
用
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
(
匂
・

2
2
回三〈)、

実
際
的
に
は
、
社
会
・
経
済
的
な
次
元
で
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
(
堅
固
な
所
有
権
で
あ
る
不
動
産
所
有
権
の
世
代
間
承
継
が
確
保
さ
れ
な
く
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な
り
、
社
会
的
不
安
定
性
を
ま
ね
く
、
大
旦
一
塁
の
資
金
が
流
動
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
が
撹
乱
さ
れ
る

o
u
E
2
2ミ
)
の
二
点
を
批
判
の

主
要
な
論
拠
と
し
て
い
る
。

(
ぬ
)
』
C
Z
M
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回

呂
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p
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如
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彼
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代
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著
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『
所
有
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何
か
L

に
お
い
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展
開
さ
れ
て
い
る
命
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で
あ
る
o
T
'
』

2
0己
o
z
o
z
-
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.
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内
室
内
宮

ミ
。
マ
H
S
ミ
』
)
芯
苦
言
司
書
mm苦
3
-
d

勾ぬ円宮守門

p
g
g司【司
34.三円
H市町且
H
a
t
3
R
同

H
K
H
a
h言
語
3
H
2
3
室
?
門
司
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。
呂
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「
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白
コ
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2
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c
c
u
z
c
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k
m
t
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h
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白
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町
内
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向
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ロ
ミ
せ
己
宣
之
己
苫

g
a
N
H
N
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F
H
V
E
コ
少
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国
「
口
戸
巾
『
『
『
舟
『
町
田
-
H
∞
印
「
司
自
)
N
H
叶
内
片
的
巴
〈
ニ
ロ
C
S
E
E
S
片沼)・

N
N
H
N
N
N

な
お
、
賃
借
入
に
よ
る
家
賃
支
払
い
に
よ
る
不
動
産
所
有
権
の
「
償
還
」
の
結
果
、
な
に
ゆ
え
不
動
産
所
有
権
が
公
有
と
な
る
か
の

論
理
は
、
こ
こ
で
も
い
ま
一
つ
明
確
で
な
い
。

(
必
)
プ
ル

l
ド
ン
が
そ
の
後
展
開
し
た
改
革
案
に
お
い
て
は
、
一
八

O
七
年
九
月
三
日
の
法
律
に
よ
る
利
率
制
限
の
考
え
方
の
住
宅
賃
貸
借
の
領

域
へ
の
導
入
、
増
価
の
社
会
還
元
な
ど
に
よ
っ
て
家
賃
を
適
正
水
準
に
押
さ
え
る
こ
と
な
ど
が
そ
の
住
宅
賃
貸
借
制
度
の
改
革
案
の
中
心
に
据

え
ら
れ
、
漸
次
的
公
有
化
構
想
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

N
V
E
門戸』
F
G
ミ
ミ
』
芝
円
町
公
定
弘
司
的
円
九
日
的
史
的
言

3
号、
F
H
V釦
「
戸
間

U
S
E
-
E
2
・円超

円

ω
印l
H
A
E
-

も
っ
と
も
、
こ
れ
が
プ
ル

l
ド
ン
の
見
解
の
変
化
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

3 

普
仏
戦
争
時
の
家
賃
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
措
置
と
そ
の
決
済
問
題

一
八
七

O
年
七
月
一
九
日
、

フ
ラ
ン
ス
政
府
が
プ
ロ
イ
セ
ン
に
宣
戦
布
告
を
行
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
普
仏
戦
争
が
勃
発
し
た
。
こ
こ

か
ら
、
セ
ダ
ン
会
戦
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
箪
の
敗
北
、
帝
政
の
崩
壊
・
共
和
政
の
宣
言
と
国
防
臨
時
政
府
の
成
立
(
一
八
七

O
年
九
月
四
日
)
、

ド
イ
ツ
軍
に
よ
る
パ
リ
包
囲
攻
撃
(
一
八
七

O
年
九
月
一
八
日
か
ら
開
始
)

と
休
戦
条
約
調
印
ご
八
七
一
年
一
月
二
八
日
)
、
保
守
派
主

体
の
国
民
議
会
と
テ
ィ
エ

l
ル
を
首
班
と
す
る
政
府
の
成
立

(
二
月
)
、

ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ

l
ヌ
地
方
の
割
譲
と
い
う
苛
酷
な
条
件
で
の
講

北法46(5・109)1241
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和
条
約
の
国
民
議
会
に
よ
る
承
認
さ
一
月
一
日
)
、

ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ

パ
リ
市
民
の
反
発
と
パ
リ
・
コ
ミ
ュ

l
ン
成
立
宣
言
(
一
二
月
二
八
日
)
、

に
移
転
し
て
き
た
テ
ィ
エ

l
ル
政
府
に
よ
る
パ
リ
・
コ
ミ
ュ

l
ン
弾
圧

五
月
)
と
い
う
一
連
の
事
態
の
推
移
の
中
で
、
住
宅
賃
貸
借
の
領

ユふ
員同

域
に
お
い
て
も
、
緊
急
に
対
処
す
べ
き
い
く
つ
か
の
課
題
が
提
起
さ
れ
た
。

一
つ
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
パ
リ
市
民
の
生
活
が
撹
乱
さ
れ
る
中
で
、
な
お
か
つ
家
賃
を
そ
の
支
払
期
日
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、

と
い
う
問
題
の
処
理
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
国
防
臨
時
政
府
が
一
八
七

O
年
九
月
に
一
連
の
デ
ク
レ
を
制
定
し
て
、
家
賃
に
関
す

る
支
払
猶
予
期
限
を
付
与
し
、

ま
た
賃
借
入
に
対
す
る
立
退
請
求
の
停
止
措
置
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
基
本
的
方
向
が
確
定
し
た
。
も

う
一
つ
は
、
家
賃
支
払
猶
予
期
限
の
付
与
に
よ
っ
て
未
払
家
賃
が
累
積
し
て
い
く
中
で
、
戦
時
状
態
が
終
了
し
た
後
に
、
累
積
し
た
全
家
賃

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
あ
る
い
は
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
免
除
が
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
国
民
議
会
の
も
と
で
、
特
別
の
紛
争
処
理
機
関
の
設
置
と
家
賃
減
免
の
可
能
性
の
承
認
を
基
本
と
す
る
方
向
で
の
立
法
的
措
置
が
講
じ

ら
れ
る
が
、

そ
れ
に
至
る
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
論
者
に
よ
る
深
刻
な
議
論
が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ

l
ン
が
家
賃
全
額
免
除
措
置

を
採
択
す
る
な
ど
、
こ
の
問
題
の
処
理
を
め
ぐ
っ
て
深
刻
な
政
治
的
対
立
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
下
で
は
、
右
の
二
つ
の
問
題
を
項
を
分
け
て
順
次
検
討
し
よ
う
。
そ
れ
は
同
時
に
、
右
の
整
理
か
ら
も
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
事
態
を

ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
に
追
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
第
一
の
問
題
は
、
国
防
臨
時
政
府
の
段
階
に
、
第
二
の
問
題
は
、

そ
の
後
生
じ
る
パ
リ
・

コ
ミ
ュ

l
ン
と
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
の
政
府
お
よ
び
国
民
議
会
と
の
対
抗
の
段
階
に
、

ほ
ほ
対
応
す
る
か
ら
で
あ
る
。

)
 

噌

E
A(
 
家
賃
支
払
猶
予
期
限
の
付
与

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
に
お
い
て
は
、
期
限
の
到
来
し
た
債
務
の
弁
済
に
関
し
て
、
裁
判
官
が
「
債
務
者
の
立
場
を
考
慮
し
て
」
特
別
に
期
限

を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
「
猶
予
期
限
門
至
宝
骨
匂
U
2」
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る

(
一
二
四
四
条
二
項
)
。
こ
の
規
定
は
ま

北法46(5・110)1242 



た
、
裁
判
官
に
対
し
て
、
債
権
者
に
よ
る
訴
訟
追
行
を
停
止
す
る
権
限
も
付
与
し
て
い
る
。
債
権
者
に
よ
る
、
債
務
者
の
立
場
を
無
視
し
た

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業 (3・完)

苛
酷
な
権
利
行
使
を
緩
和
す
る
趣
旨
の
制
度
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
民
法
の
一
般
原
則
か
ら
は
外
れ
た
例
外
的
制
度
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き

(
必
)
ず
、
民
法
典
自
身
、
裁
判
官
に
対
し
て
、
そ
の
権
限
を
「
慎
重
に
宮
市
門
司
自
己
巾
芯
月

2
m」
行
使
す
べ
き
こ
と
、
付
与
さ
れ
る
期
限
は
「
控

(
M
H
)
 

え
回
虫
色
合
b

」
な
も
の
と
す
べ
き
こ
と
を
要
請
し
て
い
た
。
国
防
臨
時
政
府
は
、
そ
の
成
立
直
後
の
一
八
七

O
年
九
月
七
日
の
デ
ク
レ
に

よ
っ
て
、
①
こ
の
規
定
が
戦
争
の
期
間
中
賃
貸
人
・
賃
借
入
聞
の
家
賃
や
訴
訟
追
行
に
関
す
る
紛
争
に
も
適
用
さ
れ
る
旨
を
定
め
る
と
と
も

に
、
②
緊
急
の
場
合
に
は
、
裁
判
所
長
が
執
行
力
を
有
す
る
急
速
審
理
命
令

(
O
E
O
口
E
口
円
巾
母
芯
ぽ
芯
)

に
よ
っ
て
裁
判
を
言
い
渡
す
こ

と
が
で
き
る
旨
を
定
め
た
。
家
賃
債
務
に
つ
い
て
も
民
法
典
一
二
四
四
条
二
項
の
適
用
が
あ
る
こ
と
は
判
例
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か

ら
、
①
の
措
置
は
、
そ
れ
を
改
め
て
確
認
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
賃
借
入
を
啓
蒙
す
る
以
上
の
意
義
を
有
し
な
か
っ
た
。
他
方
、
②
の
措
置
は
、

戦
争
勃
発
に
伴
っ
て
こ
の
種
の
申
し
立
て
が
増
加
す
る
こ
と
を
見
越
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
最
初
の
デ
ク
レ
に
お
い
て
は
、
猶
予
期
間
の
付
与
を
あ
く
ま
で
例
外
的
な
も
の
と
捉
え
る
民
法
典
一
二
四
四
条
二
項

の
基
本
的
考
え
方
が
維
持
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

一
八
七

O
年
九
月
一
八
日
に
始
ま
っ
た
ド
イ
ツ
箪
の
パ
リ

包
囲
と
そ
れ
に
よ
る
パ
リ
に
お
け
る
産
業
活
動
と
生
活
の
混
乱
は
、

そ
の
よ
う
な
限
定
的
な
考
え
方
に
基
づ
く
処
理
を
不
十
分
な
も
の
と
し

た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
国
防
臨
時
政
府
に
よ
る
第
二
の
デ
ク
レ
が
制
定
さ
れ
る
。
パ
リ
慣
行
に
お
い
て
年
四
回
あ
る
家
賃
支
払
期
日
の
一

(
必
)

(
慣
行
上
の
支
払
猶
予
を
考
慮
す
れ
ば
一

O
月
八
日
ま
た
は
一
五
日
)
を
目
前
に
し
て
制
定
さ
れ
た
一
八
七

O
年
九

つ
で
あ
る
一

O
月
一
日

月
三

O
日
の
デ
ク
レ
が
そ
れ
で
あ
る
。

北法46(5・1ll)1243 

」
の
デ
ク
レ
は
、

一
O
月
一
日
を
支
払
期
日
と
す
る
家
賃
支
払
い
、

お
よ
び
そ
れ
以
前
に
支
払
期
日
が
到
来
し
た
が
い
ま
だ
支
払
い
が
な

い
家
賃
の
支
払
い
に
つ
い
て
、
「
セ

l
ヌ
県
の
住
民
で
あ
る
賃
借
入
で
猶
予
期
限
付
与
に
訴
え
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
申
述
す
る
者
」
に

対
し
て
、
三
カ
月
の
期
限
を
付
与
す
る
も
の
と
定
め
た

(
一
条
)

0

「
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
申
述
す
る
」
と
い
う
要
件
が
ど
の
程
度
厳
格
な



説

き
わ
め
て
例
外
的
な
場
合
に
限
定
さ
れ
た
裁
判
官
に
よ
る

(
日
明
)

猶
予
期
限
の
付
与
と
い
う
民
法
典
の
考
え
方
と
は
異
な
る
考
え
方
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
他
方
、
先
の
九
月
七
日
デ
ク
レ

も
の
に
な
る
か
は
実
際
の
運
用
に
か
か
る
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
こ
こ
で
、

自命

が
フ
ラ
ン
ス
全
土
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
九
月
三

O
日
デ
ク
レ
は
、
右
の
規
定
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
セ
ー

ヌ
県
と
い
う
限
定
さ
れ
た
地
域
を
対
象
に
し
た
。
同
デ
ク
レ
の
前
文
は
、

そ
の
考
え
方
を
き
わ
め
て
よ
く
示
し
て
い
る
。
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。
「
政
府
は
、

パ
リ
包
囲
が
商
業
関
係
を
断
ち
切
り
、
労
働
を
停
止
さ
せ
、

そ
の
こ
と
自
体
に
よ
っ
て
賃
金
と
収
入
の
源
を
調
ら
せ
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
、
祖
国
防
衛
に
そ
の
全
精
力
を
注
ぎ
込
ん
で
い
る
市
民
は
、

一
時
的
に
、
破
滅
的
で
無
益
な
訴
訟
追
行
か
ら
解
放
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
以
下
の
デ
ク
レ
を
制
定
す
る
:
:
:
」
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
責
任
に
帰
す
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ
っ

て
収
入
減
少
を
被
っ
た
賃
借
入
保
護
と
い
う
衡
平
上
の
要
請
、
祖
国
防
衛
に
携
わ
る
者
の
保
護
と
い
、
つ
愛
国
主
義
的
観
点
か
ら
の
要
請
が
こ

の
措
置
の
根
拠
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
、

か
か
る
根
拠
付
け
が
妥
当
す
る
地
域
で
あ
っ
た
パ
リ
に
デ
ク
レ
の
適
用
が
限
定
さ
れ

る
の
は
、
当
然
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
九
月
三

O
日
デ
ク
レ
は
、
「
猶
予
期
限
付
与
に
訴
え
る
必
要
性
の
申
述
」
を
三
カ
月
の
期
限
付
与
の
要
件
に
す
る
わ
け

で
あ
る
が
、
こ
の
申
述
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
誰
に
対
し
て
行
な
う
か
に
つ
い
て
は
、
特
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
こ
で
、
実
際

に
は
家
賃
支
払
能
力
の
あ
る
賃
借
人
が
賃
貸
人
に
口
頭
で
右
の
必
要
性
を
申
し
立
て
て
家
賃
支
払
い
を
拒
否
す
る
よ
う
な
事
態
が
、
少
な
か

ら
ず
生
じ
た
と
い
う
。
ま
た
、
同
デ
ク
レ
は
、

一
O
月
一
日
の
家
賃
支
払
期
日
に
賃
借
入
が
猶
予
期
限
を
得
た
上
で
賃
貸
借
契
約
の
解
約
申

入
れ
を
行
な
い
1
1
|
あ
る
い
は
賃
貸
人
か
ら
解
約
申
入
れ
を
受
け
て
|
|
立
ち
退
く
よ
う
な
場
合
に
、
賃
貸
人
が
賃
借
入
に
よ
る
家
具
の

搬
出
に
異
義
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
か

(
灯
)

ら
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
総
じ
て
、
九
月
三

O
日
デ
ク
レ
に
は
、
そ
れ
が
急
い
で
制
定
さ
れ
た
ゆ
え
か
、
立
法
技
術
上
の
不
十
分
性
が
少

な
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
を
補
完
す
る
た
め
に
さ
ら
に
制
定
さ
れ
た
の
が
、
同
年
一

O
月
九
日
の
デ
ク
レ
で
あ
る
。

(
猶
予
期
限
後
の
家
賃
支
払
い
に
つ
い
て
家
具
が
重
要
な
担
保
と
な
る
)
、

の
問
題
に
も
何

北法46(5・112)1244 



こ
の
一

O
月
九
日
デ
ク
レ
は
、
①
所
有
者
と
賃
借
入
と
の
間
に
争
い
が
あ
る
場
合
に
は
、
右
の
「
申
述
」
は
、
「
治
安
裁
判
官
吉
岡
巾
号
宮
-
H
」

(
一
条
)
、
②
解
約
申
入
れ
に
基
づ
く
賃
借
入
の
立
退
の
場
合
に
は
、
裁
判
官
は
、
状
況

の
面
前
で
な
さ
れ
、
登
録
簿
に
記
載
さ
れ
る
こ
と

に
従
っ
て
、
家
賃
不
払
い
が
あ
る
場
合
で
も
、
家
具
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
搬
出
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

条

な
ど
を
定
め
、

九
月
三

O
日
デ
ク
レ
の
解
釈
上
の
不
明
確
な
点
を
解
消
し
た
。
こ
の
デ
ク
レ
は
ま
た
、
③
一

O
月
一
日
か
ら
の
賃
貸
借
期
間
に
つ
い
て
な
さ

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業 (3・完)

れ
た
解
約
申
入
れ
の
効
力
発
生
を
賃
貸
借
期
間
一
期
分
だ
け

(
す
な
わ
ち
翌
年
一
月
一
日
ま
で
)
先
送
り
す
る
と
い
う
、
実
質
的
に
は
賃
貸

借
期
間
延
長
に
相
当
す
る
措
置
を
導
入
す
る
と
と
も
に

(
三
条
)
、
す
で
に
解
約
申
入
れ
の
上
で
他
の
賃
借
入
に
賃
貸
が
な
さ
れ
て
い
る
場

(
必
)

(
四
条
)

0

合
に
つ
い
て
の
両
賃
借
人
間
の
調
整
に
関
す
る
規
定
を
設
け
た

一
八
七

O
年
一

O
月
一
日
を
支
払
期
日
と
す
る
家
賃
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
基
本
的
に
は
広
く
猶
予
期
限
付
与
を
認
め
る
方
向
で
立

ま
た
は
八
日
な
い
し
一
五
日

法
的
対
処
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
次
の
家
賃
支
払
期
日
で
あ
る
一
八
七
一
年
一
月
一
日

を
品
別
に
し

て
問
題
が
再
燃
し
た
。
放
置
す
る
な
ら
ば
、
賃
借
入
は
、
二
期
分
の
家
賃
支
払
い
を
な
す
べ
き
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

ツ
軍
の
パ
リ
包
囲
に
伴
う
困
難
な
状
況
は
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
解
決
す
る
ど
こ
ろ
か
ま
す
ま
す
悪
化
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
事
情
か
ら

す
れ
ば
、

一
八
七
一
年
一
月
一
日
を
支
払
期
日
と
す
る
家
賃
に
つ
い
て
も
猶
予
期
限
の
付
与
を
認
め
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ
っ
た
。
そ
の
措

置
を
講
じ
た
の
が
、

一
八
七
一
年
一
月
三
日
の
デ
ク
レ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
デ
ク
レ
は
、
単
に
そ
れ
ま
で
の
措
置
を
一
月
一
日
の
支
払
期

日
に
適
用
す
る
の
で
は
な
く
、
①
争
い
が
あ
る
場
合
に
行
な
わ
れ
る
治
安
裁
判
官
の
面
前
で
の
申
述
に
関
し
て
、
賃
借
入
本
人
の
出
頭
義
務

(
二
条
)
、
②
賃
借
入
が
家
賃
を
支
払
え
る
状
態
に
あ
る
こ
と
の
立
証
を
所
有
者
に
認
め
る

条

な
ど
、
全
体
と
し
て
は
所

を
{
疋
め
る

有
者
の
利
益
を
考
慮
す
る
方
向
で
の
一
定
の
修
正
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
③
手
続
的
に
は
、
家
賃
支
払
い
に
関
し
て
、
紛
争
の
金
額
如

g 何
E を
Z 問
自わ

5 ず
2: t口
(l)子寸.

S義
苦虫
ul "" 

FZ の
日49管
~ ~轄

裁権
判限
をを
行認
なめ
つ fこ
t二s
日こ

さと
疋三

め
ら
れ
た

と

(
四
条
)
、
治
安
裁
判
官
は
家
賃
紛
争
に
関
し
て
「
衡
平
に
基
づ
く
調
整
者
と
し
て

(
五
条
)

も
注
目
さ
れ
る
。

ド
イ

北法46(5・113)1245 



説

以
上
の
家
賃
に
関
す
る
猶
予
期
限
付
与
の
意
義
に
関
し
て
、
あ
る
論
者
は
、
基
本
的
に
民
法
典
一
二
四
四
条
二
項
の
適
用
で
あ
っ
て
、
そ

(
印
)

と
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、

れ
を
司
法
官
に
よ
る
現
実
の
実
効
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
も
と
で
行
な
う
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
、

..U}.. 
t岡

民
法
典
一
二
四
四
条
二
項
に
基
づ
く
猶
予
期
限
の
付
与
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
債
務
者
の
個
人
的
事
情
に
着
目
し
つ
つ
裁
判
官
よ

っ
て
例
外
的
に
付
与
さ
れ
る
救
済
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
防
臨
時
政
府
の
一
連
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
猶
予
期
限
付
与
の

要
件
は
、
前
述
の
よ
う
に
大
幅
に
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
基
本
的
考
え
方
の
点
で
は
た
し
か
に
賃
借
入
の
支
払
能
力
に
応
じ
て
個
別

に
付
与
さ
れ
る
と
い
う
個
人
的
・
主
観
的
な
性
格
を
な
お
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
戦
争
と
パ
リ
包
囲
に
伴
う
収
入
状
態
の
撹
乱
が
パ
リ
市

民
に
つ
い
て
一
般
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

獲
得
し
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、

そ
れ
は
単
に
主
観
的
事
情
に
基
づ
く
救
済
と
い
う
に
止
ま
ら
な
い
客
観
的
に
性
格
を

(
日
)

そ
れ
を
希
望
す
る
賃
借
入
に
は
ほ
ぼ
例
外
な
く
こ
の
救
済
措
置
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
と

す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
、
民
法
典
の
制
度
を
超
え
た
、

よ
り
一
般
的
・
客
観
的
な
家
賃
に
関
す
る
猶
予
期
限
の
付
与
H
家
賃
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
措

置
の
実
施
を
語
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

国
防
臨
時
政
府
の
も
と
で
の
家
賃
猶
予
期
限
の
付
与
は
、
以
上
の
よ
う
に
民
法
典
の
枠
を
踏
み
出
す
性
質
の
賃
借
入
救
済
措
置
と
見
ら
れ

る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
措
置
に
対
す
る
強
国
な
反
対
論
は
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
草
に
よ
る
パ
リ
包
囲
と
い
う
異
常
事
態

(
臼
)

の
も
と
で
、
但
国
防
衛
に
携
わ
る
者
の
保
護
と
い
う
大
義
名
分
の
前
に
、
所
有
者
層
も
あ
え
て
批
判
を
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、

猶
予
期
限
付
与
に
よ
っ
て
累
積
し
て
い
く
家
賃
の
減
免
は
問
題
の
性
格
を
異
に
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

き
わ
め
て
激
し
い
議
論
が
生
じ

た。
(
日
)
「
普
通
法
に
対
す
る
重
大
な
適
用
除
外
」

(2
∞E
E

Z
・
ha童
話
母
弘
、
ミ

2
2ミ
苦
お
れ

2
p
h
E
S
S
E
2
ミ
言
。
E
h
Q
H
S
F
H
V
R
F
〉
見
。

5

認
さ
-
S
C
A
P
E
-
呂
町

1ω2・
)
、
「
そ
れ
は
契
約
の
法
律
を
侵
害
す
る
」
(
宮
山
「
2
一-
v
E
Z
O「
2
C
E
G
B
m弓
何
回
ブ
吋

E
h
h
h
v
S之
さ
司
令
弘
さ
と
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2
3之
さ
三
日
H
F
Z
自巾吋・

2
コ
印
・
「
の
り

]--Ez--)ω
日
∞
)
な
ど
と
評
価
さ
れ
る
。

(
叫
)
た
だ
し
、
か
か
る
限
定
的
考
え
方
は
、
そ
の
後
一
九
三
六
年
三
月
二
五
日
の
法
律
に
よ
る
一
二
四
四
条
二
項
の
改
正
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
、

現
在
で
は
そ
の
よ
う
な
規
定
は
存
在
し
て
い
な
い
。

(
釘
)
パ
リ
に
お
け
る
賃
貸
借
期
間
と
家
賃
支
払
期
に
関
す
る
慣
行
は
、
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
一

2
凶
、
本
誌
四
六
巻
三
号
五
八
j
五

九
頁
参
照
。

(
必
)
同
時
代
の
あ
る
法
律
家
は
、
「
債
務
者
の
単
な
る
申
述
が
裁
判
官
の
決
定
に
置
き
換
え
ら
れ
た
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
こ
で
は
「
ま
っ
た
く
新

し
い
原
則
」
が
導
入
さ
れ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
問
。
己

Ezuえ
O
E沼
田
〉
戸
伝
言
問
暗
号
弘
司
』
∞

36』
ミ
ド
ト
晶
、

3
3号
、
室
吾
ミ
守
的
H
h
管
内
こ
白

町
田
喜
吉
宗
ミ
・

3
5・
E
3
2
5
号

-
E

月
間
〈
完
且
ピ
ニ

2
3
5
5
-
5
2
-
3
N
N
ω
c・
に
全
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る

E
E印
互
号
ぐ
戸

E
E
C〈
開
の
論
説
参
照
(
該
当
箇
所
は
、
官
官
)
。
な
お
、
円
以
釦
】
}
}
田
三
号

5
F
E
Z
E〈
同
は
、
。
白

N
E
Z
己
巾
出
叶
コ

σ
5
2
H
紙
の
編
集
者
で
も
あ

る
弁
護
士
で
あ
る
。

(
幻
)
こ
れ
ら
九
月
三

O
日
デ
ク
レ
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
何
'
U
2
2
2
0玄
O
百
三
国
〉
戸
包
も
戸
ぎ
な
ミ
ミ
匂
司
∞
ー
ニ
が
詳
細
で
あ
る
。

(
川
崎
)
ま
ず
、
治
安
裁
判
官
の
面
前
で
の
勧
解
手
続
が
行
な
わ
れ
、
こ
れ
で
合
意
が
整
わ
な
い
場
合
に
は
、
区
長
は
、
当
該
区
に
存
在
す
る
空
き
家

の
中
か
ら
、
立
退
賃
借
入
ま
た
は
新
賃
借
人
が
占
用
す
べ
き
住
宅
を
指
定
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
る
も
の
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
空
き

家
の
所
有
者
は
、
区
長
の
指
定
に
基
づ
い
て
特
定
の
賃
借
入
を
入
討
さ
せ
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
所
有
権
と
契
約
(
締
結
)
の

自
由
に
対
す
る
侵
害
を
含
む
も
の
と
い
わ
さ
る
を
え
ず
、
こ
の
時
期
と
し
て
は
大
胆
な
拍
車
慌
の
導
入
で
あ
る
。

(
却
)
合
呂
田

F
r
g昌司
D

凹】門

2
「
〉
と
は
、
仲
裁
契
約
に
よ
っ
て
「
衡
平
」
に
基
づ
く
紛
争
解
決
を
委
ね
ら
れ
た
仲
裁
人
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
強
行

法
規
を
除
い
て
法
規
範
を
遵
守
す
る
義
務
を
負
わ
ず
、
通
常
で
あ
れ
ば
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
規
範
を
排
除
す
る
権
限
を
有
す
る
仲
裁
人
で
あ
る
。

〉印
M
0
2
白巴
C

ロ
田
町
ロ
コ
(
U
E
宮

g
ロ
?
て
。
2
H
F
ミ
三
苫
K
N
ミ
ミ
ミ
E
Y
司E
Z

戸
品
目
。
=
凹
-
出
己
弓
巾
円
片
目
。
ロ
【
同
町
の
か
「
白
『
【
H
n
o目
zc-ω
巾
貯
【
「
句
【
]
・
明
，
J

戸市山匂
N
-

古
品
匂
・
や
』

参
照
。
本
文
の
場
合
に
は
、
治
安
裁
判
官
が
所
有
者
と
賃
借
人
の
合
意
に
基
づ
く
選
任
を
受
け
て
紛
争
解
決
に
当
た
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、

仲
裁
人
で
は
な
く
、
そ
の
意
義
を
汲
ん
で
仮
に
寸
衡
平
に
基
づ
く
調
整
者
」
と
訳
し
て
お
く
。

(印

)
E
Z
}
(
U
P
E
m
-
hむ
き
な
な
望
号
こ
号
、
ヨ
ミ

E
hミ
ミ
n
k
w
E
『恒三

s
k
hむな宮崎
h
k
s
~
。
言
言
者
的
ミ
弘
司
M

Y
も
3
句、町三尽
M
t
.ロ
マ
な
』
白
』

2・
言
t
h円
高
円
伯
母

ζ
之
内
こ
同
師
、
之
内
た
室
町
白
色
。
昆
さ
I
H

句
P
2
2
?
の
-
m
C
E
凶門担

P
E
E
-
℃
立
な
お
、
司
法
官
と
し
て
具
体
的
に
は
治
安
裁
判
官
が
そ
の
任
に

当
た
る
も
の
と
さ
れ
る
の
は
、
治
安
裁
判
官
の
も
と
で
の
手
続
が
最
も
迅
速
で
あ
り
、
か
っ
、
最
も
安
価
だ
か
ら
で
あ
る

北法46(5・115)1247 



説

(
日
)
同
時
代
人
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
支
払
期
日
に
家
賃
を
支
払
っ
た
賃
借
入
は
、
全
体
の
一
O
%
か
ら
一
五
%
程
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
同
じ
著
者
に
よ
れ
ば
、
治
安
裁
判
官
の
書
記
課
を
調
査
す
る
と
、
賃
借
入
の
申
述
に
対
し
て
、
所
有
者
が
一
O
月
九
日
デ
ク
レ
に
よ
っ

て
認
め
ら
れ
た
異
義
申
立
権
を
行
使
す
る
こ
と
も
少
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
。
こ
の
場
合
に
行
な
わ
れ
る
申
述
の
登
録
が
少
な
い
の

で
あ
る

0
3己
Z
E
母
ざ
辛
口
2
〈
巾
喝
さ
U
E・
5
丹

市

(

色

)

ヨ

古

N

吋
・
ま
た
、

Q
g『
宮
∞
〉
戸
。
円
三
¥
浮
き
な
へ

E
ト
宅
十
日
も
参
照
。

(
臼
)
〈
。
q
a
H山
口
己
同
〉
Z
U
玄
O
ヨ
呂
田
〉
己

-
E
V
5・
5
R
E
S
-
官
官

H
N
t
H
ω

三'b-
d冊

凶
累
積
家
賃
の
決
済
方
式
を
め
ぐ
る
対
抗

山
門
家
賃
減
免
要
求
と
パ
リ
・
コ
ミ
ュ

l
ン

家
賃
支
払
い
に
対
す
る
猶
予
期
限
の
付
与
は
、
あ
く
ま
で
家
賃
債
務
に
関
す
る
期
限
許
与
に
す
ぎ
ず
、
許
与
さ
れ
た
期
限
が
到
来
す
れ
ば

そ
れ
を
支
払
う
の
が
当
然
の
原
別
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
伝
統
的
な
法
理
論
に
依
拠
す
る
限
り
、
家
賃
の
減
免
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
都
市
民
衆
は
、
こ
の
時
期
に
数
多
く
発
刊
さ
れ
た
地
域
的
新
聞
な
ど
の
手
段
を
活
発
に
利
用
し
つ
つ
、

か
か
る
伝
統
的

法
理
論
の
適
用
を
否
定
し
て
家
賃
の
減
額
さ
ら
に
は
全
面
的
な
免
除
を
要
求
し
た
。
そ
れ
で
は
、

そ
の
正
当
化
の
論
拠
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ

た
か
。
論
者
に
よ
っ
て
重
点
の
違
い
は
あ
る
が
、

そ
の
論
拠
を
最
大
公
約
数
的
に
ま
と
め
れ
ば
、
戦
時
の
困
難
な
経
済
状
況
の
中
で
賃
借
入

層
は
そ
の
収
入
の
多
く
の
部
分
を
失
っ
た
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
所
有
者
だ
け
が
家
賃
の
形
で
収
入
を
確
保
す
る
と
す
れ
ば
不
当
で
あ

り
、
所
有
者
も
ま
た
全
体
的
な
困
難
性
を
分
担
す
べ
き
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
論
者
に
よ
っ
て
は
、
祖
国
防
衛
と
い
う

(
臼
)

が
付
け
加
え
ら
れ
た
。
要
す
る
に
、

崇
高
な
課
題
遂
行
に
際
し
て
所
有
者
層
が
取
っ
た
行
動
に
対
す
る
批
判
(
た
と
え
ば
パ
リ
か
ら
の
逃
亡
)

こ
こ
で
は
、
賃
借
入
の
収
入
喪
失
が
重
要
視
さ
れ
、
所
有
者
層
の
行
動
へ
の
批
判
を
媒
介
と
し
て
、
賃
借
入
の
収
入
喪
失
と
い
う
リ
ス
ク
を

所
有
者
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
右
の
論
拠
か
ら
す
れ
ば
、
賃
借
入
層
の
す
べ
て
に
つ
い
て
家
賃
の
減
額
ま
た
は
そ
の
免
除
を
認
め
る
べ
き
と
い
う
こ
と
に
は

(
M
)
 

必
ず
し
も
な
ら
な
い
。
賃
借
入
層
の
中
に
は
、
戦
争
に
も
か
か
わ
ら
ず
収
入
を
維
持
し
え
た
者
も
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

家
賃
減
免
を
求
め
る
に
し
て
も
、
賃
借
人
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
応
じ
て
扱
い
方
を
変
え
る
と
い
う
考
え
方
が
提
示
さ
れ
る
の
は
、
十
分
に
理
解

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業(3・完)

し
う
る
も
の
と
い
え
る
。
実
際
に
、

一
八
七
一
年
に
出
版
さ
れ
た
あ
る
匿
名
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
労
働
者
階
級
に
属
す
る
賃
借
入

小
規
模

な
手
工
業
者
や
労
働
者
は
戦
争
の
影
響
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
収
入
の
途
を
断
た
れ
た
)

や
そ
の
他
の
収
入
を
断
た
れ
た
賃
借
入
層
(
た
と
え

ば
上
演
禁
止
措
置
を
受
け
た
劇
場
な
ど
)

に
つ
い
て
は
家
賃
全
額
の
免
除
を
、

工
業
者
や
商
人
が
賃
借
入
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
家
賃
の

減
額
を
認
め
、

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
賃
貸
借
の
賃
借
入

(
と
く
に
固
定
的
収
入
を
確
保
さ
れ
て
い
る
ラ
ン
チ
エ
層
が
賃
借
人
で
あ
る
場
合
)
や

高

級
公
務
員
、
戦
争
で
む
し
ろ
利
益
を
受
け
た
食
料
品
庖
主
な
ど
に
つ
い
て
は
単
な
る
猶
予
期
限
の
付
与
に
と
ど
め
て
家
賃
減
免
を
否
定
す
る
、

(
日
)

と
い
う
解
決
案
を
提
示
し
て
い
る
。

一
八
七
一
年
三
月
二
六
日
に
パ
リ
市
議
会
の
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
同
月
二
八
日
に
パ
リ
・
コ
ミ
ュ

l
ン
の
宣
言
が
行
な
わ
れ
た
直
後
、
家

賃
問
題
に
関
す
る
デ
ク
レ
案
が
コ
ミ
ュ

l
ン
議
会
の
特
別
委
員
会
で
朗
読
さ
れ
、
直
ち
に
採
択
さ
れ
た
。
一
八
七
一
年
三
月
二
九
日
の
デ
ク

(
日
)

レ
で
あ
る
。
こ
の
対
応
の
迅
速
性
自
体
に
、
当
時
の
具
体
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
も
と
で
の
問
題
の
重
要
性
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の

デ
ク
レ
は
、
①
一
八
七

O
年
一

O
月

四
月
の
三
期
分
の
家
賃
の
一
般
的
な
免
除
を
定
め
、
こ
の
間
支
払
わ
れ
た
家
賃

は
将
来
の
賃
貸
借
期
間
の
家
賃
に
充
当
さ
れ
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
(
一
条
、
二
条
)
、
②
同
デ
ク
レ
か
ら
六
カ
月
間
、
賃
借
入
側
か
ら

一
八
七
一
年
一
月
、

の
賃
貸
借
契
約
の
一
方
的
告
知
権
を
認
め

(
四
条
)
、
他
方
で
、
③
賃
貸
人
か
ら
の
解
約
申
入
れ
に
つ
い
て
は
、
賃
借
入
の
請
求
が
あ
れ
ば
、

北法46(5・117)1249 

そ
の
効
果
発
生
が
三
カ
月
間
延
期
さ
れ
る
も
の
と
定
め
た

(
五
条
)
。
こ
の
時
期
の
都
市
民
衆
の
要
求
を
全
面
的
に
認
め
た
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
デ
ク
レ
の
前
文
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
パ
リ
・
コ
ミ
ュ

l
ン
は
、
労
働
、

工
業
お
よ
び
商
業
が
戦
争
の
す
べ
て
の
負
担
に
任
じ
て

い
る
こ
と
、
所
有
権
が
祖
国
に
対
し
て
そ
の
犠
牲
を
分
担
す
る
こ
と
が
正
義
に
か
な
う
こ
と
に
鑑
み
、
以
下
の
デ
ク
レ
を
制
定
す
る
:
:
:
」
。



5見

こ
の
論
拠
も
ま
た
、
都
市
民
衆
岡
崎
の
主
張
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
他
方
で
、
こ
の
デ
ク
レ
は
、
賃
借
入
一
般
を
対
象
に
す
る
家
賃
免
除
を
定
め
、

そ
の
中
で
の
区
別
を
設
け
て
い
な
い
。
こ
の
点
に

~b. a岡

つ
い
て
は
、
基
本
的
に
都
市
民
衆
の
立
場
に
立
つ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
も
、
す
べ
て
の
賃
借
入
に
対
し
て
一
括
し
て
付
与
さ
れ
る
家
賃
免

除
は
正
義
に
反
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
の
批
判
が
あ
っ
た
。
裕
福
な
、
と
き
と
し
て
所
有
者
よ
り
も
裕
福
な
賃
借
入
、
戦
争
で
む
し
ろ
巨
額

の
利
益
を
得
た
よ
う
な
商
人
、
工
業
者
に
対
し
て
、
九
カ
月
の
家
賃
免
除
と
い
う
「
豪
勢
な
贈
り
物

5
宮
工
包
E
C」
を
す
る
必
要
が
あ
る

(
貯
)

の
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
パ
リ
・
コ
ミ
ュ

l
ン
の
右
の
措
置
が
、
迅
速
に
作
業
を
行
な
う
必
要
性
に
規
定
さ
れ
た
立
法
技
術
上
の
問
題
点

(
お
)

そ
れ
以
上
の
何
ら
か
の
積
極
的
意
図
を
含
む
の
か
は
、
現
在
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

に
す
ぎ
な
い
の
か
、

川
家
賃
減
免
否
定
論

以
上
の
よ
う
な
家
賃
減
免
論
の
展
開
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
所
有
者
層
か
ら
の
反
撃
を
招
い
た
だ
け
で
な
く
、
伝
統
的
法
理
論
に
忠
実

な
論
者
に
よ
る
反
論
を
惹
起
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
民
法
典
の
原
則
に
従
え
ば
、
認
め
ら
れ
る
の
は
猶
予
期
限
の
付
与
ま
で
で
あ
っ
て
、

期
限
を
許
与
さ
れ
た
家
賃
債
務
に
つ
い
て
の
減
額
な
い
し
免
除
は
問
題
に
な
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

反
対
論
者
は
、

ま
ず
合
意
尊
重
原
則
を
遵
守
す
べ
き
こ
と
を
改
め
て
強
調
す
る
。
あ
る
論
者
に
よ
れ
ば
、
「
契
約
の
絶
対
的
自
由
」
は
、

「
そ
れ
な
く
し
て
は
い
か
な
る
社
会
も
成
り
立
た
ず
、
す
べ
て
の
者
が
将
来
の
た
め
に
同
意
す
る
で
あ
ろ
う
道
徳
上
の
規
範
『

Z
Z
号

Boz-巾
」
な
の
で
あ
り
、
仮
に
家
賃
免
除
を
認
め
た
と
す
る
と
、
「
そ
れ
は
不
正
義
を
な
す
こ
と
に
な
る
に
止
ま
ら
ず
、
労
働
の
回
復
と
、

(
日
)

信
用
の
源
で
あ
る
信
頼
の
回
復
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
。
他
方
、
別
の
論
者
は
、
賃
貸
不
動
産
と
い
う
財
産
は
多
く
の
場
合
所

有
者
の
労
働
に
基
づ
く
節
約
か
ら
形
成
さ
れ
た
こ
と
、

と
く
に
パ
リ
に
お
い
て
は
家
賃
以
外
に
収
入
の
手
段
を
持
た
な
い
所
有
者
が
多
い
こ

と
、
経
済
恐
慌
の
時
期
に
は
不
動
産
所
有
権
が
租
税
収
入
の
重
要
な
要
素
と
な
る
こ
と
な
ど
、
不
動
産
所
有
権
を
保
護
す
べ
き
政
策
論
的
基

(ω) 

礎
付
け
を
展
開
す
る
。
さ
ら
に
、
賃
借
入
層
が
家
賃
免
除
論
の
重
要
な
根
拠
と
し
た
、
祖
国
防
衛
に
つ
い
て
の
所
有
者
の
消
極
的
役
割
(
パ
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リ
か
ら
の
逃
亡
:
:
:
)

に
つ
い
て
も
、
現
実
に
は
少
な
く
な
い
所
有
者
が
祖
国
の
た
め
に
戦
っ
て
い
る
、

(
臼
)

と
の
反
論
が
対
置
さ
れ
た
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
家
賃
減
免
否
定
論
に
お
い
て
も
、
累
積
し
た
家
賃
を
賃
借
入
が
支
払
う
こ
と
の
事
実
上
の
困
難
性
は
十
分
に
意
識

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
困
難
性
を
緩
和
す
る
た
め
の
方
策
も
同
時
に
提
案
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
例
に
な
ら
っ

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業(3・完)

て
、
十
二
回
の
家
賃
支
払
い
期
に
わ
た
っ
て
支
払
わ
れ
て
い
く
未
決
手
形

S
F丹
田

市

ロ

印

。

旦

{

『

包

円

巾

)

を
振
り
出
す
構
想
(
三
カ
月
毎
に
十

(

何

回

)

二
回
に
わ
た
っ
て
支
払
わ
れ
て
い
く
か
ら
、
結
局
三
年
を
か
け
て
累
積
家
賃
の
全
額
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
)
、
国
と
パ
リ
市
を
出
資
者
と

す
る
資
本
金
二

0
0
0
万
フ
ラ
ン
の
特
別
の
金
融
機
関
を
期
間
を
限
定
し
て
(
三
年
間
)
創
設
し
、
賃
借
入
が
振
り
出
し
た
所
有
者
当
て
の

(
臼
)

手
形
を
こ
こ
で
割
り
引
く
構
想
(
金
融
機
関
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
有
者
の
家
賃
回
収
が
よ
り
確
実
に
な
ろ
う
)
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
後
者
の
構
想
に
お
い
て
は
、
賃
借
入
が
ど
う
し
て
も
累
積
家
賃
を
支
払
え
な
い
場
合
に
は
、

パ
リ
市
が
そ
の
負
担
を
引
き
受
け

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、

い
わ
ば
公
共
団
体
へ
の
負
担
転
嫁
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

判
民
法
上
の
家
賃
減
免
の
可
能
性

と
こ
ろ
で
、
家
賃
減
免
否
定
論
は
、
基
本
的
に
は
伝
統
的
な
私
法
理
論
に
忠
実
な
立
場
を
採
る
わ
け
で
あ
る
が
、
民
法
典
自
体
の
中
に
も
、

実
は
家
賃
の
減
免
を
可
能
に
す
る
規
定
が
あ
る
。
す
で
に
住
宅
賃
貸
借
の
法
構
造
を
分
析
し
た
際
に
も
触
れ
た
制
度
で
あ
る
が
、
不
可
抗
力

に
よ
る
賃
借
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
段
損
の
場
合
に
お
け
る
契
約
解
除
ま
た
は
賃
料
減
額
請
求
権
を
認
め
る
一
七
二
二
条
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
、
こ
の
規
定
に
基
づ
く
家
賃
の
減
免
請
求
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

(
似
)

パ
ヨ
が
い
る
。
彼
は
、

ま
ず
ケ

l
ス
を
大
き
く
二
つ
に

北法46(5・119)1251 

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
累
積
家
賃
の
決
済
問
題
を
検
討
し
た
論
者
と
し
て
、

分
け
る
。
①
賃
借
入
が
戦
争
の
影
響
で
そ
の
個
人
的
収
入
を
減
少
さ
せ
て
い
る
が
、
賃
借
物
の
使
用
収
益
自
体
は
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
。

こ
の
場
合
に
は
、
結
論
的
に
は
家
賃
減
免
は
否
定
さ
れ
る
。
民
法
典
一
七
二
二
条
が
定
め
る
事
由
に
該
当
し
な
い
し
、
他
方
で
民
法
典
は
、

「
賃
借
入
が
そ
の
個
人
的
財
産
、

そ
の
工
業
・
商
業
に
お
い
て
、
不
可
抗
力
の
結
果
と
し
て
何
ら
か
の
損
失
を
被
っ
た
場
合
に
、

そ
の
債
務



説

(
℃
℃

N
H
t
N
N
)

。
②
戦
争
に
よ
っ
て
賃
借
物
の
自
由
な
使

用
収
益
が
妨
げ
ら
れ
た
場
合
。
こ
の
場
合
は
さ
ら
に
二
つ
に
細
分
さ
れ
る
。
@
一
つ
は
、
使
用
収
益
不
能
が
建
物
の
破
壊
に
よ
る
場
合
で
あ

か
ら
の
解
放
を
可
能
に
す
る
い
か
な
る
規
定
も
置
い
て
い
な
い
」
か
ら
で
あ
る

毛δ、
両岡

る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
民
法
典
一
七
二
二
条
が
予
定
し
た
ケ

l
ス
で
、
問
題
な
く
家
賃
の
減
免
が
可
能
に
な
る
。
国
土
防
衛
の
必
要
上
建
物

の
取
壊
し
が
ん
叩
じ
ら
れ
た
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る

(宅
ω

ω

N

⑦
)
。
⑥
も
う
一
つ
は
、
建
物
の
物
理
的
な
破
壊
以
外
の
事

由
で
使
用
収
益
が
不
可
能
と
な
る
場
合
で
、
た
と
え
ば
敵
軍
の
占
領
に
伴
う
立
退
強
制
、
戦
闘
の
危
険
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
立
退
な
ど
の
ケ

l

ス
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
要
す
る
に
、
建
物
の
物
理
的
破
壊
で
は
な
く
、
不
可
抗
力
に
よ
っ
て
立
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
賃
借
物
の
使
用
収
益
が

不
可
能
に
な
る
場
合
に
も
、
賃
借
人
に
家
賃
の
減
免
が
認
め
ら
れ
る
か
、

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
パ
ヨ
は
、
こ
の
問
題
は
①
お
よ
び
②
①
の

二
つ
の
場
合
よ
り
も
解
決
が
困
難
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
結
論
的
に
は
賃
借
入
に
よ
る
家
賃
減
免
請
求
を
肯
定
す
る
。

一
七
二
二
条
の
規
定
の

存
在
根
拠
は
、
建
物
破
壊
の
事
実
に
で
は
な
く
、

そ
れ
に
よ
る
賃
借
入
の
使
用
収
益
不
能
に
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
う
で
あ
れ
ば
、

賃
借
人
に
よ
る
使
用
収
益
が
不
可
抗
力
に
よ
っ
て
不
可
能
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
す
べ
て
場
合
に
同
条
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
の

で
あ
る

(℃

U

N
斗

l
N

∞・)。

右
の
見
解
を
採
る
場
合
に
さ
ら
に
問
題
に
な
る
の
は
、

そ
れ
で
は
い
か
な
る
ケ

l
ス
が
不
可
抗
力
に
よ
る
使
用
収
益
の
不
能
と
見
ら
れ
る

か
で
あ
る
。
パ
ヨ
は
、

い
く
つ
か
の
具
体
例
を
挙
げ
つ
つ
問
題
を
検
討
し
て
い
る
が

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
敵
軍
が
実
際
に

(℃
U
-
N
m
W
1
ω
]「
)
、

あ
る
街
区
を
占
領
し
て
住
民
を
排
除
す
る
よ
う
な
場
合
、
あ
る
街
区
が
戦
闘
の
舞
台
と
な
り
死
の
危
険
を
感
じ
た
住
民
が
立
き
退
く
場
合
な

ど
は
問
題
な
く
不
可
抗
力
ケ

l
ス
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
敵
軍
の
砲
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
街
区
か
ら
逃
れ
る
場
合
に
も
、
同
様
に
不
可
抗
力
ケ

l

(ω) 

ス
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
敵
軍
の
接
近
に
恐
れ
を
な
し
、
近
い
将
来
占
領
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
と
し
て
賃
借
建
物
を
立
ち
退
く
よ

う
な
ケ

l
ス
は
、

い
ま
だ
不
可
抗
力
と
は
見
ら
れ
ず
、
賃
借
入
は
引
き
続
き
家
賃
支
払
義
務
を
負
担
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。

以
上
に
紹
介
し
た
パ
ヨ
の
見
解
は
、
民
法
典
の
家
賃
減
免
制
度
に
関
し
て
何
ら
か
の
改
革
要
求
を
提
示
す
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な

北法46(5・120)1252



く
、
民
法
典
の
学
理
的
検
討
に
基
づ
い
て
当
面
す
る
問
題
の
解
決
が
ど
う
な
る
か
を
探
求
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に

は
、
民
法
典
の
家
賃
減
免
制
度
に
関
す
る
当
時
の
理
解
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
先
に
検
討
し
た
こ
の
制
度
に
関
す

る
学
説
の
展
開
(
↓
一

4
間
)
と
の
関
連
で
、
次
の
二
点
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
先
の
検
討
に
お
い
て
、
民
法
典
一
七
二
二
条
の
射
程
を
建
物
の
物
理
的
破
壊
ケ

l
ス
に
限
定
し
よ
う
と
す
る
見
解
が
一
九
世
紀

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業(3・完)

(
↓
一

4
川
付
注

(
5豆
、
本
誌
四
六
巻
三
号
九
五

l
九
六
頁
)
、
か
か
る
見
解
は
、
こ
の

時
期
に
は
い
ま
だ
一
般
化
し
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る
。
パ
ヨ
は
、
さ
ほ
ど
強
力
な
反
対
論
の
存
在
を
意
識
せ
ず
に
、
伝
統
的
見
解
に
従
っ
て
、

賃
借
入
の
使
用
収
益
が
不
可
抗
力
に
よ
っ
て
剥
奪
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
も
一
七
二
二
条
の
適
用
を
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、

工
業
・
商
業
活
動
上
の
「
収
入
」
剥
奪
ケ

l
ス
で
家
賃
減
免
を
認
め
な
い
こ
と
が
、
ほ
ぽ
自
明
の
解
決
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ

後
半
期
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
述
べ
た
が

一
九
世
紀
前
半
期
の
学
説
に
は
、
定
額
小
作
関
係
に
お
け
る
不
可
抗
力
に
よ
る
減
収
ケ

l
ス
に
つ
い
て
小
作
料

(
白
山
)

減
免
を
認
め
る
民
法
典
一
七
六
九
条
以
下
の
規
定
も
引
き
つ
つ
、
家
賃
減
免
を
認
め
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
見
解
が
一
九
世
紀
の
後
半
期

う
に
、

」
の
占
…
に
つ
い
て

に
は
批
判
さ
れ
て
く
る
こ
と
も
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、

パ
ヨ
の
論
旨
の
運
び
方
は
、

か
か
る
肯
定
論
が
こ
の
時
期
に
は
ほ
と
ん
ど
影

響
力
を
失
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(
臼
)
こ
の
時
期
の
賃
借
人
層
の
要
求
に
つ
い
て
は
、

3
2
5
E
E〈
問
問

-usa。
君
、
三
S
5
ミ
ミ
E
5
3
H師
号
』
ミ
ミ
師
、
ミ
宣
言
且
町
宮
古
問
、
夜
、
岳
・

目

ν
白
ユ
タ
噌
恒
三
回
・
守
口

5
・
5
5喝
3
・
5lNHa
の
E
司

E
Z
0・
5
∞
叶
切
さ
マ
白
喝
さ
な
「
m
C

百・

5ω
巾
片
的
ロ
ミ
・
に
豊
富
な
資
料
(
主
と
し
て
当
時
の
新
聞
)

に
基
づ
く
紹
介
が
あ
る
。
ま
た
、
当
時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
は
、
ロ
・
ζ
e
h
b

さ
な
な
吉
弘
、
こ
ミ
ミ
h
H
5
W
N
h
s
s
b
号
室
内
~
弘
、

2
5・
3『
2
・

〉回目白内

S
Z
C
D
m
E
b
g
z
々
宮
崎
『
8
E
2
5・
5
ご
-
∞

-ueZ巳
∞
「
σ印
吋

E

b・
が
、
論
拠
を
詳
細
に
述
べ
つ
つ
賃
借
入
の
要
求
を
展
開
し
て
い
る
。

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
間
題
状
況
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
「
一
方
で
、
注
文
が
途
絶
え
た
工
業
者
、
手
数
料
収
入
を

剥
奪
さ
れ
た
商
人
、
労
働
を
剥
奪
さ
れ
た
労
働
者
お
よ
び
俸
給
を
剥
奪
さ
れ
た
賃
金
取
得
者
が
お
り
(
た
だ
し
私
は
、
食
料
品
庖
主
お
よ
び
戦

北法46(5・121)1253



説

争
関
係
の
行
政
庁
か
ら
俸
給
を
受
け
て
い
た
者
を
こ
こ
か
ら
除
外
す
る
)
、
こ
の
す
べ
て
は
、
六
カ
月
間
、
乏
し
い
収
入
に
依
拠
し
て
、
ま
た
は

飢
え
死
に
を
防
ぐ
た
め
に
彼
ら
に
付
与
さ
れ
た
一
フ
ラ
ン
五

O
サ
ン
チ
ー
ム
に
依
拠
し
て
生
活
し
で
き
た
。
他
方
に
は
、
所
有
者
お
よ
び
富
裕

な
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ィ
が
お
り
、
彼
ら
は
、
あ
る
い
は
パ
リ
か
ら
逃
亡
し
、
あ
る
い
は
パ
リ
に
印
同
ま
っ
て
自
宅
で
た
め
込
ん
だ
ワ
イ
ン
、
薪
、
ハ
ム
、

じ
ゃ
が
芋
を
消
費
し
て
い
る
:
:
:
」
(
℃
℃
・
。
l

吋
)
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
工
業
者
が
、
九
カ
月
に
わ
た
っ
て
そ
の
所
有
物
で
あ
る
機
械
が
稼
働
を

停
止
し
生
産
物
が
な
い
と
い
う
状
態
を
経
験
し
た
の
と
同
様
に
、
所
有
者
は
、
同
様
の
期
間
に
つ
い
て
、
そ
の
建
物
所
有
権
が
収
入
を
失
う
こ

と
を
甘
受
す
べ
き
で
あ
る
」
(
切
∞
)
。

(
日
)
注
(
日
)
に
掲
げ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
引
用
に
お
け
る
括
弧
書
き
の
部
分
を
参
照
。
そ
こ
に
指
示
さ
れ
た
者
が
除
外
さ
れ
る
の
は
、
彼
ら
が
十

分
な
収
入
を
維
持
し
え
た
か
ら
で
あ
る
。

(
日
)
む
と
由
主

SHH室

k
g
~ミ
ミ
伺
告
言
、
B
3
h
g
』vogHhH令
室
内
色
町
【

S
H
R
H
H
A
Eコ
タ
ピ
σ
「
白
日
コ
巾
〉
(
U
F

雪印}戸内『

-H
∞
ご
-
∞
5

2
白
門
戸
ず
町
、
吋
ニ
句
。
・

(
回
)
こ
の
デ
ク
レ
の
全
文
は
、
』
志
君
、
5

2
去
を
T
h
E
Q目
。
ョ
ミ
二
三
-
P言
芸
品
一
号
、
2
2
5
8
5
E
n
S
5
S
F
Z
E二

c
g「
由
同
∞
ご
-ua

む
め
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
の
C
何回出〉

zo--
匂∞叶

-
S百
戸
き
な
ヘ

3
日
】
匂
口

H
H
叶
N
-

に
全
文
の
引
用
が
(
た
だ
し
、
欠
落
し
て
い
る

文
言
が
あ
る
)
、
ま
た

]gロ
切
回

C
E
v戸
]
町
田
ロ
ロ
〉
己
吋
同
吋
巾
門
何
回
戸

H
U
H，何回印開
Z

(
凶

D
E
印
U

E
「
b
s
oロ
号
)
'
宮
内
SS苦
言
。
色
。
~
∞

uyド
阿
山
E
C
C
E

rn-包
巾
少
早
斗
0
・℃

N
O
ω

・
に
、
当
時
の
掲
示
の
写
真
に
よ
る
紹
介
が
あ
る
。

(町

)
2
2
2
E
E〈
E
-
s
y
p
き
な
ヘ
huwト
勺
℃
-
N
C
N
H
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
、
当
時
の

E
Z
ζ
2
q
o
E
5
3
紙
に
掲
載
さ
れ
た
論
説
を
参

照
。
な
お
、
同
紙
は
、

H
こ
よ

3U5zz:戸内
(
U
2
E
日
以
内
己
主
巾
ョ
紙
な
ど
と
と
も
に
、
革
命
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
新
聞
で
あ
る
。

一
八
七
一
年
三
月
一
一
日
に
は
、
法
律
へ
の
不
服
従
を
唆
し
て
い
る
か
ど
で
一
時
的
に
で
は
あ
る
が
発
行
停
止
処
分
を
受
け
て
い
る
。
〉

E
b

o
c
z」ペ
a

』∞

uvも
!Nh凶
U
V

デ
ト
白

h荏
当
選
・
目
白
内
♀
S宮
NhS町内円

E
Y時的的問・同》同『岡田
d

〉
'ho--PHψ
印
少
官

'mw∞'

(
日
)
パ
リ
・
コ
ミ
ユ
|
ン
の
官
報
は
、
デ
ク
レ
制
定
か
ら
約
一
週
間
後
に
、
低
家
賃
住
宅
だ
け
で
な
く
大
規
模
ア
バ
ル
ト
マ
ン
も
デ
ク
レ
の
適
用

対
象
と
な
り
、
そ
の
利
益
を
受
け
う
る
こ
と
に
再
度
注
意
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
実
際
に
、
高
級
住
宅
街
で
あ
る
ト
ロ
ン
シ
エ
街
の
家
賃
一

万
フ
ラ
ン
以
上
の
賃
借
入
が
デ
ク
レ
の
利
益
に
基
づ
い
て
家
賃
を
支
払
わ
な
い
ま
ま
引
っ
越
し
た
事
実
を
伝
え
て
い
る
。
同
夜
一
言
、

sh明言
刊
号
、
室
喝

さ
ご
M
q
R
E
Kこ
白
河
舎
三
』
SHh司
」
『

S
R
S史
的
。
Hhh
目
白
む
さ
き
ゃ
ま
・

5
E
Z
E
叶
曲
三
回
二
∞
ご
・
℃
同
∞
吋
・
こ
こ
か
ら
す
る
と
、
賃
借
入
一
般
へ
の
利
益

付
与
は
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ

l
ン
の
意
識
的
政
策
選
択
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

(
印
)
日
山

'n・
0
守
認
可

E
S
5
主
こ
R
E
さ
Hも
さ
さ
h偽
札

S
ミ
Hh室
町
内
句
弘
S
ミ
町
門
的
色
町
内
。
苦
言
問
書
町
内
円
程
こ
白
品
定
的
尽
き
弘
ぬ
こ
ミ

3
・

3
コ
印
唱
の
己
主
主
百
戸

言命

北法46(5・122)1254
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]
戸
∞
斗
]
「
回
目

σ
Z白
片

「

σ印
4
1
H
∞
め

ω
a
u
-
Y
品
司
匂
巾
片
∞

(
的
)
司
伊
三
回
「
己
己
巾
〈
【
「
「
開
Z
何
己
〈
戸
田
口
℃
『

my
ロ
C
Z
(品。
)

e

百円
)
-
N

∞1
N
C

(
日
)
回
。
z
z
E
f
u
c
z
-自・

~vgヱ-
K
V
G

亘
書
な
師
、
‘
。

y
s
a
Sた
』
ど
ま
た
も
さ
も
ミ
ミ
ミ

2
5
k
h
-
eミ
た

Eコ
M
-

三
包
『
タ
(
同
∞
叶
H
d
)

唱∞
-σ
・
2
え・

∞
1
「
『
印
斗
{
]
戸
町
ム

ω・
司

N
-

(
臼
)
∞
o
z
z
E，
!
U
C
2
2何
回
喝
さ

E
-

(
臼
)
何

'
h
-
g
v
p
ぎ
た
へ

us・
3
・
H

H

H

N

(
川
町

)
(
U
E『
戸
市
山
由
〉
戸

0
4
-
U
S
町、
-
h
z
e
z
hミ
ミ
町
民

E

E
ミ
同
苫
可
否
詰
町
二
ミ
-
こ
q
H
S
h
n
E
ミ
も
コ
奈
川
町
円

E
t
H
2
3
3お
き
な
・

2
コ
印
唱
〉

F
由民
2
2
=

白

E
b
-
-
∞
叶
「
∞
日
U

Z
民
間

y
N∞
S
∞
以
下
、
参
照
頁
は
本
文
中
に
示
す
。

(
日
)
こ
の
砲
撃
ケ
l
ス
に
つ
い
て
は
、
パ
リ
治
安
裁
判
所
一
八
七
一
年
一
月
二
七
日
判
決
が
あ
り
、
賃
借
入
の
立
退
期
間
中
の
家
賃
免
除
の
主
張

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
』
乞
匹
、
甘

ω
N

(
前
)
代
表
的
論
者
は
ト
ロ
ロ
ン
で
あ
り
、
旧
制
下
の
ポ
チ
エ
も
そ
れ
を
認
め
て
い
た
。
本
稿
一

4
間
川
(
本
誌
四
六
巻
三
号
九
二
頁
)
参
照
。
な
お
、

パ
ヨ
は
、
自
己
の
見
解
が
伝
統
的
学
説
お
よ
び
最
近
の
学
説
に
沿
う
も
の
で
あ
る
と
述
べ
つ
つ
、
そ
の
中
で
ポ
チ
エ
お
よ
び
ト
ロ
ロ
ン
の
名
も

挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
使
用
収
益
剥
奪
ケ
l
ス
へ
の
民
法
典
一
七
二
二
条
の
適
用
を
根
拠
付
け
る
た
め
の
も
の
で
、
営
業
上
の
収
入

剥
奪
ケ

1
ス
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
論
者
の
見
解
は
、
パ
ヨ
の
立
論
の
中
で
は
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
て
い
る
。

同
一
八
七
一
年
法
の
成
立
と
そ
の
性
格

山
門
家
賃
問
題
の
決
済
に
関
す
る
法
案

パ
リ
に
お
い
て
コ
ミ
ュ

l
ン
成
立
の
宣
言
が
な
さ
れ
た
当
日
で
あ
る
一
八
七
一
年
一
一
一
月
二
八
日
、
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
政
府
は
、
国
民
議
会
に

(
訂
)

対
し
て
行
政
長
官
テ
ィ
エ

l
ル
の
名
で
家
賃
問
題
の
決
済
に
関
す
る
法
案
を
提
出
し
た
。
そ
の
提
案
理
由
説
明
書
は
、
可
能
な
限
り
早
期
に

北法46(5・123)1255

契
約
関
係
を
正
常
化
す
る
必
要
性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
家
賃
免
除
論
に
つ
い
て
は
、

い
か
な
る
合
理
的
理
由
も
な
い
と
し
て
、
真
向
か

ら
そ
れ
を
否
定
し
た
。
そ
こ
で
は
も
ち
ろ
ん
契
約
上
の
債
務
の
遵
守
と
い
う
大
原
則
も
援
用
さ
れ
る
が
、
同
時
に
、

か
か
る
措
置
は
、
賃
借



説

人
層
自
身
に
と
っ
て
も
利
益
に
な
ら
な
い
と
い
う
、

よ
り
実
質
的
な
論
拠
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
家
賃
免
除

ーと為
別冊

そ
の
後
の
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
は
家
賃
を
含
め
た
契
約
条
件
が
ま
ず
間
違
い
な
く
よ
り
厳
し
い
も
の
と
な
る
で
あ

(
侭
)

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

を
受
け
た
と
し
て
も
、

ろ
、
っ提

案
理
由
書
に
即
し
て
ま
と
め
れ
ば
、
法
案
に
一
不
さ
れ
た
累
積
家
賃
決
済
の
基
本
的
考
え
方
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

賃
借
入
は
、
原
則
と
し
て
減
免
な
し
に
、

す
べ
て
の
累
積
家
賃
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
直
ち
に
そ
の
支
払
い
を
求
め
る

の
は
酷
で
あ
る
か
ら
、
衡
平
の
見
地
か
ら
一
定
の
猶
予
期
限
が
付
与
さ
れ
る
。
こ
の
猶
予
期
限
の
期
間
は
、
賃
借
入
の
具
体
的
事
情
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
る
べ
き
で
、

そ
の
決
定
を
通
常
裁
判
所
に
委
ね
る
の
は
適
切
で
な
く
、
特
別
の
紛
争
処
理
機
関
を
創
設
す
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
法
案
の
構
想
に
お
い
て
は
、
新
た
に
創
設
さ
れ
る
特
別
の
紛
争
処
理
機
関
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
こ
の
紛
争
処

理
機
関
と
し
て
予
定
さ
れ
た
の
は
、
「
仲
裁
委
員
会
内
O
B
E
∞2
0
口
白
『
玄
可
白
}
巾
」
で
あ
り
、
パ
リ
の
二

O
の
区
の
そ
れ
ぞ
れ
お
よ
び
セ

l
ヌ
県

の
各
カ
ン
ト
ン
に
原
則
と
し
て
一
個
の
仲
裁
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た

(
一
条
一
項
)
。
こ
の
仲
裁
委
員
会
は
、
治
安
裁
判
官

に
よ
っ
て
主
宰
さ
れ
、
所
有
者
代
表
二
名
、
賃
借
入
代
表
二
名
(
年
家
賃
一

0
0
0
フ
ラ
ン
以
下
の
賃
借
入
一
名
と
そ
れ
を
上
回
る
賃
借
入

名

ご
条
二
項
。
そ
の
選
任
は
治
安
裁
判
官
の
権
限
に
属
す
る
。

二
条
)
。
仲
裁
委
員
会
は
、

一
八
七

O
年
一

O
月

か
ら
構
成
さ
れ
る

か
ら
一
八
七
一
年
七
月
の
聞
に
支
払
期
日
に
達
し
た
家
賃
(
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
家
賃
を
「
戦
時
家
賃
」
と
略
称
す
る
こ
と
に
す
る
)
に

関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
排
他
的
管
轄
権
限
を
有
し
、
無
償
で
終
審
と
し
て
裁
判
す
る

二
条
)
。
こ
の
委
員
会
は
ま
た
、
賃
借
入
の
状
況
に

応
じ
て
二
年
を
超
え
な
い
猶
予
期
限
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
分
割
払
い
の
形
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
最
終
的
な
支
払
い
が

一
八
七
三
年
七
月
一
日
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

(
四
条
)
。

以
上
が
法
案
に
お
け
る
戦
時
家
賃
決
済
の
解
決
方
式
で
あ
り
、
要
す
る
に
、
あ
く
ま
で
累
積
家
賃
全
額
支
払
い
の
建
前
を
維
持
し
つ
つ
、

期
限
の
付
与
、
分
割
払
い
の
許
容
に
よ
っ
て
、
賃
借
入
に
よ
る
支
払
い
の
実
効
性
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
期
限
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を
付
与
す
る
場
合
に
は
、
家
賃
全
額
支
払
い
前
に
賃
借
入
が
立
ち
退
く
場
合
の
家
具
搬
出
の
問
題
が
提
起
さ
れ
る

(
家
具
は
所
有
者
の
家
賃

債
権
の
重
要
な
担
保
で
あ
る
)
。
法
案
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
仲
裁
委
員
会
の
権
限
を
認
め
、
場
合
に
よ
っ
て
所
有
者
の
先
取
特
権
を
修

正
ま
た
は
停
止
さ
せ
う
る
も
の
と
し
て
い
る

(
五
条
)
。

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業 (3・完)

法
案
は
さ
ら
に
、
原
則
的
考
え
方
と
し
て
は
家
賃
減
免
を
一
切
認
め
な
い
旨
を
提
案
理
白
書
で
述
べ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
方
で
、

賃
貸
借
が
純
粋
に
工
業
的
ま
た
は
商
業
的
性
格
を
有
す
る
場
合
に
は
、
仲
裁
委
員
会
に
、
戦
時
家
賃
に
つ
い
て
、

四
分
の
一
を
超
え
な
い
限

度
で
の
家
賃
減
額
の
権
限
を
認
め
て
い
る

(
そ
の
た
め
の
要
件
は
特
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
六
条
)
。
パ
リ
に
お
け
る
都
市
民
衆
の
家
賃

免
除
要
求
を
前
に
し
た
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
政
府
の
動
揺
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
提
案
理
白
書
は
、
こ
の
解
決
が
長
い
臨
時
の
結
果
採
用
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
自
認
し
つ
つ
、
採
用
の
理
由
と
し
て
、
戦
争
前
の
家
賃
水
準
が
と
り
わ
け
こ
の
商
工
用
賃
貸
借
に
つ
い
て
高
か
っ
た

こ
と
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
賃
貸
借
に
お
い
て
は
戦
争
の
結
果
収
入
が
得
ら
れ
な
り
、
か
っ
、
そ
の
よ
う
な
状
態
が
「
革
命
」

(
コ
ミ
ュ

l
ン
の
こ
と
)
の
影
響
で
な
お
し
ば
ら
く
続
く
見
込
み
で
あ
る
と
い
う
多
分
に
政
治
的
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
法
律
的
に
は
、

民
法
典
一
七
六
九
条
(
不
可
抗
力
に
よ
る
収
穫
減
少
ケ
!
ス
に
お
け
る
小
作
料
減
額
請
求
権
)
に
着
想
を
得
た
旨
を
述
べ
て
い
る
。

川
一
八
七
一
年
法
の
成
立
と
そ
の
性
格

ま
ず
主
査
委
員
会
が
そ
の
検
討
に
当
た
り
、
同
委
員
会
は
、
政
府
法
案
に
抜
本
的
な
修
正
を
加

(ω) 

え
た
委
員
会
法
案
と
委
員
長
レ
オ
ン
・
セ
イ
の
名
で
の
報
告
書
を
国
民
議
会
に
提
出
し
た
。
そ
れ
を
受
け
た
国
民
議
会
は
、
四
日
間
に
わ
た

法
案
の
上
程
を
受
け
た
国
民
議
会
で
は
、

る
審
議
を
経
て
、
基
本
的
な
点
で
は
委
員
会
法
案
を
承
認
し
つ
つ
そ
れ
に
若
干
の
修
正
を
加
え
て
、

一
八
七
一
年
四
月
二
一
日
に
法
案
を
採
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択
し
た
。
こ
れ
が
一
八
七
一
年
四
月
二
一
日
H

五
月
九
日
の
「
家
賃
に
関
す
る
法
律
」
で
あ
る

(
以
下
、

一
八
七
一
年
法
と
略
称
す
る
)
。

一
八
七
一
年
法
は
、
戦
時
に
支
払
期
日
に
達
し
た
家
賃
紛
争
の
解
決
手
続
に
関
し
て
、

政
府
法
案
に
若
干
の
修
正
を
加
え
た
。
「
仲
裁
委

の
名
称
を
「
特
別
審
査
会
吉
『
吉
田

1
2
2ど
に
改
め
、

ま
た
所
有
者
と
賃
借
入
と
の
代
表
で
あ
る
陪
審
員
の
選
任
手
続
を
整
備
し
、

員
会
」



説

そ
の
審
理
の
公
開
性
を
明
示
し
、
「
衡
平
に
基
づ
く
調
整
者
」
と
し
て
裁
判
す
る
と
い
う
特
別
審
査
会
の
性
格
を
明
確
に
し
、

ま
た
終
審
と

し
て
裁
判
す
る
と
い
う
考
え
方
は
維
持
し
つ
つ
破
段
申
立
て
が
で
き
る
場
合
の
規
定
を
整
備
す
る
な
ど
で
あ
る

(
一
条
l
四
条
)
。
ま
た
、

言命

特
別
審
査
会
の
権
限
は
、
あ
く
ま
で
戦
時
家
賃
の
決
済
に
関
す
る
紛
争
に
限
定
さ
れ
、
不
可
抗
力
を
理
由
と
す
る
賃
貸
借
契
約
の
解
除
な
ど

の
管
轄
権
限
は
、
原
則
と
し
て
通
常
裁
判
所
に
属
す
る
こ
と
も
明
示
さ
れ
た

九
条
一
項
。
二
項
に
例
外
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
)
。
こ
れ

ら
の
修
正
は
、
政
府
法
案
に
対
す
る
い
わ
ば
微
調
整
に
止
ま
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
次
の
二
点
に
関
し
て
は
、
政
府
法
案
に
対
す
る
根

本
的
な
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。

第
一
は
、
戦
時
家
賃
減
免
の
考
え
方
に
関
す
る
修
正
で
あ
る
。

ま
ず
、
特
別
審
査
会
は
、
戦
時
家
賃
に
つ
い
て
、
「
賃
貸
借
の
性
質
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
賃
借
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
使

一
八
七
一
年
法
は
、
次
の
二
つ
の
戦
時
家
賃
減
免
ケ

l
ス
を
定
め
た
。
①

用
収
益
を
物
理
的
に

(
ヨ
陪
芯
丘
町
-ZHHH
巾
ロ
門
)
剥
奪
さ
れ
た
期
間
に
比
例
し
た
家
賃
減
額
を
付
与
す
る
権
限
を
認
め
ら
れ
る
」
(
五
条
一
項
)
。

②
次
に
、
賃
貸
借
が
工
業
的
ま
た
は
商
業
的
性
格
を
有
す
る
場
合
に
は
、
特
別
審
査
会
は
、
「
賃
借
入
が
、
包
囲
攻
撃
の
結
果
と
し
て
、
当

事
者
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
工
業
的
ま
た
は
商
業
的
な
使
用
収
益
に
お
い
て
そ
の
剥
奪
ま
た
は
減
少
を
被
っ
た
期
間
に
比
例
し
て
、
家
賃
を

減
額
す
る
L

(

五
条
二
項
)
。
こ
の
②
は
、
政
府
法
案
の
考
え
方
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、

一
方
で
家
賃
減
額
が
認
め
ら
れ
る
要
件
の
基
準
と
具
体

的
減
額
の
基
準
を
一
亦
し
、
他
方
で
四
分
の
一
と
い
う
家
賃
減
額
の
限
度
を
外
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
①
は
、
政
府
法
案
に
は

な
か
っ
た
考
え
方
で
、
主
と
し
て
住
宅
用
の
賃
貸
借
を
想
定
し
た
規
定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

一
八
七
一
年
法
に
お
い
て
は
、
政
府
法
案

と
は
異
な
り
、
す
べ
て
の
類
型
の
賃
貸
借
に
つ
い
て
特
別
審
査
会
に
よ
る
戦
時
家
賃
の
減
額
が
認
め
ら
れ
、

そ
の
結
果
、
家
賃
減
額
が
戦
時

家
賃
決
済
の
主
要
な
方
向
と
な
っ
た
。
他
方
、
政
府
法
案
に
お
い
て
は
む
し
ろ
こ
ち
ら
が
主
要
な
方
向
で
あ
っ
た
猶
予
期
限
の
付
与
は
、
減

額
ま
た
は
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
家
賃
部
分
に
つ
い
て
の
例
外
的
救
済
に
止
ま
る
こ
と
に
な
っ
た

五
条
三
項
)
。
こ
の
猶
予
期
限
は
、

年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
猶
予
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
五
%
の
利
息
が
付
さ
れ
る

(
五
条
四
項
)
。
ま
た
、
猶
予
期
限
を
付
さ
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れ
た
家
賃
に
つ
い
て
は
、
分
割
払
い
も
可
能
で
あ
る

(
五
条
五
項
)

0

①
の
考
え
方
の
導
入
は
、
主
査
委
員
会
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
主
査
委
員
会
は
、

そ
の
提
案
に
あ
た
っ
て
そ
の
報
告
書
に
お
い
て
次

の
二
点
を
述
べ
た
。
第
一
に
、

フ
ラ
ン
ス
法
の
原
則
に
従
え
ば
、
不
可
抗
力
に
よ
っ
て
賃
借
入
の
使
用
収
益
が
一
部
ま
た
は
全
部
奪
わ
れ
る

場
合
に
は
、

そ
れ
は
所
有
者
の
負
担
に
帰
し
、
所
有
者
は
、
賃
料
の
全
部
を
請
求
す
る
権
利
を
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
第
二
に
、
委
員
会
は
、

4九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業(3・完)

こ
の
点
を
明
示
し
て
通
常
裁
判
所
に
紛
争
処
理
を
委
ね
る
と
い
う
途
を
望
ま
な
か
っ
た
。
委
員
会
は
、
当
面
す
る
戦
時
家
賃
決
済
問
題
を
法

律
に
従
っ
て
解
決
す
る
よ
り
も
、
そ
の
よ
う
な
普
通
法
上
の
正
義
の
規
範
を
参
照
し
つ
つ
も
む
し
ろ
衡
平
の
観
点
か
ら

(
初
)

す
る
の
が
望
ま
し
い
と
判
断
し
た
。
|
|
第
一
の
点
は
、
す
で
に
何
回
か
触
れ
た
こ
の
時
期
に
お
け
る
民
法
典
一
七
二
二
条
の
一
般
的
な

(
2
2
E
b
)
解
決

理
解
に
従
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
主
査
委
員
会
の
立
論
の
中
心
は
、
そ
の
点
の
確
認
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
後
者
の
点
、
す
な

そ
の
よ
う
な
法
原
則
に
従
う
問
題
処
理
を
否
定
し
て
、
衡
平
に
従
う
問
題
処
理
を
行
な
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
、

わ
ち
、

一
面
で
は
そ
の
ほ
う
が
簡
易
迅
速
な
処
理
が
可
能
に
な
る
と
い
う
実
利
的
な
配
慮
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

そ
の
背
後
に
は
、
賃
料
減
免
を
可
能
に
す
る
賃
貸
借
契
約
の
理
論
的
把
握
に
対
す
る
批
判
的
見
地
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

主
査
委
員
会
報
告
書
は
続
け
て
述
べ
る
。
ー

l
仮
に
右
に
述
べ
た
普
通
法
上
の
一
般
原
則
を
明
示
す
る
と
い
う
方
向
を
選
択
し
た
と
す

れ
ば
、

そ
の
論
拠
と
し
て
民
法
典
一
七
六
九
条
以
下
の
規
定
を
援
用
す
る
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
実
際
に
、

そ
れ
ら
の
規
定
を

建
物
賃
貸
借
の
領
域
に
適
用
す
る
と
い
う
改
正
案
を
示
す
論
者
も
い
た
。
し
か
し
、
主
査
委
員
会
の
多
数
は
、

そ
の
よ
う
な
考
え
方
に
同
調

し
な
か
っ
た
。
寸
先
に
述
べ
た
普
通
法
上
の
諸
原
則
は
、

そ
の
価
値
を
争
う
こ
と
の
で
き
な
い
経
済
上
の
諸
原
則
と
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ
る
」
。

民
法
典
一
七
六
九
条
以
下
の
規
定
は
、
こ
れ
ら
の
賃
貸
借
の
起
源
が
所
有
者
と
賃
借
入
と
の
「
協
同
関
係

5
8
2え
S
E
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
、
そ
こ
で
は
収
穫
に
比
例
し
た
現
物
地
代
が
支
払
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
し
か
し
、
近
代
社
会
に
お
い
て
は
そ
の
よ

う
な
賃
貸
借
の
把
握
は
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
動
産
所
有
権
が
普
及
す
る
近
代
社
会
に
お
い
て
は
、
不
動
産
所
有
権
の
観
念
も
そ
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説

れ
に
即
応
し
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
「
不
動
産
所
有
権
は
、
今
日
に
お
い
て
は
通
常
の
資
本
と
同
様
に
み
な
す
こ
と
が

で
き
、
こ
の
所
有
権
を
賃
貸
借
に
付
す
る
所
有
者
は
、
資
本
(
門
名

E
C
を
消
費
貸
借
に
付
す
る
資
本
家
(
門
名
目

E
E巾
)

と
み
な
す
こ
と

号ム
ロ冊

が
で
き
る
」
。
と
こ
ろ
で
、
あ
る
産
業
家
は
、

そ
の
活
動
の
た
め
に
建
物
を
所
有
す
る
こ
と
も
賃
借
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
仮
に
賃
借
入

の
ほ
う
が
金
銭
の
借
主
と
比
較
し
て
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
彼
は
、
賃
借
入
に
止
ま
り
、

そ
の
所
有
す
る
金
銭
を
誰
か
に
貸
与
す
る

途
を
選
択
す
る
で
あ
ろ
う
。
産
業
家
と
し
て
の
そ
の
使
用
収
益
に
対
し
て
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
と
家
賃
支
払
い
は
免
除
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、

彼
の
債
務
者
は
、
借
り
受
け
た
金
銭
の
利
息
支
払
い
を
免
除
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
「
不
動

産
上
の
所
有
権
は
、
資
本
の
上
の
所
有
権
と
異
な
る
も
の
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

の
で
あ
る
。
民
法
典
に
は
、
こ
の
二
種
の
所
有
権
の

相
違
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
が
、
経
済
上
の
原
則
の
観
点
か
ら
は
こ
れ
ら
の
痕
跡
を
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
次
第
に
消
滅
さ
せ
る
方
向

(
礼
)

で
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

主
査
委
員
会
報
告
書
は
、
民
法
典
一
七
六
九
条
以
下
の
規
定
の
問
題
性
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
が
、

用
を
も
対
象
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
右
の
論
理
の
展
開
か
ら
も
、

そ
の
立
論
が
一
七
二
二
条
の
拡
大
適

(η) 

ま
た
そ
の
立
論
の
全
体
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
そ
の
立
場

は
、
普
通
法
の
次
元
で
は
、
明
一
不
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
仕
方
が
な
い
と
し
て
も
、
家
賃
減
免
を
可
能
な
限
り
否
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
主
査
委
員
会
は
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
時
家
賃
に
つ
い
て
は
、

そ
の
全
額
の
支
払
い
を
要
求
す
る
こ
と
が
現
実

に
は
困
難
な
い
し
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
。
か
か
る
立
場
の
表
現
が
、
あ
く
ま
で
「
政
治
的
立
法
」
「
例
外
的
立
法
」

と
し
て
、
戦
時
家
賃
に
限
定
し
て
特
別
審
査
会
に
よ
る
衡
平
に
基
づ
く
家
賃
減
額
を
認
め
る
と
い
う
、
先
に
示
し
た
一
八
七
一
年
法
の
考
え

方
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
主
査
委
員
会
法
案
に
つ
い
て
は
、
特
別
審
査
会
の
裁
量
権
限
が
大
き
す
ぎ
る
な
ど
の
批
判
が
提
起
さ
れ
、
結
局
、
商

工
用
建
物
に
つ
い
て
は
、
家
賃
減
額
の
基
準
を
よ
り
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
家
賃
減
額
が
認
め
ら
れ
る
要
件
を
若
干
緩
和
す
る
こ
と
に
し

(
先
の
②
。
こ
こ
で
は
、
「
物
理
的
」
な
使
用
収
益
剥
奪
が
要
求
さ
れ
な
い
か
ら
、
た
と
え
ば
賃
借
物
の
占
有
は
維
持
し
つ
つ
も
、
そ
の

て
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営
業
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
に
も
家
賃
減
額
が
可
能
に
な
る
)
、

一
八
七
一
年
法
の
立
法
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
右
の
よ
う

な
主
査
委
員
会
の
立
場
が
、

そ
の
よ
う
な
修
正
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

第
二
は
、
低
家
賃
の
建
物
に
つ
い
て
戦
時
家
賃
負
担
の
一
部
を
公
共
団
体
に
転
嫁
す
る
可
能
性
を
認
め
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
を

打
ち
出
し
た
の
も
、
主
査
委
員
会
法
案
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
法
案
は
、
年
家
賃
六

0
0
フ
ラ
ン
以
下
の
建
物
の
所
有
者
に
対
し
て
、
セ
ー

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業 (3・完)

ヌ
県
が
戦
時
家
賃
の
う
ち
未
払
い
分
の
少
な
く
と
も
二
分
の
一
を
支
払
う
と
い
う
構
想
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
県
か
ら
建
物
所
有
者
に
対

し
て
支
払
い
を
行
な
う
た
め
に
は
、
所
有
者
が
未
払
い
家
賃
金
額
に
つ
い
て
の
領
収
書
を
交
付
す
る
こ
と
、
来
る
四
月
か
ら
七
月
の
賃
貸
借

期
間
に
つ
い
て
賃
借
入
を
維
持
す
る
こ
と
、

の
二
点
が
条
件
と
さ
れ
た

主
査
委
員
会
法
案
八
条
一
項
)
。
重
要
な
の
は
前
者
で
あ
る
。
こ

の
条
件
は
、
実
質
的
に
は
所
有
者
が
未
払
い
戦
時
家
賃
の
回
収
を
放
棄
す
る
代
償
と
し
て
、
県
か
ら
家
賃
の
二
分
の
一
以
上
に
相
当
す
る
い

わ
ば
補
償
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
さ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

主
査
委
員
会
が
か
か
る
構
想
を
提
示
し
た
理
由
は
、
端
的
に
い
え
ば
、

か
か
る
低
家
賃
の
賃
借
入
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
支
払
不
能
の
状
態

に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
を
踏
ま
え
て
、
家
賃
を
回
収
し
え
な
い
所
有
者
の
救
済
を
凶
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
主
査
委
員
会
の
推
定
に
よ
れ

ば
、
パ
リ
に
は
、
総
数
で
五

O
万
人
の
賃
借
入
が
存
在
し
、

そ
の
家
賃
総
額
は
四
億
九

0
0
0
万
フ
ラ
ン
に
及
ぶ
。
賃
借
入
の
内
訳
は
、
住

宅
用
賃
貸
借
が
約
三
六
万
人
、
商
工
用
建
物
の
賃
貸
借
が
約
一
四
万
人
で
あ
る
。
住
宅
賃
貸
借
に
お
い
て
は
、
年
六

0
0
フ
ラ
ン
以
下
の
低

家
賃
の
も
の
が
二
八
万
四

0
0
0
人
(
そ
の
家
賃
総
額
九
五

O
O
万
フ
ラ
ン
)
、

そ
れ
を
上
回
る
も
の
が
七
万
六

0
0
0
人
(
そ
の
家
賃
総

額
二
億
二
六

O
O
万
フ
ラ
ン
)

と
推
計
さ
れ
る
。
商
工
用
建
物
の
家
賃
総
額
は
二
億
六

0
0
0
万
フ
ラ
ン
と
推
計
さ
れ
る
。
な
お
、
商
工
用

建
物
に
つ
い
て
は
、
家
賃
水
準
に
応
じ
た
内
訳
を
た
と
え
推
定
で
も
一
不
す
こ
と
は
不
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
こ
れ
ら
の
う
ち
低
家
賃

の
賃
借
入
の
多
く
は
、
支
払
不
能
に
陥
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
回
収
不
能
と
な
っ
て
い
る
家
賃
総
額
は
、

パ
リ
で
七
一
一

O
O
万
フ
ラ

ン
、
セ

1
ヌ
県
を
単
位
に
と
っ
て
も
八
一

O
O
万
フ
ラ
ン
を
超
え
な
い
も
の
と
評
価
さ
れ
る

」
の
計
算
の
基
礎
は
示
さ
れ
て
い
な
い
)
。
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五見

か
か
る
家
賃
の
回
収
不
能
が
社
会
的
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い
。
と
り
わ
け
パ
リ
の
外
縁
部
に
お
い
て
は
、
家
屋
が
唯
一
の
財
産
と
い
う
所

有
者
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
ら
が
支
払
う
べ
き
抵
当
債
務
へ
の
影
響
も
あ
る
。
こ
の
数
値
は
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

:-.h，. 
長冊

が
、
近
年
の
不
動
産
建
築
の
多
く
は
、

ク
レ
デ
ィ
・
フ
ォ
ン
シ
エ
か
ら
融
資
を
得
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
パ
リ
に
お
け
る
そ
の
総
額
は
六
億

(η) 

フ
ラ
ン
、
年
次
の
償
還
額
ほ
ぼ
四

0
0
0
万
フ
ラ
ン
で
あ
る

0
1

主
査
委
員
会
は
、
か
か
る
認
識
を
踏
ま
え
、
か
っ
、
他
方
で
所
有
者

に
は
何
の
責
任
も
な
い
こ
と
を
強
調
し
つ
つ
、
公
共
団
体
に
よ
る
不
動
産
所
有
者
救
済
の
必
要
性
を
説
く
の
で
あ
る
。

主
査
委
員
会
法
案
の
こ
の
点
に
対
し
て
国
民
議
会
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
批
判
は
、
次
の
二
点
に
集
中
し
た
。
第
一
は
、
未
払
家
賃
全
額

に
つ
い
て
の
領
収
書
交
付
が
こ
の
補
償
の
条
件
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
所
有
者
を
害
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
、
と
い
う

(

九

)

(

九

)

批
判
で
あ
る
。
法
案
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
補
償
の
付
与
は
、
最
終
的
に
は
所
有
者
の
意
思
に
よ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
批
判
は
根

拠
が
な
い
と
い
う
べ
き
で
、
実
際
、

一
八
七
一
年
法
の
立
法
過
程
に
お
い
て
か
か
る
見
解
が
影
響
力
を
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
時
期
の
不
動
産
所
有
権
尊
重
論
の
強
さ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
批
判
で
は
あ
る
。
第
二
は
、

よ
り
重
要
な
点
に
か
か
わ
る
。
主
査

委
員
会
法
案
で
は
セ

l
ヌ
県
の
み
が
補
償
の
支
払
い
に
当
た
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
不
当
で
、
国
も
そ
の
負
担
に
任
ず
る
べ
き

(
苅
)

と
い
う
批
判
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
戦
争
は
国
の
行
為
で
あ
り
、
ま
た
家
賃
の
累
積
は
国
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
と
に
な
っ

で
あ
る
、

た
も
の
で
あ
る
以
上
、
国
が
負
担
す
る
の
が
当
然
と
の
理
論
的
次
元
で
の
批
判
も
提
示
さ
れ
た
が
、
実
質
的
な
面
で
は
、
相
当
額
に
昇
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
補
償
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
は
増
税
が
必
要
に
な
る
と
の
問
題
が
あ
っ
た
。
実
際
、
主
査
委
員
会
法
案
は
、

(η) 

(
九
条
)
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
結
局
、

セ
l
ヌ
県

に
地
方
税
増
税
を
許
可
す
る
と
の
規
定
を
設
け
て
い
た
の
で
あ
る

一
方
で
、

セ
l
ヌ
県
に
よ
る

補
償
支
払
い
の
三
分
の
一
に
つ
い
て
国
が
分
担
す
る

た
だ
し
総
額
一

0
0
0
万
フ
ラ
ン
が
上
限

」
と
が
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
他
方

で
、
セ

l
ヌ
県
に
よ
る
補
償
の
割
合
が
未
払
家
賃
の
三
分
の
一
に
切
り
下
げ
ら
れ
、

ま
た
、
こ
の
補
償
支
払
い
自
体
セ

l
ヌ
県
の
任
意
に
よ

る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
法
文
が
書
き
変
え
ら
れ
た

(
八
条
一
項
)
。
他
方
で
、
地
方
税
増
税
な
ど
の
財
源
確
保
措
置
に
関
す
る
規
定
は
、
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そ
の
よ
う
な
セ

l
ヌ
県
の
負
担
緩
和
に
伴
っ
て
姿
を
消
し
た
。

以
上
の
未
払
家
賃
の
一
部
に
つ
い
て
の
公
共
団
体
に
よ
る
補
償
制
度
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
各
種
の
経
済
活
動
に
生
じ
る
リ
ス
ク
を
、
賃
借

人
に
全
面
的
に
負
担
さ
せ
る
の
で
も
な
く

(
放
置
す
れ
ば
原
則
と
し
て
こ
の
負
担
と
な
る
)
、
不
動
産
所
有
者
に
全
面
的
に
負
担
さ
せ
る
の

で
も
な
く

(
家
賃
免
除
を
認
め
れ
ば
こ
の
負
担
と
な
る
)
、
公
共
団
体
が
少
な
く
と
も
そ
の
一
部
に
つ
い
て
負
担
す
る
と
い
う
考
え
方
を
打

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業(3・完)

ち
出
す
も
の
で
あ
る
。
制
度
の
細
部
は
と
も
か
く
、

か
か
る
方
向
自
体
は
、
戦
争
に
由
来
す
る
リ
ス
ク
分
担
の
考
え
方
と
し
て
合
理
的
な
も

の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
伝
統
的
法
理
論
の
中
に
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
措
置
は
、

あ
く
ま
で
例
外
的
な
特
別
措
置
で
は
あ
っ
た
が
、
市
民
社
会
と
国
家
の
関
係
に
つ
い
て
新
し
い
考
え
方
を
提
示
す
る
重
要
な
改
革
で
あ
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
自
由
主
義
を
標
袴
す
る
こ
の
時
期
の
国
民
議
会
は
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
原
理
的
な
反
対
を
提
示
し
な
か
っ
た
。

(
花
)

そ
の
理
由
は
、
こ
れ
が
基
本
的
に
は
所
有
者
の
利
益
擁
護
の
制
度
で
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
に
検
討
す
る
よ
う

に
、
労
働
者
向
け
の
住
宅
供
給
の
た
め
の
公
的
資
金
投
入
に
つ
い
て
は
、

一
九
世
紀
の
全
過
程
を
通
じ
て
頑
強
な
抵
抗
が
存
在
し
た
。

世
紀
の
経
済
自
由
主
義
が
全
面
的
な
国
家
の
介
入
否
定
論
な
の
で
は
な
く
、
選
別
的
介
入
否
定
論
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
こ
に
も
示
さ
れ
て
い

る。

川
一
一
八
七
一
年
法
適
用
の
実
態

(
乃
)

一
八
七
一
年
八
月
一
一
一
一
一
日
付
け
の
官
報
は
、
「
家
賃
に
関
す
る
法
律
の
適
用
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
報
告
を
掲
載
し
て
い
る
。

い
ま
だ
戦

時
家
賃
の
決
済
問
題
は
終
了
し
て
い
な
い
時
期
の
中
間
的
な
報
告
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

ま
ず
、
特
別
審
査
会
の
事
件
処
理
状
況
は
、

少
な
い
区
で
一
日
六

O
か
ら
七

O
件
、
中
間
的
な
区
で
一

O
O
件
、
多
い
区
で
一
五

O
件
(
第
十
七
区
)
程
度
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も

相
当
な
数
で
あ
り
、

一
件
当
り
に
費
や
し
う
る
時
間
は
限
定
さ
れ
、
処
理
の
仕
方
も
定
型
的
な
も
の
と
な
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。
と
も

あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
し
て
平
均
的
に
は
一
区
一
日
一

O
O
件
、
パ
リ
全
体
で
二

O
区
あ
る
か
ら
約
二

0
0
0
件
、
約
二
カ
月
の
適
用
期
間
を 九

jヒI去46(5・131)1263



5見

経
て
一

O
万
件
の
処
理
が
済
ん
だ
段
階
で
あ
る
。

家
賃
減
額
の
状
況
は
、
こ
れ
も
区
に
よ
っ
て
相
当
に
異
な
る
が
、
賃
貸
借
期
間
三
期
分
の
累
積
家
賃
が
あ
る
中
で
、

ほ
ぽ
賃
貸
借
期
間
一

3:d、
両岡

期
か
ら
一
・
五
期
分
の
家
賃
免
除
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

三
期
分
全
額
の
免
除
は
、
法
律
の
精
神
に
合
致
し
な
い
し
、

実
際
に
例
外
的
な
ケ

l
ス
に
お
い
て
で
な
け
れ
ば
付
与
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
も
っ
と
も
、
他
の
文
献
に
よ
れ
ば
、
特
別
審
査
会
に
お
け

る
審
理
の
一
般
的
な
姿
は
、
賃
借
入
が
全
額
の
家
賃
免
除
を
主
張
、
所
有
者
が
賃
借
入
に
は
支
払
能
力
あ
り
と
主
張
し
、
所
有
者
が
そ
の
主

(
別
)

張
を
証
明
で
き
な
い
場
合
に
は
賃
借
入
の
主
張
が
採
用
さ
れ
、
家
賃
全
額
、
免
除
が
言
い
渡
さ
れ
る
と
報
告
し
て
い
る
。
後
者
に
は
や
や
誇
張

(
別
)

と
も
あ
れ
、
賃
借
入
に
一
定
の
家
賃
減
額
が
実
際
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
く
、

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

一
八
七
一
年
法

は
、
賃
借
入
救
済
の
機
能
を
そ
れ
な
り
に
果
た
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
家
賃
減
額
を
否
定
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
区
に
よ
っ
て

違
い
が
あ
る
が
、
ほ
ほ
六
カ
月
か
ら
一
八
カ
月
の
猶
予
期
限
が
付
与
さ
れ
た
。

他
方
、

セ
l
ヌ
県
に
よ
る
補
償
に
つ
い
て
は
、

一
八
七
一
年
法
は
、
そ
の
付
与
を
受
け
る
た
め
に
は
、

一
八
七
一
年
七
月
一
目
前
に
所
有

者
ま
た
は
賃
借
入
か
ら
治
安
裁
判
所
書
記
課
に
申
請
す
べ
き
も
の
と
定
め
て
い
る

(一

O
条
一
項
、

二
項
)
。
先
の
官
報
掲
載
の
報
告
に
よ

れ
ば
、
す
べ
て
の
区
か
ら
こ
の
申
請
の
数
値
が
出
て
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
判
明
し
た
数
値
に
基
づ
い
て
パ
リ
全
体
の
数
値
を
推
計

す
る
と
、

ほ
ほ
三

O
万
か
ら
四

O
万
件
に
な
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
重
複
が
あ
り

(
所
有
者
が
あ
く
ま
で
累
積
家
賃
の
支
払
い
を

求
め
、
こ
の
申
請
を
し
な
い
こ
と
を
お
そ
れ
で
賃
借
入
が
申
請
し
、
こ
れ
と
所
有
者
の
申
請
が
重
複
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
)
、
実
際

の
数
値
は
、
大
分
減
少
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
に
し
て
も
、
先
に
紹
介
し
た
低
家
賃
の
賃
貸
借
の
数
の
推
計
(
↓
川
参
照
)

の
比
較
に
お
い
て
大
き
な
数
値
に
な
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
補
償
付
与
の
方
向
で
事
件
が
処
理
さ
れ
れ
ば
、
賃
借
入
は
結
局

累
積
家
賃
全
額
の
免
除
を
受
け
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
先
の
家
賃
減
額
と
合
わ
せ
て
、
少
な
く
と
も
低
家
賃
の
賃
借
入
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
が
何
ら
か
の
救
済
措
置
を
受
益
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

北i*46(5・132)1264
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一
八
七
一
年
法
は
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ

l
ン
が
制
定
し
た
デ
ク
レ
と
比
較
す
れ
ば
、
戦
時
下
の
賃
借
人
救
済
立
法
と
し
て
あ
ま
り
に
も
微
温

(
幻
)

的
か
っ
不
徹
底
な
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
そ
こ
に
は
賃
借
人
保
護
の
性
質
を
有
す
る
規
定
が
あ
る
程
度
は
盛

り
込
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
同
法
は
、

そ
の
微
温
的
性
格
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
の
適
用
の
中
で
は
そ
れ
な
り
の
賃
借
入
救
済
の
機
能
を

果
た
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
政
府
が
望
ん
だ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
政
府
は
、

一
貫
し
て
秩
序
と
不
動

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業(3・完)

産
所
有
権
の
擁
護
者
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
八
七
一
年
法
が
あ
る
程
度
の
賃
借
入
救
済
の
機
能
を
来
た
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
パ
リ
・

コ
ミ
ュ

l
ン
成
立
と
建
物
賃
貸
借
の
領
域
で
の
家
賃
減
免
要
求
と
い
う
都
市
民
衆
層
の
下
か
ら
の
運
動
を
反
映
し
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
都
市
民
衆
の
要
求
が
国
家
法
の
次
元
で
一
定
の
実
現
を
見
た
と
い
う
の
は
、
少
な
く
と
も
住
宅
関
係
立
法
の
領
域
で
は
、
こ
れ

が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
時
期
す
で
に
、
民
衆
層
は
、
新
た
な
法
原
理
を
提
示
し
た
法
形
成
の
主
体
と
し
て
登
場
し
て
き

て
い
た
の
で
あ
る
。

(訂

)
V
S
S』

D
S
S
Zこ
a
pぎ
さ
さ
命
、
室
内
宮
内

E
N∞
目
白
『
印
H

∞己・

3
2
ω
ム
ニ
(
〉
ロ
ロ
巾
同
巾
ロ

D
2・
)
な
お
、
こ
の
法
案
と
提
案
理
由
書

の
全
文
は
、
閉
山
口
口
問
〉
Z
U
守

5
2
ζ
E
C
'
Sマ白・

5
町内ヘ仏。ト同)円)・

8
』
戸
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

(
槌
)
た
し
か
に
、
戦
争
と
い
う
特
殊
条
件
を
理
由
と
す
る
家
賃
免
除
だ
け
を
問
題
に
し
て
、
期
間
の
安
定
性
や
家
賃
適
正
化
な
ど
他
の
契
約
条
件

に
関
す
る
規
制
に
手
を
つ
け
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
議
論
の
通
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

(
印
)
何
回
目
】
℃
C

『
門
会
川
一
白
円
O
B
自白色ロロ円『岡山「間九山内門司一同白
EgmH--m
円】『白』巾門【】巾

-oF
『巾
E
Z
『即己同一。可巾『∞-』

o
p
w
m凶
N
O
E
〈
『
己
同
∞
叶
同
(
円
)
百
合
叶
∞
l
A

山叶ゆ・)巾門

N

品
虫
、
コ
-

H

∞叶同(百円】・叶
ω日
l

寸
ω
∞
)

(
刊
)
月
白
司
司
D
『門己巾
-
E

円D
E
B
-
回目
F
D
ロ4

百四
-
b
n
F
円b
e
e
h
o
-
-
H
∞
吋
戸
℃
・
寸
ω
印

(
円
)
児
名
古
『
門
号

E
S
E
E
n
-
cロ
・
℃
芯
円
玉

-
h
o
-
-
Z
2・H
)

・吋
ω
印
な
お
、
紹
介
中
に
あ
る
、
民
法
典
一
七
六
九
条
以
下
を
建
物
賃
貸
借
に
も
拡

大
す
る
提
案
は
、
主
査
委
員
会
で
否
決
さ
れ
た
の
ち
、
本
会
議
に
主
査
委
員
会
法
案
修
正
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。
何
回
己
-
m
Z
5
2司』

0
・

5
2・
3

2
叶
1
2。
し
か
し
、
こ
れ
も
同
様
に
百
決
さ
れ
た
。
こ
の
修
正
案
は
、
客
観
的
に
は
も
っ
と
も
広
く
家
賃
減
額
請
求
権
を
承
認
す
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5見

る
も
の
で
あ
る
が
(
戦
時
家
賃
に
限
定
さ
れ
な
い
て
提
案
者
は
、
不
動
産
所
有
権
尊
重
と
契
約
尊
重
を
強
調
し
て
そ
の
提
案
の
理
由
付
け
と
し

て
い
る
。
理
由
付
け
と
提
案
内
容
と
の
組
踊
が
印
象
的
で
あ
る
。

(η)
の
ち
に
ワ

l
ル
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
の
特
別
立
法
の
検
討
の
中
で
、
民
法
典
一
七
二
二
条
拡
大
適
用
の
理
論
的
不
当
性
を
厳
し
く
批
判
し
、

そ
の
中
で
、
使
用
収
益
剥
奪
ケ

l
ス
に
同
条
の
適
用
を
認
め
る
見
解
と
し
て
、
こ
の
主
査
委
員
会
報
告
書
の
文
章
(
注

3
0
)
に
対
応
す
る
本

文
の
第
一
の
点
)
を
引
用
し
て
い
る
。
と
Z
3
4〈
〉
戸

-
C
号
ミ
ミ
Hご
ご
巴
喝
さ
ま
さ
ミ
色
町
宮
室
内

3
・
ggmN-
包『

3
・
E
N
-
-
E
S∞
ふ

S

し
か
し
、
そ
の
文
章
は
、
当
時
の
一
般
的
理
解
を
述
べ
る
も
の
で
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
立
場
を
否
定
す
る
前
提
と
し
て
報
告
書
に
引
か
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
ワ

l
ル
の
評
価
は
、
部
分
だ
け
見
て
全
体
を
見
な
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
主
査
委
員
会
報
告
書
の
立
場
は
、
む
し
ろ
、

本
文
で
論
じ
た
よ
う
に
、
一
七
二
二
条
の
拡
大
適
用
に
も
批
判
的
で
、
そ
の
意
味
で
は
ワ

l
ル
の
見
解
の
先
駆
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(
九
)
児
出
司
自
U
C
『
円
安
ニ
即

g
B
B
F印2
0
P
℃『
A

山口』片品
-
-
H
O
-
-
H
∞
吋
「
冨
)
・
。
叶
∞
1

め
寸
也
市
門
叶
ω
印・

(
日
)
た
と
え
ば
、
開
同
出
回
目
巾

r
g巳
の
議
論
を
参
照
。
』
・

0
・・

E
コ
・
匂
・

2
∞・

(
布
)
所
有
者
は
、
あ
く
ま
で
未
払
家
賃
を
請
求
す
る
か
、
そ
れ
を
回
収
不
能
と
判
断
し
て
補
償
で
満
足
す
る
か
の
選
択
権
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
措
置
は
、
家
賃
支
払
い
を
免
除
さ
れ
る
と
い
う
点
で
賃
借
人
保
護
に
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
所
有
者
保
護
の
制
度
で

あ
る
。
こ
の
点
を
強
調
す
る
文
献
と
し
て
、

E
R
R
-
h
E〈
同
戸
言
、
E-
き
た
へ
伺
匂
ト
司
-
N
∞-

(
河
)
こ
の
批
判
を
展
開
す
る
論
者
と
し
て
、
た
と
え
ば
わ
白
沼
田
弓
忠
コ

q
が
い
る
c
h
o
-
-
H
∞
ご

'
E
E印
lg叶
ま
た
、
国
の
予
算
投
入
を
求
め

る
修
正
案
と
し
て
、
宮
自
問
F
E
Z
-
J
c
g『門
FH・
C
・-
E
2・
匂
・
宏
∞
-

(
打
)
か
か
る
地
方
税
増
徴
に
よ
る
納
税
義
務
者
転
嫁
論
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、

c
g
z
Eタ
H

0
・

5
コ
・
甘
'
官
。

(
沌
)
こ
れ
に
対
し
て
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ

l
ン
の
側
は
、
全
国
の
納
税
義
務
者
の
負
担
に
よ
る
所
有
者
救
済
の
制
度
だ
と
し
て
こ
の
未
払
家
賃
国
家

補
償
制
度
を
激
し
く
批
判
し
た
。
定
豆
、

5
5
a
E
H室
3HBND九
百
三
三
弘
三
日
勾
舎
を
室
内
、
室
内
号
、

8
5
宮
内
2
8苦

HE--zロ
E
N仏印〈『一
-
E
己
-

目U
U

∞印・

(
乃
)
〉
司
自
己
』
E
Z
D
口

PLo-
∞ロ「-市開一己〕『角川『印:『・

0
己

ENω
白D
D
門
同
∞
寸
戸
℃
℃

-N句。。

N。
。
∞
-

(
別
)
開
。
己
目
〉

Z
U
Z
O
E
E
E
-
g
y、白・き町内ヘ
A
3
3
5
N
S
H
ω
φ

(
但
)
〉
同

E
F
E
c・H，
E
B
E
-
Z〈
-FFP
均
九
巴
皇
宮
門
的

LPSEM止さ
E
e
E
3
p
a町村喜

e
E
宣
言
吋
』
2
~ミ内
3
・

3
『四国

-H∞
斗
「
∞
5

2
ぇ・

FF印吋

N斗∞ム
-
B・
5
R
N
N
-
は
、
自
ら
の
経
験
と
し
て
、
三
期
分
の
累
積
家
賃
全
額
の
支
払
い
を
命
じ
る
裁
判
を
受
け
た
こ
と
を
報
告
し
、
官

r 、
両岡
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報
掲
載
の
報
告
は
事
実
を
伝
え
て
い
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
筆
者
の
体
験
は
事
実
と
し
て
も
、
そ
れ
を
一
般
化
す
る
こ
と
は

難
し
い
よ
う
に
思
う
。

(
位
)
実
際
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ

l
ン
は
、
一
八
七
一
年
法
を
、
戦
争
に
も
か
か
わ
ら
ず
所
有
者
は
何
の
損
失
も
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
所
有
者
救
済

の
立
法
だ
と
し
て
激
し
く
批
判
し
た
。
立
遣
、

5
主
語
号
、
言
さ
と
ミ
叫
ミ
ニ
こ
b

勾
を
さ
さ
と

5
2
5
8
5
E
む
き
さ
苫
こ
=
口
径

N
C〈『
己

H

∞斗
]
f
u・
ω⑦
印

4 

小
括

l
l
第
二
帝
政
期
に
お
け
る
高
家
賃
問
題
と
法

川
以
上
、
第
二
帝
政
期
の
パ
リ
を
主
た
る
対
象
と
し
て
こ
の
時
期
の
住
宅
問
題
の
あ
り
方
と
法
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
き

た
が
、
こ
こ
で
そ
れ
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
確
認
し
う
る
こ
と
は
、
オ
ス
マ
ン
の
パ
リ
改
造
事
業
が
都
市
民
衆
の
住
宅
の
あ
り
方
と

賃
貸
住
宅
市
場
の
構
造
に
対
し
て
深
甚
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
事
業
は
ま
ず
、
パ
リ
都
心
部
に
お
い
て
、

そ
れ
ま
で
都
市
民
衆
の
住
宅
に
充
て
ら
れ
て
い
た
老
朽
不
動
産
を
取
り
壊
し
て
広
い
幅
員

を
擁
す
る
街
路
を
開
設
し
、

さ
ら
に
、
街
路
に
面
し
た
土
地
に
新
築
の
美
麗
な
不
動
産

(
オ
ス
マ
ン
・
タ
イ
プ
の
不
動
産
)

を
出
現
さ
せ
た
。

そ
れ
は
、
都
心
部
に
お
け
る
土
地
利
用
形
態
の
転
換
と
、
そ
の
帰
結
と
し
て
の
都
心
部
か
ら
の
都
市
民
衆
の
排
除
を
意
味
す
る
。
産
業
資
本

主
義
の
要
請
に
見
合
う
首
都
機
能
強
化
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
パ
リ
建
設
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
土
地
利

用
形
態
の
転
換
は
、
第
二
帝
政
期
の
権
力
に
と
っ
て
不
可
避
の
課
題
で
あ
っ
た
。
オ
ス
マ
ン
の
事
業
は
、
収
用
権
を
伴
っ
た
公
的
介
入
と
い

う
経
済
外
的
強
制
を
通
じ
て
、
こ
の
過
程
を
遂
行
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
事
業
は
ま
た
、
公
的
主
体
が
超
過
収
用
し
た
土
地
を
整
備
し
た
後
に
私
的
不
動
産
建
設
者
に
再
売
却
す
る
と
い
う
手
続
を
通
し
て
パ

リ
に
大
規
模
な
土
地
市
場
を
成
立
さ
せ
る
と
と
も
に
、

そ
こ
で
の
地
価
水
準
を
暴
騰
さ
せ
た
。
地
価
水
準
が
暴
騰
し
た
直
接
の
原
因
は
、
収
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用
手
続
の
中
で
私
的
土
地
所
有
権
が
強
力
に
自
己
の
利
害
を
主
張
し
、
収
用
補
償
が
高
騰
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

そ
も
そ
も
土
地
所
有
権
が
自
己
の
利
害
を
貫
徹
し
え
た
背
景
に
は
産
業
資
本
主
義
確
立
期
に
お
け
る
首
都
パ
リ
の
発
展
(
都
市
基
盤
整
備
の

ー;弘、
両岡

進
展
、
人
口
増
加
:
:
:
)

が
あ
っ
た
こ
と
、
高
地
価
で
の
土
地
市
場
に
お
い
て
も
需
要
が
あ
り
う
る
た
め
に
は
そ
れ
を
支
え
る
金
融
機
構
の

が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
他

整
備
(
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
ク
レ
テ
ィ
・
フ
ォ
ン
シ
エ
の
設
立
で
あ
る
)

方
、
こ
れ
ら
の
事
情
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
地
価
高
騰
に
と
っ
て
オ
ス
マ
ン
の
事
業
が
不
可
欠
の
条
件
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

れ
が
な
く
と
も
地
価
上
昇
は
生
じ
た
で
あ
ろ
う
。
都
市
改
造
事
業
と
い
う
公
的
介
入
は
、
地
価
高
騰
を
加
速
化
し
、

そ
の
問
題
性
を
加
重
化

さ
せ
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
地
価
高
騰
も
ま
た
、
都
市
民
衆
の
住
宅
に
関
す
る
利
益
に
敵
対
的
に
作
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
第
一
に
、
高
価
格
で
取
得

し
た
土
地
の
上
に
建
設
さ
れ
る
不
動
産
の
用
途
を
規
定
す
る
。
投
下
資
金
回
収
と
い
う
経
済
の
論
理
の
赴
く
と
こ
ろ
、
高
価
格
の
土
地
の
上

で
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
住
宅
ま
た
は
業
務
用
建
物
し
か
建
設
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
都
市
民
衆
の
住
宅
は
そ
こ
か
ら
排
除
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
第
二
に
、
既
存
の
賃
貸
住
宅
に
お
い
て
も
、
地
価
高
騰
の
利
益
を
我
が
物
に
し
た
い
と
望
む
家
主
が
家
賃
増
額
を
要
求
す
る

と
い
う
帰
結
を
も
た
ら
し
、
借
家
人
で
あ
る
都
市
民
衆
層
の
生
活
を
直
撃
し
た
。
家
賃
増
額
に
耐
え
き
れ
な
い
借
家
人
は
、
都
心
部
を
離
れ

て
パ
リ
外
縁
部
ま
た
は
郊
外
部
に
新
た
な
住
居
を
求
め
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
経
済
的
強
制
を
通
じ
て
の
都
心
部
か
ら
の
都
市
民
衆

の
排
除
で
あ
る
。

オ
ス
マ
ン
の
事
業
は
最
後
に
、
賃
貸
不
動
産
市
場
の
構
造
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
従
来
の
賃
貸
住
宅
の
供
給
は
、
先
祖
伝
来
の
資
産
を
活

用
し
て
そ
の
上
に
不
動
産
を
建
設
す
る
土
地
所
有
者
に
多
く
を
依
存
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
地
価
を
家
賃
計
算
に
入
れ
な
く
と
も
よ
い
た

め
、
相
対
的
に
は
低
家
賃
で
の
住
宅
供
給
が
可
能
で
あ
り
、
都
市
民
衆
の
た
め
の
賃
貸
住
宅
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
供
給
さ
れ
て
い
た
。
先

に
用
い
た
表
現
に
よ
れ
ば
、
「
特
殊
商
品
市
場
と
し
て
の
労
働
者
住
宅
市
場
」

で
あ
る
。
オ
ス
マ
ン
の
事
業
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
地
価
を

北法46(5・136)1268

そ



顕
在
化
さ
せ
、
地
価
を
含
め
た
家
賃
計
算
を
不
可
避
と
す
る
住
宅
市
場
を
大
量
に
成
立
さ
せ
た
。
そ
こ
で
供
給
さ
れ
る
の
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

住
宅
で
あ
り
、
業
務
用
区
画
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
「
通
常
商
品
市
場
と
し
て
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
住
宅
市
場
」
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
都
市
民
衆
の
住
宅
は
、
ま
ず
地
域
的
に
そ
の
立
地
を
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
供
給
が
相
対
的
に
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、

需
給
法
則
の
必
然
的
帰
結
と
し
て
そ
の
家
賃
水
準
の
高
騰
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業(3・完)

こ
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
家
賃
の
高
騰
が
、
第
二
帝
政
期
の
住
宅
問
題
の
中
心
的
問
題
で
あ
っ
た
。
家
賃
の
高
騰
は
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
ま
ず
も
っ
て
借
家
人
層
で
あ
る
都
市
民
衆
の
家
計
に
お
け
る
住
宅
関
係
費
用
の
増
加
を
も
た
ら
し
、
生
活
難
を
も
た
ら
す
。
住
宅
関
係

費
用
の
増
加
を
避
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
都
市
民
衆
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
の
都
心
部
で
の
居
住
を
あ
き
ら
め
て
都
市
外
縁
部
ま
た

は
郊
外
へ
の
転
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
オ
ス
マ
ン
の
パ
リ
改
造
事
業
の
帰
結
と
し
て
は
、
し
ば
し
ば
後
者
の
影
響
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
れ

は
、
決
し
て
誤
り
で
は
な
い
が
、
同
時
に
、
家
賃
高
騰
に
も
か
か
わ
ら
ず
都
心
部
居
住
を
継
続
す
る
都
市
住
民
が
一
般
に
想
定
さ
れ
る
よ
り

も
多
い
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
時
の
都
市
部
に
お
け
る
交
通
網
の
整
備
状
況
を
前
提
と
す
れ
ば
、
職
場
を
遠
く
離
れ
る
こ
と

は
そ
も
そ
も
不
可
能
だ
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
に
は
さ
ら
に
、
当
時
の
都
市
民
衆
層
の
都
市
に
対

す
る
愛
着
の
念
を
見
い
だ
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
に
は
、
高
家
賃
問
題
が
家
計
の
中
の
住
居
費
負
担
と
い
う
狭
義
の
住
宅
問

題
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
側
か
ら
い
え
ば
都
市
に
お
け
る
居
住
場
所
の
問
題
、
よ
り
広
い
観
点
か
ら
い
え
ば
、
都
市
に
お
け
る
居
住

一
言
で
い
え
ば
、
高
家
賃
問
題
は
、
単
な
る
狭
義
の
住
宅
問
題
な
の
で
は
な
く
、

者
構
成
の
あ
り
方
の
問
題
で
あ
る
こ
と
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。

都
市
問
題
と
し
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

凶
都
市
民
衆
の
居
住
を
媒
介
す
る
当
時
の
住
宅
賃
貸
借
法
制
は
、
家
賃
高
騰
に
対
す
る
抵
抗
の
論
理
を
内
包
し
て
い
な
か
っ
た
。
都
市

民
衆
に
か
か
わ
る
低
家
賃
の
住
宅
賃
貸
借
に
つ
い
て
契
約
書
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
く
、
そ
れ
は
期
間
の
定
め
の
な
い
賃
貸
借
と
し

て
扱
わ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
か
は
慣
行
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
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慣
行
は
、
全
国
的
に
見
れ
ば
一
年
の
期
間
を
保
障
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、

パ
リ
の
慣
行
は
、
三
カ
月
の
期
間
し
か
保
障
し
て
い
な
か
っ

た
。
そ
の
結
果
、
家
賃
高
騰
の
動
向
は
そ
の
ま
ま
個
別
の
賃
貸
借
関
係
に
も
貫
徹
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
期
間
が
長
期
の
場
合
に
は
、
家

言命

賃
改
訂
の
機
会
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
継
続
賃
料
水
準
が
市
場
家
賃
水
準
に
追
い
付
い
て
い
か
な
い
こ
と
が
あ
り
う
る
が
、

一
九
世
紀
パ
リ

の
賃
貸
借
慣
行
の
も
と
で
は
、
こ
の
よ
う
な
家
賃
に
関
す
る
固
着
性
は
働
か
な
い
の
で
あ
る
。

他
方
、
家
賃
決
定
自
体
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
当
事
者
の
自
由
な
合
意
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
中
世
期
に
は
、
こ
の
点
に
関
し
て

「
正
当
価
格
」
的
発
想
が
根
強
く
存
在
し
て
い
た
し
、

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
父
と
い
わ
れ
る
ポ
チ
エ
の
も
と
で
も
、
こ
の
系
譜
を
引
い
て
、

「
内
一
由
の
法
廷
」

レ
ベ
ル
で
は
過
大
な
賃
料
で
賃
貸
し
な
い
義
務
が
賃
貸
人
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、

世
紀
の
経
済
自
由
主
義
的
発
想
の
も
と
で
は
ま
っ
た
く
忘
れ
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
く
。
当
時
の
現
実
の
賃
貸
住
宅
市
場
の
も
と
で
、

か
る
契
約
自
由
の
考
え
方
は
、
家
主
の
家
賃
増
額
の
自
由
と
し
て
機
能
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

同
か
か
る
状
況
を
前
提
と
し
つ
つ
、
オ
ス
マ
ン
の
事
業
の
進
行
と
軌
を
一
に
す
る
形
で
、
高
家
賃
問
題
へ
の
対
処
を
目
指
す
さ
ま
ざ
ま

な
要
求
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
現
実
の
居
住
者
で
あ
る
都
市
民
衆
を
主
体
と
す
る
「
下
か
ら
の
」
要
求
提
示
で
あ
る
と
い

(
お
)

う
点
で
、
「
外
か
ら
の
」
あ
る
い
は
「
上
か
ら
の
」
改
革
要
求
で
あ
っ
た
一
九
世
紀
前
半
期
の
非
衛
生
住
宅
排
除
要
求
と
大
き
く
性
格
を
異

に
す
る
。
要
求
内
容
の
点
で
も
、
非
衛
生
住
宅
排
除
要
求
の
場
合
に
は
、
現
実
の
居
住
者
の
居
住
条
件
の
改
善
と
い
う
よ
り
、
非
衛
生
住
宅

の
排
除
そ
れ
自
体
を
求
め
る
傾
向
が
あ
り
、

そ
の
限
り
で
は
、
転
居
先
を
確
保
さ
れ
る
こ
と
な
く
現
実
の
住
居
を
剥
奪
さ
れ
る
居
住
者
の
利

益
と
対
立
す
る
性
格
を
帯
び
て
い
た
の
に
対
し
て
、
高
家
賃
問
題
対
処
要
求
の
場
合
に
は
、
何
よ
り
も
現
実
の
居
住
者
の
居
住
の
確
保
な
い

し
居
住
条
件
の
改
善
を
狙
い
と
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
要
求
は
、
「
社
会
的
」
な
い
し
寸
生
存
権
」
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
た
と
い
っ

て
よ
い
。

高
家
賃
問
題
が
直
接
的
に
は
家
賃
高
騰
に
か
か
わ
る
以
上
、
改
革
要
求
が
ま
ず
も
っ
て
住
宅
賃
貸
借
関
係
に
お
い
て
家
賃
高
騰
を
直
接
に
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阻
止
す
る
方
向
、
す
な
わ
ち
家
賃
統
制
要
求
の
形
を
採
る
こ
と
は
あ
る
意
味
で
当
然
で
あ
っ
た
。
事
実
、
こ
の
時
期
の
改
革
要
求
の
多
く
は
、

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業 (3・完)

そ
の
具
体
的
要
求
内
容
は
、
家
賃
問
題
へ
の
対
処
に
集
中
し
た
の
で
あ
る
。
建
物
賃
貸
借
に
関
し
(
悦
)

て
家
賃
問
題
以
外
に
問
題
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
ま
っ
た
く
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
問
題
点
は
ほ
と
ん
ど
改
革
要
求
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。

家
賃
統
制
を
求
め
る
要
求
の
根
拠
と
し
て
は
、
所
有
権
に
内
在
す
る
社
会
的
義
務
や
、
パ
ン
や
食
肉
と
同
様
に
生
活
必
需
品
の
性
格
を
持
つ

住
宅
に
対
す
る
警
察
規
制
的
介
入
の
可
能
性
と
必
要
性
な
ど
が
援
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
鉄
道
や
都
市
の
公
共
輸
送
機
関
の
料
金
設
定
コ
ン
ト

建
物
賃
貸
借
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、

ロ
ー
ル
と
の
対
比
で
家
賃
規
制
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
議
論
も
あ
っ
た
。
全
体
と
し
て
、
こ
こ
に
、
後
の
時
代
に
本
格
的
に
展
開
す
る
、

契
約
自
由
に
対
す
る
現
代
的
制
約
の
萌
芽
的
形
態
を
見
い
だ
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
論
拠
は
同
時
に
、
旧
制
下
の

「
正
当
価
格
」
理
論
の
系
譜
を
引
く
も
の
で
あ
り
、
生
存
確
保
を
理
念
と
す
る
モ
ラ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
的
観
念
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
も
あ

っ
た
。
野
放
し
の
契
約
自
由
に
対
抗
す
る
正
当
価
格
な
い
し
契
約
正
義
の
観
念
は
、
経
済
的
弱
者
を
主
体
と
し
つ
つ
、
近
代
法
体
系
の
深
奥

に
そ
の
批
判
原
理
と
し
て
通
奏
低
音
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

高
家
賃
問
題
へ
の
対
処
を
目
指
す
も
う
一
つ
の
系
列
の
改
革
要
求
は
、
賃
貸
住
宅
供
給
促
進
策
を
講
じ
る
と
い
う
方
向
を
提
示
す
る
。
こ

れ
に
も
、
優
遇
措
置
の
導
入
に
よ
っ
て
民
間
部
門
で
の
供
給
促
進
を
図
る
も
の
と
、
公
的
主
体
に
よ
る
供
給
促
進
と
い
う
先
進
的
構
想
を
打

ち
出
す
も
の
と
が
あ
っ
た
。
前
者
の
場
合
に
は
、
家
賃
規
制
措
置
に
つ
い
て
は
民
間
部
門
で
の
供
給
を
阻
害
す
る
が
ゆ
え
に
反
対
さ
れ
る
傾

向
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
の
場
合
に
は
家
賃
規
制
に
対
す
る
そ
の
よ
う
な
忌
避
意
識
は
存
在
し
な
い
。
む
し
ろ
、
公
的
主
体
に
よ
る
賃

貸
住
宅
供
給
促
進
と
民
間
市
場
に
お
け
る
家
賃
規
制
と
は
、
補
完
的
な
意
味
を
持
ち
う
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
二
つ
の
方
向
の
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改
革
構
想
は
、
相
互
に
対
立
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
た
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
時
期
す
で
に
、
公
的
主
体
に
よ
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
構
想
が
提

一
不
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
、
特
別
の
注
目
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
動
向
は
、

一
九
世
紀
末
葉
に
は
、
パ
リ
市
参
事
会
を
舞
台
に
さ
ら
に
強

力
な
形
で
提
示
さ
れ
、
そ
の
後
に
は
、
「
低
廉
住
宅
H
B
M
立
法
」
の
展
開
過
程
に
も
一
定
の
影
響
を
与
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、



1見

フ
ラ
ン
ス
社
会
住
宅
立
法
の
一
つ
の
源
流
は
、
す
で
に
こ
こ
に
そ
の
流
れ
を
開
始
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
改
革
構
想
は
、
結
局
、
第
二
帝
政
期
に
は
、
立
法
と
い
う
形
で
結
実
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
も
、
高
家
賃
対
処
要

論

求
は
、

一
八
五

O
年
法
と
い
う
形
で
現
実
の
成
果
を
得
た
非
衛
生
住
宅
排
除
要
求
と
は
対
肱
的
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
根
本
的
に
は
、
こ

の
二
つ
の
改
革
要
求
の
性
格
の
違
い
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
繰
り
返
し
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
非
衛
生
住
宅
問
題
は
、
ま
さ
に
「
上

い
わ
ば
体
制
側
の
視
点
で
の
住
宅
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
立
法
と
い
う
形
で
の
成
果
を
比
較
的
容
易
に
勝
ち
と
る
こ

か
ら
」
捉
え
た
、

と
が
で
き
た
要
因
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
高
家
賃
問
題
は
、
都
市
民
衆
に
と
っ
て
の
住
宅
問
題
で
あ
り
、
体
制
側
は
こ
れ
に
無
関
心

で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
高
家
賃
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
家
賃
規
制
措
置
は
、
こ
の
時
期
に
支
配
的
な
自
由
主
義
的
経
済
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
で
賃
貸
住
宅
供
給
促
進
策
に
つ
い
て
い
え
ば
、
民
間
部
門
で
の
供
給
促
進
は
と
も
か
く
、
八
ム

的
主
体
に
よ
る
供
給
促
進
は
、
こ
れ
ま
た
こ
の
時
期
の
国
家
と
市
民
社
会
の
関
係
に
関
す
る
考
え
方
に
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
克
服
し
て
現
実
の
政
策
、
立
法
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
は
、

そ
の
推
進
主
体
に
、

よ
ほ
ど
強
力
な
理
論
的
武
装
と
政
治
的
力
量

が
必
要
に
な
る
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
高
家
賃
対
処
要
求
の
主
体
に
は
、
こ
の
二
つ
の
い
ず
れ
も
が
欠
け
て
い
た
。
そ
れ
が
あ
る
程
度
備

わ
る
た
め
に
は
、
第
三
共
和
政
の
時
期
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
、
こ
の
要
求
が
政
策
や
立
法
の
次
元
で
何
の

影
(4) 響
も
及
lま
す

と
な
く

終
わ
っ

た
σコ
も

む
し
ろ
当
然
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
二
帝
政
期
に
、
建
物
賃
貸
借
関
係
に
関
し
て
も
う
一
つ
重
要
な
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
た
の
は
、
戦
争
(
具
体
的
に
は
普
仏
戦
争
)

と
い
う
不
慮
の
事
態
に
伴
、
つ
諸
リ
ス
ク
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
の
構
造
は
、
高
家
賃
問
題
の
そ
れ

と
は
対
撫
的
に
異
な
る
こ
と
に
ま
ず
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
価
高
騰
の
利
益
H

「
増
価
」
は
、
近
代
法
体
系
の
も
と
で
は
、

と
く
に
別
段
の
措
置
も
講
じ
な
け
れ
ば
不
動
産
所
有
者
に
帰
属
す
る
。
そ
の
結
果
、
賃
貸
不
動
産
に
つ
い
て
は
、
家
賃
増
額
と
い
う
形
で
地

価
高
騰
の
利
益
を
不
動
産
所
有
者
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
吉
岡
家
賃
問
題
に
他
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
対
し
て
家
賃
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の
適
切
な
規
制
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
増
価
の
不
動
産
所
有
者
帰
属
を
否
定
な
い
し
制
限
す
る
性
格
を
有
す
る
。
そ
の
結
果
、
増
価
が
ど
こ

に
帰
属
す
る
か
、
賃
借
入
に
直
接
的
に
帰
属
す
る
か
(
利
用
権
の
譲
渡
性
が
認
め
ら
れ
て
い
れ
ば
そ
う
な
る
)
、
潜
在
化
す
る
か
は
と
も
か

く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
高
家
賃
問
題
へ
の
対
処
が
、
増
加
し
た
価
値
H

「
増
価
」

の
配
分
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
家
賃
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
決
済
問
題
の
出
発
点
は
、
戦
争
と
い
う
不
可
抗
力
に
よ
っ
て
賃
借
入
に
生
じ
た
収
入
減
少
な
ど
の
リ

一九世紀フランスにおける建物賃貸借とオスマンのパリ改造事業 (3・完)

と
く
に
別
段
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
近
代
法
体
系
の
も
と
で
は
賃
借
入
の
負
担
に
帰
す
る
。
そ
れ
を
不
当
と

し
て
異
な
る
解
決
を
求
め
た
の
が
、
こ
の
時
期
の
累
積
家
賃
減
免
要
求
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
は
、
不
可
抗
力
に
よ
る

ス
ク
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

財
産
減
少
の
リ
ス
ク
分
担
を
ど
う
す
る
か
が
関
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

一
八
七
一
年
法
に
よ
る
立
法
的
解
決
が
図
ら
れ
た
。
そ
こ
で
採
用
さ
れ
た
解
決
は
、
具
体
的
に
は
個
別
の
事
例

に
よ
っ
て
差
異
は
あ
り
う
る
と
は
い
え
、
基
本
的
に
は
賃
借
入
、
所
有
者
、
公
共
団
体
が
リ
ス
ク
を
分
担
し
あ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

同
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
特
別
審
査
会
に
対
す
る
賃
借
入
の
申
請
が
あ
れ
ば
、
通
常
の
場
合
に
は
累
積
し
た
戦
時
家
賃
の
減
額
が
認
め
ら

れ
、
そ
の
結
果
、
賃
借
入
と
所
有
者
と
で
リ
ス
ク
を
分
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
所
有
者
が
賃
借
入
か
ら
の
戦
時
家
賃
の
回
収
を
断
念

す
る
場
合
に
は
、
公
共
団
体
か
ら
の
補
償
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
、
所
有
者
と
公
共
団
体
が
リ
ス
ク
を
分
担
す
る
の

で
あ
る
。
高
家
賃
問
題
へ
の
対
処
の
場
合
に
は
、
増
価
の
配
分
す
な
わ
ち
家
賃
規
制
は
、
こ
の
時
期
、
現
実
的
に
は
問
題
と
な
り
え
な
か
っ

た
こ
と
と
比
較
す
る
と
き
、
家
賃
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
決
済
問
題
の
解
決
の
あ
り
方
は
、

一
歩
進
ん
で
い
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

か
か
る
解
決
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、

一
つ
に
は
、
家
賃
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
措
置
の
実
施
が
先
行
し
て
未
払
家
賃
が
累
積
し
、
当
時
の
資
力
に

乏
し
い
賃
借
入
の
現
状
を
考
慮
す
れ
ば
、
家
賃
全
額
の
支
払
い
と
い
う
普
通
法
の
原
則
を
貫
く
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
と
い

う
事
情
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
戦
争
に
よ
る
リ
ス
ク
の
所
有
者
へ
の
転
嫁
を
求
め
る
要
求
が
パ
リ
民
衆
に
よ
っ

て
強
力
に
提
示
さ
れ

(
こ
の
背
景
に
は
、
古
同
家
賃
問
題
を
通
じ
て
、
所
有
者
と
賃
借
入
と
の
対
抗
関
係
が
激
化
し
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
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説

さ
ら
に
パ
リ
・
コ
ミ
ュ

l
ン
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
家
賃
免
除
措
置
が
定
め
ら
れ
た
と
い
う
時
代
背
景
を
抜
き
に
し
て
は
、

一
年
法
の
考
え
方
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
き
わ
め
て
限
定
的
な
形
で
は
あ
っ
た
が
、
近
代
法
の
原
理
を
一
歩
踏
み
出
し

っ
た
)
、

一
八
七

号ι
白岡

た
法
形
成
に
当
た
っ
て
、
都
市
民
衆
の
要
求
と
運
動
が
す
で
に
一
定
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
で
は
と
り
わ
け
注

目
さ
れ
る
。

さ
て
、
住
宅
賃
貸
借
の
領
域
に
お
け
る
都
市
民
衆
の
要
求
と
運
動
は
、
第
三
共
和
政
期
に
入
る
と
、
労
働
運
動
や
左
翼
政
党
の
伸
張
と
も

結
び
つ
い
て
よ
り
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
は
、
家
賃
規
制
要
求
と
と
も
に
、
賃
貸
住
宅
の
供
給
促
進
が
強
力
に
要
求

さ
れ
る
。
他
方
、
そ
れ
と
は
主
体
と
性
格
を
異
に
す
る
非
衛
生
住
宅
排
除
要
求
も
再
び
活
発
に
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
企
業
な
ど

を
主
体
と
す
る
「
上
か
ら
の
」
労
働
者
住
宅
供
給
促
進
論
も
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
に
な
る
。
わ
れ
わ
れ
の
次
の
課
題
は
、

こ
の
過
程
の
分
析
で
あ
る
が
、
こ
の
課
題
の
遂
行
は
、
稿
を
改
め
て
行
な
う
こ
と
に
し
た
い
。

(
部
)
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
、
こ
の
時
期
の
改
革
要
求
が
現
実
の
賃
借
入
層
か
ら
直
接
に
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。

本
稿
で
検
討
し
た
改
革
要
求
を
提
示
す
る
パ
ン
フ
レ

y
ト
の
著
者
は
、
基
本
的
に
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
空
想
的
社
会
主
義
の
影
響
を
受
け
た

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
者
が
都
市
民
衆
の
利
害
を
代
弁
し
て
改
革
要
求
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
著
者
の
具
体
的
な
姿

が
わ
か
ら
な
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
自
ら
が
高
家
賃
問
題
に
苦
し
む
賃
借
入
だ
と
述
べ
て
い
る
者
は
い
な
い
。
そ
も
そ
も

こ
れ
ら
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
自
費
出
版
で
あ
っ
た
か
ら
、
少
な
く
と
も
そ
の
た
め
の
費
用
を
負
担
し
う
る
だ
け
の
資
力
を
有
す
る
者
で
な
け
れ

ば
そ
の
よ
う
な
形
で
の
意
見
表
明
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
の
己
何
回
目
〉
Z
u
-
-
。∞叶
-
S可否、

ぎ
な
豆
、
℃
・

2
・
の
指
摘
も
参
照
。

(
剖
)
家
賃
以
外
の
問
題
点
に
つ
い
て
最
も
詳
し
く
触
れ
て
い
る
の
は
、
先
に
こ
の
当
時
最
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
改
革
要
求
と
評
価
し
た
レ
ル
ミ
ナ
案

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
口
頭
で
の
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
家
賃
額
に
つ
い
て
の
争
い
が
あ
る
場
合
に
所
有
者
の
言
が
信
じ
ら
れ
る
も
の
と
定
め

る
一
七
一
六
条
、
賃
借
人
負
担
の
小
修
繕
に
関
す
る
一
七
五
四
条
、
火
災
に
つ
い
て
の
賃
借
人
の
重
い
責
任
を
定
め
る
一
七
三
四
条
、
賃
貸
人
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の
家
賃
債
権
に
つ
い
て
強
い
先
取
特
権
を
付
与
す
る
一
二

O
二
条
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
論
者
の
も
と
で
も
、
こ
れ
ら
に
つ
い

て
何
ら
か
の
改
革
要
求
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
賃
貸
不
動
産
の
公
有
化
構
想
に
重
点
が
絞
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

o
p
E

E同
E
z
k
f
言
、
芦
き
な

3s-
官
官
?
寸
・
(
な
お
、
レ
ル
ミ
ナ
の
こ
れ
ら
の
批
判
は
、
プ
ル

1
ド
ン
の
受
け
売
り
と
見
ら
れ
る
o
-
Y
』・
2
0
C
O出

oze

sミ白・
5
z
ミ
N
ト

向

者

同

ω合
同

ωω

そ
の
よ
う
な
点
を
反
映
し
て
か
、
プ
ル

l
ド
ン
に
よ
る
批
判
の
方
が
、
詳
細
で
あ
り
、
か
っ
、
論
理
が
鮮
明

で
あ
る
)
。
先
に
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
賃
借
入
の
行
動
様
式
の
特
徴
と
し
て
、
住
宅
関
係
費
用
の
可
能
な
限
り
の
縮
減
志
向
と
、
そ
こ
か
ら
由

来
す
る
、
住
宅
価
格
の
問
題
す
な
わ
ち
家
賃
問
題
へ
の
関
心
の
集
中
お
よ
び
そ
の
反
面
と
し
て
の
住
宅
の
質
へ
の
無
関
心
さ
を
指
摘
し
た
(
↓

1
川
川
)
。
本
項
で
検
討
し
た
改
革
要
求
の
対
象
が
高
家
賃
問
題
へ
の
対
処
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
も
、
か
か
る
賃
借
入
の
行
動
様
式
を
反
映
す

る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(
ム
ロ
十
九
)
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